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（
新
潟
県
佐
渡
市
）

　

佐
渡
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
能
が
盛
ん
な
土
地

で
、
島
内
各
地
の
能
舞
台
で
演
能
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
渡
の
能
楽
は
、
永
享
６
年
（
１
４
３
４
年
）
に
世

阿
弥
が
佐
渡
に
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
も
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
明
治
の
頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最

盛
期
に
は
２
０
０
以
上
も
の
能
舞
台
が
存
在
し
た
。

　

佐
渡
の
能
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
元
々
、
武
士
の

間
で
愛
好
さ
れ
て
い
た
能
を
村
人
が
舞
い
、
謡
い
、
観

る
と
い
う
娯
楽
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
多
く
の
能
舞
台
が
神
社
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と

も
理
由
の
一
つ
で
、
村
の
共
有
財
産
と
し
て
建
て
ら
れ

た
能
舞
台
で
行
わ
れ
る
能
は
、
娯
楽
で
あ
る
と
同
時
に

神
事
で
も
あ
っ
た
。

　

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
佐
渡
の
能
は
６
月
か

ら
８
月
に
集
中
し
、
特
に
６
月
は
薪
能
月
間
と
し
て
毎

週
ど
こ
か
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
実
際
に
演

能
で
使
用
さ
れ
て
い
る
能
舞
台
で
「
能
・
仕
舞
体
験
」

を
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
１
週
間
前
に
予
約
必
要
）。

問
い
合
わ
せ
：
佐
渡
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

０
２
５
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２
７―

５
０
０
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（
写
真
提
供
：
佐
渡
市
観
光
振
興
課
）

表
紙

佐
渡
の
能

　

  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
は
「
地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
」
を
特
集

の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
地
域
の
鉄
道
は
通
勤
・
通
学

や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

イ
ン
フ
ラ
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
過
疎
化
に
伴

う
沿
線
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
乗
客
数
も
低
迷
し
、
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち

ま
す
。

▼
こ
う
し
た
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
国
鉄
再
建
が
大
き
な
政
治
課
題
と

な
っ
た
昭
和
50
年
代
半
ば
で
し
た
。
当
時
、運
輸
省（
現

国
交
省
）
担
当
記
者
だ
っ
た
私
も
第
一
次
廃
止
対
象
路

線
の
選
定
な
ど
国
鉄
絡
み
の
取
材
を
し
た
こ
と
が
今
で

も
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
国
鉄
の
膨
大
な
赤
字

が
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
原
因
だ
っ
た
と
は
い
え
、
地
元

の
反
発
は
極
め
て
激
し
い
も
の
で
し
た
。
結
局
、
国
鉄

は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
に
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
廃
止
対
象
と

な
っ
た
ロ
ー
カ
ル
線
は
バ
ス
転
換
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
経
営
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
の
特
集
事
例
で
は
、
こ
れ
ら
旧
国
鉄
の
路
線
や

歴
史
あ
る
民
鉄
の
存
続
・
活
性
化
に
懸
け
る
関
係
者
の

奮
闘
ぶ
り
が
生
き
生
き
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
共
通
す
る
の
は
貴
重
な
地
域
鉄
道
に
対
す
る
愛
着
で

し
ょ
う
か
。
地
元
住
民
に
よ
る
利
用
促
進
の
ほ
か
、
観

光
を
軸
に
あ
の
手
こ
の
手
の
活
性
化
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
秋
田
内
陸
線
の
担
当
者
の
方
が
指
摘
さ
れ

て
い
た「
鉄
道
へ
の
誘
客
と
地
域
づ
く
り
は
表
裏
一
体
」

と
い
う
言
葉
が
原
稿
を
拝
見
し
て
い
て
強
く
印
象
に
残

り
ま
し
た
。 

（
堀
）

【
9
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦
」 

（仮）
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地域再生実践塾　第４回　新潟県長岡市
『米百俵に学ぶ長岡の市民協働』

平成25年10月２日（水）～10月４日（金）　会場：シティホールプラザアオーレ長岡　他
開催趣旨 
　多様化する行政ニーズに対応するため、各自治体では市民協働条例を制定するなど独自の仕組みづくりを進めています。
　長岡市は、長岡藩の頃より領主と領民が一体となって藩を盛り立てる、いわば「市民協働」の先駆けともいえる精神が根付いている土
地であり、2004年の新潟県中越地震の際も協働により復興を成し遂げました。2012年4月１日にオープンしたシティホールプラザ「アオー
レ長岡」は、ＪＲ長岡駅前に位置する市役所と一体となった複合的な施設で、市民と議会の一体感を醸成するための全国初のガラス張り
の「議場」や、５千人を収容できるナカドマと呼ばれる屋根付き広場などがあり、あらゆる世代の多様な人々の自発的な活動を実現する「市
民交流の拠点」とし、長岡市のシンボル的な存在となっています。
　今回、新しい長岡の顔、協働と交流の拠点・アオーレ長岡を中心に実践されている市民協働に関する具体的事例を検証しながら、地域
の活性化について考えていきます。

開催日程 
・第１日目　10月２日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　14：00～　Lecture1　米百俵から学ぶ長岡の市民協働
　　　　　　　　　　　  ～復興から生まれた市民協働の精神～
　15：10～　Lecture2　長岡市の市民協働推進施策
　15：45～　Lecture3　 社会的存在価値を高める
　　　　　　　　　　　  ～酒造りの正道を歩んで～
　16：20～　Lecture4　地元大学としての市民協働への参画
　17：00～　シティホールプラザアオーレ長岡見学
・第２日目　10月３日（木）
　９：00～　Lecture5　震災復興から市民協働へ
　９：30～　Lecture6　多世代交流でエンパワーメント
　10：00～　Field Work1　 長岡震災アーカイブセンターきおくみら

い見学
　11：00～　Field Work2   ながおか市民防災センター子育ての駅ぐ

んぐん見学
　12：15～　昼食
　13：00～　Field Work3　山古志被災現場視察
　15：30～　Group Work1　協働をあらためて考える
・第３日目　10月４日（金）
　９：00～　Group Work2　グループ発表・意見交換
　11：30～　Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
NPO法人市民協働ネットワーク長岡
代表理事　羽賀　友信　氏

　1950年長岡市生まれ。1980年カンボジア難民救援医療
プロジェクト（現国際緊急援助隊）に主任調整員として参
加し、国境地帯で病院を運営。帰国後は長岡市を拠点に多
文化共生社会を目指した地域づくり・グローバルな人づく
りに携わり、協働による地域力を世界に向け発信している。
中越地震、中越沖地震、東日本大震災の際は外国人被災者
の救援に尽力し、外務大臣感謝状、JICA理事長賞、地域
づくり総務大臣表彰、長岡市長表彰など受賞歴も多数。

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、ＮＰＯなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
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「ふくしまから　はじめよう。」

福島県知事 ● 佐藤雄平

　

私
が
前
回
こ
の
エ
ッ
セ
ー
に
登
場
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
平

成
23
年
の
２
月
で
し
た
。今
回
が
約
２
年
半
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
、
原
子
力
災
害
、
新
潟
・
福
島
豪
雨
等
、

未
曾
有
の
災
害
に
直
面
す
る
な
ど
、
激
動
の
２
年
半
で
あ
り
ま
し

た
。

　

発
災
直
後
よ
り
全
国
の
皆
様
か
ら
、
義
援
金
、
支
援
物
資
、
被

災
地
で
の
活
動
、
県
産
品
の
購
入
な
ど
、
数
多
く
の
御
支
援
を
頂

き
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
改
め
て
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
本
県
は
着
実
に
元
気
を
取
り

戻
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
前
例
の
な
い
広
域
的
な
避
難
に
始
ま
り
、
避
難

所
や
支
援
物
資
の
確
保
、
避
難
者
住
宅
の
確
保
、
施
設
・
イ
ン
フ

ラ
等
の
応
急
復
旧
な
ど
に
全
力
で
当
た
る
と
と
も
に
、
県
と
国
が

対
等
に
議
論
で
き
る
協
議
の
場
の
設
置
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措

置
法
の
制
定
へ
向
け
た
動
き
、
多
岐
に
わ
た
る
復
興
予
算
の
確
保

な
ど
、
新
生
ふ
く
し
ま
の
礎
を
築
く
た
め
に
走
り
続
け
た
日
々
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
県
民
に
は

世
界
に
賞
賛
さ
れ
る
品
格
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
点
で
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た「
地
域
の
力
」「
県

民
の
き
ず
な
」
に
支
え
ら
れ
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
復
興
と
再
生
」
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。
あ
る

高
校
生
が
「
私
た
ち
は
、
前
進
す
る
た
め
に
力
を
付
け
て
い
き
ま

す
。
で
す
か
ら
後
ず
さ
り
し
な
い
で
前
に
進
め
る
状
況
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
が
頑
張
り
ま
す
。」
と
力
強
く
私
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
県
民
の
熱
い
思
い
を
具
現
化
す
る
た
め
、

県
で
は
、
新
た
な
総
合
計
画
「
ふ
く
し
ま
新
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
下
、「
夢
・
希
望
・
笑
顔
に
満

ち
た　

新
生
ふ
く
し
ま
」
の
実
現
を
目
指
し
、
三
つ
の
柱
を
軸
に

復
興
に
向
け
た
県
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
の
柱
が
「
安
全
と
安
心
」
で
す
。

　

県
民
の
健
康
管
理
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
機
会
の
確
保
や
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
放
射
線
対
策

に
つ
い
て
は
、
身
近
な
生
活
環
境
を
最
優
先
に
除
染
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
食
品
や
農
林
水
産
物
に
か
か
る
放
射
線
物
質
検
査
体

制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
活
力
」
で
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
再
生
や
既
存
企
業
へ
の
支
援

は
も
と
よ
り
、
医
療
機
器
関
連
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
の
集
積
を
図
る
な
ど
、
産
業
基
盤
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽

く
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
よ
り
一
層
の
普
及
推
進
や
浮
体
式

洋
上
風
力
発
電
の
実
証
実
験
の
開
始
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
と

の
企
業
交
流
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
将
来
性
の
高
い
新
た
な
産

業
の
育
成
を
図
り
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
駆
け
の
地
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
観
光
に
つ
い
て
は
、
同
志

社
大
学
創
立
者
新
島
襄
の
妻
「
新
島
八
重
」
が
主
人
公
と
な
る
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
放
送
を
契
機
に
、
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
会
津
の
み
な
ら
ず
全
県
的
な
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
本
県
の
活
力
を
高
め
る
好
機
を
最
大
限
に
生
か

し
て
「
福
島
の
魅
力
」
を
全
国
に
発
信
し
、
原
子
力
災
害
の
風
評

の
払
拭
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
思
い
や
り
」
で
す
。

　

私
は
、
発
災
以
降
、
避
難
所
で
一
枚
の
座
布
団
を
分
け
合
う
姿

や
、
地
域
全
体
で
が
れ
き
の
撤
去
に
取
り
組
む
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
、
本
県
に
は
、
温
か
な
県
民
性
と
地
域
社
会
の
「
き
ず
な
」

が
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
宝
を
守
り
、
人
と
人
と
が
心
で
つ
な
が
る
温
か
い
社
会
を
築

く
と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
の
継
承
と
同
様
に
、
大
切
に

次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
、
復
興
へ
の
原
動
力
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
島
八
重
は
、
戊
辰
戦
争
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
人
生
を
切

り
開
き
ま
し
た
。
激
動
の
時
代
を
力
強
く
生
き
た
「
八
重
」
の
姿

は
、
復
興
に
向
か
う
福
島
県
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
、
復
興
に
向
け
て

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
皆
様
か
ら
の
御
支
援
に
応
え
て
い
く
た
め
に
も
、「
ふ

く
し
ま
か
ら　

は
じ
め
よ
う
。」
を
合
い
言
葉
に
県
民
と
と
も
に

復
興
を
進
め
、
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
、
こ
こ
福
島
か
ら
世
界

に
示
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

001　エッセー.indd   1001　エッセー.indd   1 2013/06/25   18:27:392013/06/25   18:27:39



地方地方鉄鉄道と地域の活性化道と地域の活性化

“あかでん”として浜松市民に親しまれる遠鉄電車。乗
客の回遊性向上のため様々な取り組みが進められている
 ● 静岡県浜松市（p16-17）

緑深い渓谷の鉄橋を走る秋田内陸線の列車。その
経営は地域の住民に支えられている
 ● 秋田県（p8-9）

車内アテンダント。えちぜん鉄道のイメージを一新し、さまざ
まなメディアで取り上げられ、乗客増にもつながった
 ● 福井県福井市（p14-15）

田園地帯を走る明知鉄道の列車。手前には菜の花
畑が広がっている
 ● 岐阜県恵那市（p18-19）

高岡駅前を走行する万葉線の新型低床車両「アイ
トラム」。その導入によりバリアフリー化が進んだ
 ● 富山県高岡市（p12-13）

好評の「車内会議」。行きは車内で会議、帰りは宴会を楽しむ。
山形鉄道では社員のアイデアが経営改善に大きく貢献している
 ● 山形県（p10-11）

列車内での社内会議ならぬ

車内会議

車内会議の後の

車内宴会
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観光型車両の乗客を歓迎する子供たち。沿線住民が手を振
る運動は北近畿タンゴ鉄道を見直すきっかけにもなった
 ● 京都府（p20-21）

熊本県の南東部を走る「くま川鉄道」の車両。利
用促進に向け、地域資源が活用されている
 ● 熊本県人吉市（p26-27）

Ｄ＆Ｓ列車の「指宿のたまて箱」に向かい手を振る市民。
温かいおもてなしを受け、乗客は指宿のファンになる
 ● 九州各県（p28-29）

綾川町内を走る高松琴平電気鉄道（ことでん）の列
車。町内に設置される新駅を中心にまちづくりが進
んでいる
 ● 香川県綾川町（p24-25）

廃線敷きの維持管理の様子。JR可部線は平成15年に一部区間
が廃止されたが、その後も復活を願い地元住民の運動が続いた
 ● 広島市（p22-23）
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１
．
残
し
て
い
き
た
い
地
域
鉄
道

○
存
在
感
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
る
地
域
鉄
道

　

地
域
鉄
道
と
は
、
在
来
幹
線
鉄
道
や
都
市
鉄
道
等
以
外

の
地
域
に
根
ざ
し
た
鉄
道
路
線
で
す
。
通
勤
・
通
学
の
足

と
し
て
欠
か
せ
な
い
路
線
も
あ
れ
ば
、
風
光
明
媚
な
渓
谷

を
走
り
抜
け
る
観
光
路
線
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

鉄
道
事
業
者
の
約
８
割
は
、
輸
送
人
員
と
収
入
が
減
少
し

赤
字
の
状
況
で
す
。
な
か
に
は
、
経
営
が
悪
化
し
、
鉄
道

事
業
の
休
止
や
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
た
路
線
も
あ
り
ま

す
。

　

鉄
道
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
出
来
事
で
す
。地
域
の
足
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
の
重
要
な
資
源
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
人
口
減
少
に
悩
む
地
域
が
、
最
後
ま
で
残
し
て
お
き

た
い
と
願
う
の
が
小
学
校
で
す
が
、
地
域
鉄
道
も
そ
れ
に

匹
敵
す
る
重
要
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
校

は
地
域
の
誰
し
も
の
学
び
舎
で
あ
り
記
憶
に
残
り
続
け
ま

す
が
、
地
域
鉄
道
は
、
利
用
し
て
い
る
と
き
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
も
、
利
用
し
な
く
な
る
と
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地
域
鉄
道
に
関
心
を
持

た
な
い
人
が
多
く
な
る
と
、
地
域
鉄
道
自
体
が
住
民
に

と
っ
て
非
日
常
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
地
域
鉄
道
が
果
た
し
得
る
役
割

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
鉄
道
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地
域
鉄
道
自
身
が
、
地
域
に
果
た

し
得
る
役
割
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
意
義
を
自
覚
し
、
地

域
の
合
意
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
鉄
道
の
第
一
の
意
義
は
、
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
で
あ
り
、
人
々
の
足
を
守
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
本
質
的
な
意
義
を
果
た
す
こ
と
で
安
定
し
て
存
続
し

て
い
け
る
事
業
者
は
多
く
は
な
く
、
経
営
改
善
の
た
め
の

応
援
団
を
得
る
た
め
に
、
第
二
の
社
会
的
意
義
を
追
求
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
第
二
の
意
義
が
、
地
域
経
済

の
活
性
化
へ
の
貢
献
で
す
。
近
年
、
地
域
鉄
道
を
観
光
振

興
に
活
用
し
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
と
交
流
人
口
増
に
貢
献

す
る
可
能
性
が
注
目
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
成
功
事
例
が
出

て
い
ま
す
。

２
． 

地
域
再
生
の
一
環
と
し
て
の

　
　

地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス

　

地
元
が
地
域
鉄
道
に
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
状
況
下
に

お
い
て
、地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、

地
域
鉄
道
事
業
者
だ
け
で
対
応
し
切
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
再
生
の
一
環
と
し
て
総
合
的
な
都
市
計
画
の
中

で
解
決
策
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
校
や
病
院
等
の
住
民
の
利
用
度
合
い
の
高

い
施
設
を
、
地
域
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
内
に
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
駅
前
に
業
務
機
能
や
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―
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づ
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と
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の
誘
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」―
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地方鉄道と地域の活性化

居
住
の
集
積
を
高
め
て
、
既
存
の
需
要
を
ま
と
め
る
と
と

も
に
、新
し
い
需
要
を
創
造
し
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
再
生
の
な
か
に
地
域
鉄
道
事
業
が
組

み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
同
時
に
、
地
域

鉄
道
事
業
者
が
一
層
の
経
営
改
善
の
努
力
を
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ス
ト
削
減
対
策
に
加
え
て
、
地
域

住
民
の
目
線
に
徹
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
既
存
の
利

用
客
の
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い
需
要
の
開

拓
に
挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
勤
・
通
学
の

利
便
性
を
高
め
る
ダ
イ
ヤ
等
の
工
夫
、
自
家
用
車
通
勤
よ

り
も
環
境
負
荷
が
少
な
い
鉄
道
利
用
を
促
進
す
る
取
り
組

み
等
は
も
ち
ろ
ん
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
住
民
の
困

り
ご
と
の
解
決
を
目
指
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
通
院
す
る
高
齢
者
の
増

加
に
対
し
て
、
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
移
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
、
タ
ク
シ
ー
等
の
他
の
交
通
機
関
と
連
携
し
て

利
用
者
に
と
っ
て
シ
ー
ム
レ
ス
に
提
供
し
、
地
域
鉄
道
の

価
値
を
地
域
に
再
認
識
さ
せ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ス
ト
削
減
と
、
交
通
機
関
と
し
て
の
生
命
線

で
あ
る
安
全
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

東
北
の
鉄
道
事
業
者
19
社
が
加
入
し
て
い
る
東
北
鉄
道
協

会
で
は
、
新
人
運
転
士
の
養
成
や
異
常
時
合
同
訓
練
を
実

施
し
た
り
、
高
額
な
機
器
の
利
用
を
融
通
し
あ
っ
た
り
、

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
他
社
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
安
全
維
持
と
技
術
継
承
の
た
め
の
コ

ス
ト
を
事
業
者
間
連
携
で
担
っ
て
い
ま
す
。

３
． 

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の

貢
献

◯
観
光
振
興
の
目
的

　

観
光
の
語
源
は
「
国
の
光
を
観
る
。
用
て
王
に
賓
た
る

に
利
し
」（
易
経
）
で
す
。
そ
の
意
味
は
、
為
政
者
が
自

ら
治
め
る
国
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
（
光
）
を
観
て
統
治

の
良
さ
を
確
認
す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
地
域
の
立
場
か
ら
今
日
的
に
読
み
替
え
る
と
、
地
域
に

お
い
て
ピ
カ
ピ
カ
と
光
る
素
晴
ら
し
い
モ
ノ
や
コ
ト
を
、

地
域
内
外
の
人
々
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
地
域

の
評
価
を
高
め
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
観

光
振
興
に
は
、
入
込
客
数
や
観
光
消
費
額
の
増
加
と
い
う

結
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
の
語
源
が
示
唆
す
る
と

こ
ろ
の
地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
ど
れ
だ
け
成
果
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
観
点
も
重
要
で
す
。

◯
観
光
の
特
徴

　

従
来
の
観
光
振
興
は
、イ
ベ
ン
ト
に
依
存
し
過
ぎ
た
り
、

経
験
と
勘
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
観
光
庁
の
発
足
以
降
、
理
論
や
科
学
的
な

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
観
光
振
興
に
新
し
い
知

見
が
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
地
域
鉄
道

事
業
者
が
観
光
振
興
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
ぜ
ひ

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
記
述
し
ま
す
。

（
地
域
の
事
業
者
間
連
携
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
観
光
消
費
の

す
そ
野
を
広
げ
る
）

　

日
本
全
体
の
旅
行
消
費
額
（
観
光
、
業
務
、
帰
省
を
含

む
）
は
22
・
4
兆
円
（
２
０
１
１
年
）
で
あ
り
、
そ
の
生

産
波
及
効
果
は
46
・
4
兆
円
に
達
し
ま
す
。
２
倍
強
の
波

及
効
果
が
見
込
め
、
観
光
産
業
の
す
そ
野
は
広
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
す
そ
野
の
広
さ
が
そ
の
ま
ま
地

域
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
消
費
の

う
ち
、
地
元
で
調
達
し
て
い
な
い
財
や
サ
ー
ビ
ス
分
は
域

外
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
地
元
で
調
達
し
て
い
な

い
」
理
由
は
、
地
元
で
調
達
で
き
る
が
観
光
事
業
者
が
地

元
企
業
と
の
取
引
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
地

元
で
は
産
出
で
き
な
い
（
加
工
で
き
な
い
）
財
や
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
観
光
消
費
が
域
内

の
事
業
者
間
で
循
環
し
、
す
そ
野
の
広
い
経
済
波
及
効
果

が
現
実
の
も
の
と
な
る
の
で
す
。移
動
・
宿
泊
・
レ
ジ
ャ
ー
・

食
事
・
お
土
産
の
購
買
等
の
観
光
行
動
の
そ
れ
ぞ
れ
に
幅

広
い
業
種
が
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
に
お
い
て
は
異
業
種
の
事
業
者
間
の
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
付
加
価
値

を
高
め
る
加
工
機
能
を
強
化
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

（
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
）

　

旅
行
者
が
観
光
地
に
行
く
ま
で
に
は
、
長
い
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
そ
の
地
域
が
旅
行
先
で

あ
る
と
い
う
認
知
を
得
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
単
に

地
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
旅
行
先
と
し
て
認
知
さ
れ
、
興

味
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
、
他
の
い
く
つ
か
の
旅
行
先
と

と
も
に
「
今
度
行
く
先
」
の
候
補
と
し
て
検
討
さ
れ
、
候

補
の
な
か
で
勝
ち
残
る
と
、
晴
れ
て
「
今
度
行
く
先
」
に

選
定
さ
れ
ま
す
。
次
に
、「
今
度
行
く
先
」
に
は
、
行
く

手
段
が
あ
る
の
か
、
費
や
そ
う
と
し
て
い
る
時
間
と
コ
ス
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ト
に
見
合
う
移
動

の
手
間
で
済
む
の

か
等
が
検
討
さ

れ
、
や
っ
と
、
旅

行
商
品
の
購
入
や

自
分
で
予
約
を
す

る
と
い
う
行
為
に

な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
悪
天
候
等
の

急
な
阻
害
要
因
が

発
生
し
な
け
れ
ば

旅
行
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
長
い

プ
ロ
セ
ス
は
、
旅

行
が
、
距
離
を
超

え
て
わ
ざ
わ
ざ
出

か
け
て
い
く
消
費

行
動
で
あ
る
こ
と

に
起
因
し
て
い
ま

す
。
旅
行
者
が
居

住
す
る
地
域
と
観
光
地
の
間
の
距
離
（
物
理
的
な
距
離
や

言
語
等
を
含
む
文
化
的
な
距
離
）
と
、
旅
行
者
が
そ
の
地

域
に
関
し
て
有
す
る
情
報
量
と
の
間
に
は
負
の
相
関
が
あ

り
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
旅
行
者
を
惹
き
付
け
る
に
は
相
当

な
質
量
の
情
報
を
頻
度
高
く
提
供
し
て
い
く
（
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
く
）
必
要
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、
一
過
性
の
情
報
は
忘
れ
が
ち
で
あ
る
人
の
認
知
や

興
味
関
心
の
度
合
い
を
一
つ
ひ
と
つ
上
げ
て
い
く
よ
う
な

作
業
で
す
か
ら
相
当
な
コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
。
観
光
客
の

大
半
が
初
回
訪
問
で
あ
る
地
域
に
は
、
常
に
多
大
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
コ
ス
ト
を
軽
減
し
て
い
く
た
め
に
も
、ま
た
、

地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
い
う
観
光
振
興
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
も
、
初
回
訪
問
者
を
リ
ピ
ー
タ
ー
に
し
て
い

く
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、

新
規
顧
客
獲
得
コ
ス
ト
が
不
要
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
宣
伝
を
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
り
、
家
族
や
友
人
知

人
の
な
か
か
ら
そ
の
地
域
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
（
新

規
顧
客
）
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
地
域
の
観
光
商
品
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
を
維
持
し
続
け
る

た
め
に
、
地
域
は
リ
ピ
ー
タ
ー
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
目

の
肥
え
た
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
合
格
点
を
も
ら
え
る
よ
う
な

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

（
重
層
的
な
魅
力
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
）

　

リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
に
は
、「
距
離
を
超
え
て
集
客
で

き
る
魅
力
」
と
「
来
て
み
て
初
め
て
発
見
す
る
地
域
の
魅

力
」
の
双
方
が
必
要
で
す
。
最
初
か
ら
「
う
ち
の
地
域
に

は
、
こ
れ
も
あ
り
ま
す
、
あ
れ
も
あ
り
ま
す
、
色
々
あ
り

ま
す
」
と
説
明
し
て
は
人
々
の
頭
に
は
残
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
そ
の
地
域
に
関
す
る
情
報
量
が
少
な
い
人
で
も

明
快
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
尖
っ
た
魅
力
を
前
面
に
立
て

て
、
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
し

て
、
旅
行
す
る
間
に
、
別
の
魅
力
を
自
ら
発
見
す
る
よ
う

な
し
か
け
が
施
さ
れ
て
い
る
と
、
旅
行
者
は
そ
の
地
域
に

対
す
る
興
味
関
心
や
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
も
し
、

旅
行
中
に
不
満
が
生
じ
て
も
、
地
域
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
が

素
晴
ら
し
い
対
応
を
す
れ
ば
、
そ
の
不
満
を
リ
セ
ッ
ト
し

て
し
ま
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
お
土
産

等
の
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
モ
ノ
は
、
旅
行
後
に
そ
の

地
域
を
想
起
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
い
つ
か
行
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図表１　旅行行動のプロセス

図表２　重層的な魅力（イメージ）
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地方鉄道と地域の活性化

こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
つ
な
い
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
地

域
鉄
道
は
、
こ
う
し
た
重
層
的
な
魅
力
の
ど
こ
を
担
う
の

か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
近
隣
か
ら
の
観
光
客
を
大
切
に
）

　

首
都
圏
か
ら
の
集
客
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
前
述
の
距
離
と
情
報
の
負
の
相
関
に
基
づ
い
て
考

え
る
と
、
ま
ず
は
、
近
隣
地
域
か
ら
の
観
光
客
を
誘
致
す

る
こ
と
が
妥
当
で
す
。
首
都
圏
住
民
は
国
内
外
の
観
光
地

か
ら
の
勧
誘
に
日
々
接
し
て
お
り
、
旅
行
先
の
選
択
肢
が

大
変
に
多
い
人
々
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
に
振
り
向
か
せ
る

た
め
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
。ま
た
、近
隣
の
人
々

で
あ
れ
ば
、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

観
光
地
が
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
か
の
情
報
が
入
り
や
す
い

の
で
す
。東
日
本
大
震
災
後
に
、観
光
客
の
戻
り
が
早
か
っ

た
の
は
、
近
隣
地
域
か
ら
の
観
光
客
を
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
た
地
域
で
す
。

　

近
隣
地
域
か
ら
の
観
光
客
を
根
幹
に
据
え
、そ
の
上
で
、

最
も
近
い
地
方
都
市
か
ら
の
誘
客
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、

首
都
圏
等
の
大
規
模
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
検
討
し
て
い
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◯
観
光
振
興
に
お
け
る
地
域
鉄
道
の
役
割

　

地
域
鉄
道
は
、
自
身
が
観
光
資
源
と
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
、
他
の
資
源
と
の
組
み
合
わ
せ
で
新
し
い
観
光
資
源

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
者
に
は
、
景
勝

地
へ
の
観
光
列
車
や
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
車
両
に
よ
っ
て
車

両
自
体
が
集
客
力
を
有
す
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
後
者

は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
元
特
産
の
食
材
や
郷
土
料
理
、
博
物

館
等
の
地
域
資
源
と
の
組
み
合
わ
せ
で
旅
行
商
品
を
造
成

す
る
方
法
で
あ
り
、
地
域
鉄
道
は
輸
送
機
能
に
と
ど
ま
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
楽
し
む
観
光
資
源
へ
の
高
揚
感
を
演
出
し

た
り
理
解
を
深
め
た
り
す
る
役
割
を
担
っ
て
相
乗
効
果
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
地
域

鉄
道
が
窓
口
と
な
っ
て
地
域
に
観
光
客
を
案
内
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

　

成
功
し
て
い
る
旅
館
経
営
者
の
な
か
に
は
、
地
場
産
品

を
十
二
分
に
活
用
し
、
宿
泊
客
が
地
域
の
生
活
文
化
や
産

品
を
経
験
で
き
る
よ
う
に
空
間
や
サ
ー
ビ
ス
を
設
（
し
つ

ら
）
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
宿
泊
客
が
旅
館
で
味

わ
っ
た
食
材
を
気
に
入
れ
ば
、
そ
れ
を
購
入
で
き
る
お
店

や
製
造
現
場
に
案
内
す
る
な
ど
、
地
域
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に

は
、
地
元
の
味
噌
醸
造
家
が
廃
業
を
検
討
し
た
時
に
、
旅

館
で
一
年
間
に
使
用
す
る
量
の
味
噌
を
予
約
し
て
経
営
改

善
支
援
を
行
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
鉄
道
も
、
駅
舎
や
車
両
、
車
内
で
の
情
報
提
供
や

サ
ー
ビ
ス
、
物
販
等
の
自
身
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
の
光
を
来
訪
者
に
観
て
も
ら
う
窓
口
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
地
域
鉄
道
が
運
ん
だ
観
光
客
が
、
地
元

商
店
街
で
買
い
物
を
し
、
地
場
産
業
の
産
品
の
フ
ァ
ン
と

な
る
と
き
、
地
元
産
業
界
は
、
と
も
に
地
域
を
支
え
る
一

員
と
し
て
の
地
域
鉄
道
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
め
ざ
し
て
、
観
光
商
品
を
企
画
す

る
段
階
か
ら
地
元
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

◯
観
光
を
活
用
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
る
存
在
に

　

静
岡
県
島
田
市
は
、
観
光
庁
「
家
族
の
時
間
づ
く
り
事

業
」
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
目
的

は
、
親
子
の
休
暇
を
あ
わ
せ
て
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
つ

く
り
旅
行
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
10
月
の
連
休
の
前

後
に
学
校
休
業
日
を
１
日
加
え
て
４
連
休
を
創
出
し
、
地

元
企
業
に
は
子
ど
も
を
持
つ
親
の
有
休
取
得
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
連
休
中
に
は
「
Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
、
地
元
の
親
子
が
無
料
乗
車
体
験
に
招
待
さ
れ
、
地
域

鉄
道
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
地
元
の

公
共
施
設
が
無
料
開
放
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
店
が
Ｓ
Ｌ
フ
ェ

ス
タ
記
念
弁
当
を
販
売
し
た
り
、
商
業
施
設
が
セ
ー
ル
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
に
は
、
地
元
住
民
も
楽

し
め
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
特
に
、
地

元
の
子
ど
も
が
喜
ぶ
イ
ベ
ン
ト
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
の
参

加
に
な
り
、
地
域
鉄
道
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

効
果
的
で
す
。地
域
鉄
道
を
理
解
し
て
い
る
住
民
に
こ
そ
、

地
域
鉄
道
の
存
続
や
そ
の
先
の
未
来
を
託
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

地
域
鉄
道
が
再
生
・
活
性
化
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
可
能
性
は
、
地
域
鉄
道
事
業
者
が
一
人
で
見
つ
け
て

歩
む
の
で
は
な
く
、
社
会
的
意
義
を
果
た
し
、
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
主
体
と
し
て
、
地
域
住
民
、
観
光
客
、
地
元

産
業
界
、
自
治
体
等
の
多
く
の
応
援
団
と
と
も
に
歩
む
道

で
す
。
そ
の
道
を
見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
に
、
さ
ら
に
は
、
応

援
団
と
一
緒
に
歩
む
際
の
一
助
に
、
本
レ
ポ
ー
ト
が
役
立

つ
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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2013・8月号 8

輸
送
人
員
、
１
０
０
万
人
か
ら
36
万
人
に

　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
（
以
下
、
秋
田
内
陸
線
）
は
北
秋

田
市
鷹
巣
と
仙
北
市
角
館
間
94
・
2
㌔
を
走
る
、
平
成
元

年
に
全
線
開
業
し
た
地
方
鉄
道
で
あ
る
。
全
国
に
あ
る
第

三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
35
社
中
4
番
目
に
長
く
、
秋
田
県
の
南

北
約
２
０
０
㌔
の
ほ
ぼ
半
分
の
長
さ
を
有
す
る
路
線
で
あ

る
。
山
間
、
渓
谷
、
田
園
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
路
線
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
開
業
当
初
に
年
間
１
０
０
万
人
を
越
え
た
輸

送
人
員
は
平
成
24
年
度
に
は
36
万
人
ま
で
減
少
し
た
。
実

に
65
％
も
の
減
少
で
あ
る
。
一
方
、
長
大
な
路
線
で
あ
る

が
た
め
に
維
持
経
費
は
大
き
く
、
平
成
20
年
度
に
は
経
常

収
支
が
約
２
億
４
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
た
。
沿
線

は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
鉄
道
利
用
者
数
が
増
加
す
る

見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
後
も
同
様
の
赤
字
が
計
上

さ
れ
る
恐
れ
が
強
く
、
沿
線
内
外
か
ら
は
廃
止
論
も
大
き

く
な
っ
て
い
た
。
開
業
当
時
、
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
た
秋

田
内
陸
線
は
、
地
域
の
大
き
な
「
お
荷
物
」
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
平
成
22
年
4
月
に
秋

田
県
、
北
秋
田
市
、
仙
北
市
が
機
能
合
体
組
織
と
し
て
設

置
し
た
の
が「
秋
田
内
陸
活
性
化
本
部
」（
通
称
）で
あ
る
。

内
陸
線
支
援
で
３
つ
の
運
動

　

秋
田
内
陸
活
性
化
本
部
で
は
「
地
域
の
活
性
化
と
秋
田

内
陸
線
の
利
活
用
促
進
は
表
裏
一
体
で
あ
る
」
と
考
え
、

「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
鉄
道
の
活
性
化
」
を
視
点
に
、

主
に
３
種
類
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
「
わ
く
わ
く
運
動
」
は
、
秋
田
内
陸
線
に
乗

る
、
買
う
、
参
加
す
る
運
動
で
、
地
域
住
民
や
支
援
者
が

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
秋
田
内
陸
線
を
支
援
し
て
い
く
形
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
列
車
内
か
ら
見
え
る
位
置
に
制
作

す
る「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」へ
の
地
域
ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
。
乗
っ
た
回
数
、
沿
線
の
商
店
で
買
い
物
し
た
回

数
に
従
っ
て
、
景
品
が
当
た
る
「
マ
イ
レ
ー
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
に
よ
る
乗
車
運
動
等
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
ド
リ
ー
ム
運
動
」
は
、「
走
れ
内
陸
線
、
い
つ

ま
で
も
」（
地
元
小
学
校
の
標
語
）
と
い
う
夢
を
追
い
求

め
て
い
く
た
め
に
実
施
し
て
い
る
寄
付
活
動
で
あ
る
。
ふ

る
さ
と
を
遠
く
離
れ
た
方
々
こ
そ
秋
田
内
陸
線
へ
の
思
い

は
強
く
、「
実
際
に
乗
り
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、何
と
か
（
路
線
を
）
存
続
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
会
社
側
と

検
討
し
、
そ
の
思
い
を
寄
付
活
動
と
い
う
カ
タ
チ
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
１
万
円
の
協
賛
金
で
１
往
復
だ
け
名
目

上
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
く
「
ワ
ン
デ
ー
オ
ー

ナ
ー
号
」、
協
賛
金
１
万
円
ご
と
に
１
㌔
ず
つ
秋
田
内
陸

線
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
進
ん
で
い
く「
鉄
人
マ
ラ
ソ
ン（
約

１
０
０
㌔
の
長
さ
が
あ
る
た
め
）
す
ご
ろ
く
」
を
展
開
し

た
。
平
成
24
年
度
は
半
年
程
度
の
募
集
期
間
で
約
２
２
０

万
円
の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、「
内
陸
線
に
手
を
振
ろ
う
」
が
あ
る
。

秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
交
通
政
策
課

内
陸
線
利
用
推
進
監

　

●　

佐
藤
廣
道

あ
の
手
こ
の
手
で
秋
田
内
陸
線
を
支
援

―
表
裏
一
体
の
誘
客
と
地
域
づ
く
り―

1
秋
田
県

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

田んぼアートの制作風景。仕事中も内陸線に手を振る
ボランティア。今年は沿線5カ所で制作

008-009　事例１.indd   8008-009　事例１.indd   8 2013/07/02   11:46:272013/07/02   11:46:27



2013・8月号9

特集 地方鉄道と地域の活性化

秋
田
内
陸
線
を
見
か
け
た
ら
、
田
ん
ぼ
や
道
路
か
ら
手
を

振
る
こ
と
を
沿
線
の
方
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
お
客
様

へ
地
域
か
ら
感
謝
の
心
を
表
現
す
る
行
為
の〝
寄
付
活
動
〞

で
あ
る
。こ
れ
は
至
極
単
純
で
あ
り
な
が
ら
、双
方
に
と
っ

て
非
常
に
満
足
度
の
高
い
お
も
て
な
し
企
画
と
な
っ
て
い

る
。

　

３
番
目
の
「
来
て
み
て
運
動
」
は
秋
田
内
陸
線
を
紹
介

す
る
運
動
で
あ
り
、
秋
田
内
陸
線
お
よ
び
沿
線
地
域
の
魅

力
を
外
部
へ
伝
え
る
活
動
で
あ
る
。
秋
田
内
陸
活
性
化
本

部
で
は
、
地
域
の
方
々
の
「
口
コ
ミ
」
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
会
社
や
地
域
の
活
動
を
紹
介
し
て
も
ら
う
「
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
」
を
重
視
。
特
に
、「
口
コ
ミ
」
の
具
体
的

活
用
例
と
し
て
は
、
秋
田
内
陸
線
の
暑
中
見
舞
い
葉
書
を

制
作
し
、無
料
で
配
布
し
、沿
線
の
方
々
や
支
援
者
の
方
々

か
ら
そ
の
葉
書
で
知
人
や
親
戚
の
方
々
へ
乗
車
を
呼
び
か

け
て
も
ら
う
「
口
コ
ミ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

る
。
沿
線
住
民
や
支
援
者
の
一
人
一
人
に
内
陸
線
の
広
報

を
務
め
て
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
る
。

会
社
と
地
域
に
よ
る
協
働
商
品
開
発

　

秋
田
内
陸
線
は
、
平
成
24
年
度
に
経
常
収
支
を
約
5
千

万
円
改
善
し
、
約
１
億
９
千
５
百
万
円
の
赤
字
に
収
め
、

平
成
９
年
度
以
来
15
年
ぶ
り
に
赤
字
を
２
億
円
以
内
に
抑

え
た
。

　

会
社
の
経
営
努
力
、
行
政
、
支
援
団
体
、
沿
線
住
民
に

よ
る
積
極
的
な
粘
り
強
い
支
援
活
動
の
成
果
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
沿
線
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
は
な
く
、
輸
送

人
員
は
更
に
減
少
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
環
境
に
お
い
て

沿
線
外
か
ら
の
お
客
様
を
増
加
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

会
社
の
商
品
づ
く
り
に
地
域
の
方
々
や
地
域
資
源
が
関
わ

り
、
他
の
地
域
に
負
け
な
い
「
ひ
と
味
違
う
商
品
」
を
開

発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
会
社
が
地
域
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
団
体

と
共
同
で
企
画
し
、
各
駅
か
ら
農
家
の
お
母
さ
ん
方
が
自

慢
の
逸
品
を
運
び
込
む
、「
動
く
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と

も
言
う
べ
き
「
ご
っ
つ
お
玉
手
箱
列
車
」（
注
１
）
を
平

成
22
年
か
ら
運
行
し
て
い
る
。
地
域
の
伝
統
食
と
地
元
の

方
々
と
の
会
話
を
「
ご
ち
そ
う
」
と
し
て
提
供
す
る
企
画

列
車
で
あ
る
。
今
で
は
毎
回
ほ
ぼ
満
員
で
あ
り
、
提
供
さ

れ
る
郷
土
食
の
味
と
と
も
に
、
お
母
さ
ん
方
の
秋
田
弁
で

の
接
客
能
力
が
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
き
て
い
る
の
も
人
気

の
秘
密
で
あ
る
。

　

ま
た
、
秋
田
内
陸
線
の
本
社
の
あ
る
阿
仁
合
駅
前
に
内

陸
線
の
歴
史
や
、
そ
の
前
身
と
な
る
鉱
山
鉄
道
や
森
林
鉄

道
の
歴
史
を
紹
介
す
る
「
内
陸
線
資
料
館
」
を
会
社
で
整

備
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
地
元
の
歴
史
建
造
物

の
案
内
を
含
め
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
委
託
し
て
、
地
域
の

歴
史
資
源
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
「
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ

ア
ー
」
と
し
て
商
品
化
を
進
め
て
い
る
。

　

実
際
に
、
秋
田
内
陸
線
は
毎
年
10
万
人
以
上
の
お
客
様

を
沿
線
外
か
ら
呼
び
込
ん
で
お
り
、
そ
の
経
済
波
及
効
果

は
約
６
億
６
千
万
円
（
注
２
）
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
人
、

歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
地
域
の
資
源
を
活
か
し
、
鉄
道
商

品
と
し
て
お
客
様
へ
販
売
す
る
。
そ
の

お
客
様
を
地
域
の
方
々
で
お
も
て
な
し

し
、
お
客
様
と
地
域
が
笑
顔
に
な
る
。

や
は
り
、
鉄
道
へ
の
誘
客
と
地
域
づ
く

り
は
表
裏
一
体
な
の
で
あ
る
。

（
注
１
） 

ご
っ
つ
お
＝
ご
ち
そ
う
の
意

味
の
秋
田
弁

（
注
２
） （
公
財
）
東
北
活
性
化
研
究
セ

ン
タ
ー
平
成
24
年
度
調
査
研

究
事
業
か
ら

ワンデーオーナー号。応援メッセージをヘッドマーク
に装着して、雪空の下でも走り抜ける

口コミキャンペーン葉書。涼やかな内陸線写真で乗車を誘う。
今年は４枚組１セットで、5000枚作成

ごっつお列車。次に何が運び込まれるかわからないから「玉手
箱」。料理だけでなくお母さん方との会話も「ごっつお」
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「
公
募
社
長
」
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　

２
０
０
９
年
４
月
１
日
。
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
。
そ
う
、

ウ
ソ
の
よ
う
な
話
。
私
は
山
形
鉄
道
の
「
公
募
社
長
」
に

就
任
し
ま
し
た
。「
89
名
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
な
ん
て

優
秀
な
ん
で
す
ね
」「
あ
ん
た
鉄
道
オ
タ
ク
だ
か
ら
道
楽

で
？
」。
ま
る
で
動
物
園
の
パ
ン
ダ
を
み
る
よ
う
な
好
奇

な
目
で
質
問
し
て
き
ま
す
。
私
は
優
秀
な
人
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
40
歳
に
な
っ
て
も
主
任
と
い
う
肩
書
き
し
か
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
駄
目
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
ん
な
私
に
小
さ
な
奇
跡
が
起
こ
り
ま
す
。

趣
味
で
ロ
ー
カ
ル
線
の
風
景
画
を
描
い
て
い
た
私
は
、
改

造
し
て
色
を
塗
っ
た
軽
ワ
ゴ
ン
に
自
分
の
絵
画
を
載
せ

て
、
山
形
県
内
を
中
心
に
移
動
式
美
術
館
の
活
動
を
は
じ

め
た
の
で
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
た
だ
汚
い
車
に
絵
画
を

並
べ
て
い
た
だ
け
な
の
で
、　

怪
し
い
お
や
じ
だ
と
思
わ

れ
、
だ
れ
も
寄
り
付
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
一
計
を
案
じ
ま
す
。「
絵
画
を
み
て
い

た
だ
け
な
い
の
な
ら
、
駄
菓
子
や
古
い
看
板
や
昭
和
時
代

の
な
つ
か
し
い
グ
ッ
ズ
を
な
ら
べ
て
み
よ
う
」
と
。
ち
ょ

う
ど
映
画
「
三
丁
目
の
夕
日
」
が
大
ブ
レ
イ
ク
し
て
い
た

さ
な
か
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
作
戦
は
大
当
た
り

で
し
た
。
子
供
た
ち
や
地
域
の
方
々
に
珍
し
が
ら
れ
、
つ

い
で
に
絵
画
も
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
移
動
美
術
館
は
珍
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

マ
ス
コ
ミ
に
約
１
０
０
回
も
取
材
さ
れ
、
全
国
38
都
道
府

県
で
絵
画
展
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。実
は
、

初
め
て
展
示

し
て
い
た
だ

い
た
の
が
、

山
形
鉄
道
の

長
井
駅
だ
っ

た
の
で
す
。

ま
さ
に
、
私

が
勤
務
し
て

い
る
山
形
鉄

道
本
社
の
直

ぐ
隣
の
駅
な

の
で
し
た
。

「
合
コ
ン
の
発
想
」
で

旅
行
会
社
に
売
り
込
む
？

　

我
々
は
、
熱
心
な
あ
ま
り
に
、
自
分
の
鉄
道
や
地
域
を

中
心
に
考
え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
東
京
発
の
北

海
道
や
沖
縄
ツ
ア
ー
は
、
豪
華
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
食
事
ま

で
つ
い
て
２
万
９
８
０
０
円
。
海
外
旅
行
だ
っ
て
３
万
円

台
の
ツ
ア
ー
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。
山
形
鉄
道
や
長
井
市

に
行
く
と
な
れ
ば
、
往
復
の
新
幹
線
代
と
宿
泊
代
だ
け
で

３
万
円
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
地
域
が
旅
行
先
と

し
て
選
ば
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
近
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
、
山
形
県
に
来
て
い
た
だ
け
る
の
か
？
そ

し
て
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗
車
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
？

そ
れ
は
、
ず
ば
り
「
合
コ
ン
の
発
想
」
で
す
。
つ
い
で
に

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗
っ
て
も
ら
う
。
こ
う
い
う
発
想
が

大
切
で
す
。

　
「
合
コ
ン
」
は
、
女
の
子
に
モ
テ
モ
テ
の
男
性
と
い
っ

し
ょ
に
行
く
。
そ
の
つ
い
で
に
自
分
も
美
人
で
は
な
い
け

ど
性
格
の
い
い
女
の
子
を
射
止
め
る
。
こ
う
い
う
作
戦
も

ア
リ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

山
形
県
が
誇
る
全
国
ブ
ラ
ン
ド
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
で

す
。
山
形
鉄
道
を
売
り
込
む
こ
と
を
考
え
る
前
に
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
を
売
る
。
そ
し
て
つ
い
で
に
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

に
乗
っ
て
も
ら
う
。
こ
う
い
う
発
想
を
す
れ
ば
お
客
様
が

集
ま
り
ま
す
。
現
に
今
年
（
６
月
下
旬
〜
７
月
上
旬
）
１

週
間
で
バ
ス
70
台
、
約
３
千
名
の
ツ
ア
ー
客
が
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
に
乗
車
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
モ
テ
モ
テ
の
男

性
」
＝
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」。「
つ
い
で
の
人
物
」
＝
「
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
」
と
い
う
売
り
込
み
作
戦
が
旅
行
会
社
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

山
形
鉄
道
代
表
取
締
役
社
長　

●　

野
村
浩
志

ア
イ
デ
ア
満
載
の
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

―
社
員
の
発
想
生
か
し
、
活
性
化
目
指
す―

2
山
形
県

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

野村社長。平日は旅行会社のサラリーマン、
週末は移動駄菓子屋美術館を開いていた
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「
方
言
ガ
イ
ド
」
で
観
光
客
70
倍
に

　

過
去
、
山
形
鉄
道
の
観
光
客
は
年
間
３
６
０
名
程
度
で

し
た
。
１
日
に
１
人
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
ん
な
中
、
何
か
の
間
違
い
で
、
関
西
か
ら
飛
行
機
を
乗

り
継
い
で
45
名
の
ツ
ア
ー
客
が
来
る
と
い
う
情
報
が
流
れ

ま
し
た
。
山
形
鉄
道
に
と
っ
て
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

そ
こ
で
運
転
士
で
あ
っ
た
朝
倉
達
夫
君
が
一
大
決
心
を

し
ま
す
。「
沿
線
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
観
光
地
が
な
い

け
れ
ど
、
バ
ス
ガ
イ
ド
み
た
い
に
車
窓
風
景
を
ガ
イ
ド
し

て
、
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
当
時
、
旅

行
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
私
に
相
談
し
て
き
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
彼
の
上
司
は
大
反
対
。「
バ
ス
ガ
イ
ド
と
い

う
の
は
、標
準
語
で
し
ゃ
べ
る
教
育
を
受
け
て
い
る
の
だ
。

お
前
は
、
ベ
タ
ベ
タ
の
山
形
弁
し
か
話
せ
な
い
。
関
西
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
は
何
し
ゃ
べ
っ
て
る
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ

う
よ
。
お
客
様
に
失
礼
だ
！
」

　
「
そ
れ
、
面
白
い
よ
。
や
り
ゃ
〜
い
い
じ
ゃ
ん
。
む
し

ろ
ベ
タ
ベ
タ
な
方
言
で
ガ
イ
ド
を
や
っ
て
ご
ら
ん
！
」
と

私
が
無
責
任
に
も
、
軽
い
気
持
ち
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

彼
は
、
会
社
に
内
緒
で
30
ペ
ー
ジ
の
台
本
を
作
り
、
連

日
ガ
ラ
ガ
ラ
の
車
内
で
「
方
言
ガ
イ
ド
」
の
練
習
を
重
ね

ま
し
た
。
結
果
は
大
好
評
！
お
客
様
は
終
始
笑
い
っ
ぱ
な

し
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
現
在
の
観
光
客
数
は
約
２
万
５
千
名
に
伸
長
。

「
方
言
ガ
イ
ド
効
果
」
で
約
70
倍
観
光
客
数
が
増
加
し
ま

し
た
。「

ウ
サ
ギ
駅
長
」「
車
内
会
議
」、

社
員
の
ア
イ
デ
ア
は
無
限
大

　
「
野
村
社
長
は
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
す
ね
」
と
良
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
私
が
ア
イ
デ
ア
マ
ン
な
の
で
は
な
く
、
ウ
チ

の
社
員
が
ア
イ
デ
ア
マ
ン
な
の
で
す
。
そ
れ
を
引
き
出
す

の
が
私
の
役
割
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
朝
倉
運
転
士

の
後
輩
の
三
浦
愛
さ
ん
は
、「
ウ
サ
ギ
駅
長
」
の
生
み
の

親
で
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
は
「
白
兎
」
と
い
う
駅
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
１
１
年
「
卯
年
」
に
ち
な
み
ウ
サ
ギ
駅
長

を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。「
干
支
の
駅
長
」
と
い
う
こ
と
で
、

お
正
月
以
降
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
１

カ
月
で
バ
ス
約
５
０
０
台
、
２

万
名
の
予
約
が
殺
到
し
ま
し

た
。（
そ
の
後
、
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
す
べ

て
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
）

　

ま
た
、「
社
内
会
議
」
な
ら

ぬ
列
車
内
で
実
施
し
た
「
車
内

会
議
」
と
い
う
企
画
も
あ
り
ま

す
。「
行
き
の
列
車
で
会
議
を

し
、
帰
り
の
電
車
で
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！
」
と
い
う
団
体
貸

切
プ
ラ
ン
で
す
。「
列
車
に
は
終
点
が
あ
り
、
時
間
が
決

ま
っ
て
い
る
。
ダ
ラ
ダ
ラ
し
た
会
議
に
な
ら
ず
車
内
と
い

う
非
日
常
の
中
だ
か
ら
良
い
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
出
て

来
る
」「
帰
り
の
宴
会
も
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
飲

み
代
も
安
く
あ
が
る
」と
幹
事
さ
ん
の
評
判
も
上
々
で
す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
社
員
で
知
恵
を
出
し
あ
い
、
考

え
ま
し
た
。「
日
本
一
な
が
〜
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
、

長
井
線
と
い
う
線
名
に
ち
な
み
、
長
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
以

上
も
あ
る
「
な
が
〜
い
」
と
こ
ろ
が
ウ
リ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

や
、
芯
の
３
分
の
１
が
赤
、
３
分
の
２
が
黒
で
「
早
く
赤

字
を
削
っ
て
黒
字
に
し
ょ
う
」
と
い
う
縁
起
も
の
の
鉛
筆

（
縁
筆
）。
そ
の
名
も
「
黒
字
鉛
筆
」
と
い
う
商
品
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
商
品
も
ヒ
ッ
ト
し
、
赤
字
解
消
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。社

員
と
地
元
一
体
で
長
井
線
活
性
化
を
！

　
「
愛
さ
れ
る
長
井
線
を
め
ざ
す
」
と
い
う
の
が
先
代
か

ら
引
き
継
い
で
い
る
我
が
社
の
理
念
で
す
。
そ
れ
を
受
け

て
、「
安
全
第
一
・
お
客
様
第
一
・
社
員
全
員
が
セ
ー
ル

ス
マ
ン
」
と
い
う
の
が
私
の
基
本
方
針
。
ち
な
み
に
、
社

員
か
ら
の
発
案
で
、は
じ
め
た「
1
本
５
千
円
つ
り
革
オ
ー

ナ
ー
」
も
地
元
の
方
々
の
多
大
な
る
協
力
と
社
員
の
営
業

努
力
で
す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
こ
れ
考
え
る
ま
え
に
即
行
動
で
す
。
鉄
道
会
社
は

サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。「
自
分
た
ち
の
給
料
は
お
客
様
や
沿

線
の
住
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
い
る
」
と
い
う
信
念
を
忘

れ
ず
、
社
員
と
地
元
の
皆
様
と
が
一
体
と
い
う
気
持
ち
で

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
活
性
化
、
黒
字
化
に
私
は
努
力
を
惜

し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。

方言ガイド。運転士による山形弁の方言
ガイドは観光客に大好評だった

全国的にも珍しい「うさぎ駅長」。ふわふわして、
お餅みたいなので「もっちい」と名付けられた
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乗
客
減
、
三
セ
ク
方
式
で
再
出
発

　

万
葉
線
は
、
富
山
県
西
部
に
位
置
す
る
高
岡
市
と
隣
接

す
る
射
水
市
を
結
ぶ
全
長
12
・
８
キ
ロ
の
路
線
で
す
。

　

万
葉
線
の
歴
史
は
、
昭
和
23
年
に
富
山
地
方
鉄
道
伏
木

線
（
地
鉄
高
岡
〜
伏
木
港
）
が
開
通
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
新
湊
線
の
開
通
、
射
水
線
を
経
由
し
て
富
山
市

ま
で
の
直
通
運
転
、
富
山
新
港
開
設
に
よ
る
路
線
分
断
な

ど
を
経
て
現
在
の
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沿
線
に
は
天

平
の
時
代
、
越
中
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
万
葉
歌
人
大
伴

家
持
に
よ
っ
て
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
故
地
が
点
在
す
る
こ

と
か
ら
「
万
葉
線
」
の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

乗
客
数
は
昭
和
46
年
に
は
６
５
０
万
人
を
超
え
て
い
ま

し
た
が
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
と
そ
の
後
の
少
子
高
齢
化
か

ら
利
用
者
の
減
少
が
進
み
、
昭
和
60
年
代
に
は
２
０
０
万

人
を
割
り
込
む
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
は
経

営
主
体
で
あ
っ
た
加
越
能
鉄
道
㈱
（
当
時
）
が
廃
線
を
表

明
し
、
存
廃
を
め
ぐ
る
幅
広
い
論
議
を
経
て
、
最
終
的
に

富
山
県
・
高
岡
市
・
新
湊
市
（
現
射
水
市
）・
民
間
が
出

資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
存
続
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
現
在
の
万
葉
線

㈱
に
よ
る
運
行
が
開
始
さ
れ
、
現
在
12
年
目
に
入
っ
て
い

ま
す
。万

葉
線
活
性
化
の
取
り
組
み

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
の
再
出
発
以
後
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
で
の
様
々
な
活
性
化
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
例
え
ば
新
型
低
床
車
両
〝
ア
イ
ト
ラ

ム
〞
の
導
入
（
現
在
は
６
両
）
と
電
停
（
停
留
場
）
の
改

良
に
よ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
ほ
か
、
軌
道
の
重
軌

条
化
・
硬
質
構
造
化
に
よ
っ
て
騒
音
や
振
動
の
低
減
と
乗

り
心
地
の
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
ま
ず
、
運
賃
体
系
を
15
段
階
か
ら
５

段
階
に
簡
素
化
し
、
値
下
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

活
性
化
策
と
し
て
、
ビ
ア
電
車
、
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
電
車
、
新

酒
お
で
ん
電
車
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
電
車
や
、
万
葉
線
や
他

の
公
共
交
通
機

関
を
使
っ
た
い

ち
ご
狩
り
、
り

ん
ご
狩
り
な
ど

の
ツ
ア
ー
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、

「
日
本
海
高
岡

な
べ
祭
り
」
な

ど
沿
線
で
催
さ

れ
る
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
際
の

パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
輸
送
機

高
岡
市
生
活
環
境
部
地
域
安
全
課　

●　

柴
野
泰
彦

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で「
万
葉
線
」を
活
性
化

―
地
域
で
支
え
、
利
用
者
Ｖ
字
回
復―

3
富
山
県
高
岡
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

万葉線　利用者数の推移（単位千人）

バリアフリー化された停留場
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関
と
し
て
の
活
用
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
万
葉
線
を
支
援
す
る
個
人
、
法
人
の
集
ま
り
で

あ
る
「
万
葉
線
を
愛
す
る
会
」
で
は
、沿
線
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
往
復
乗
車
券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
年
会
費
と
引
き
換
え
に
万
葉
線
の
回
数

券
を
配
付
し
、
乗
車
人
員
の
増
加
に
つ
な
げ
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
の
か
か
わ
り

　

万
葉
線
を
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
理
由
に
は
、
環
境
対
策
や
高
齢
化
社
会
で
の
福
祉
対

策
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
と
並
ん
で
、
万
葉
線
が
「
高

岡
・
新
湊
（
射
水
）
両
市
を
結
ぶ
都
市
の
絆
で
あ
る
こ
と
」

「
両
市
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
べ
き
都
市
施

設
で
あ
る
こ
と
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
数

少
な
く
な
っ
た
路
面
電
車
を
存
続
し
活
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
万
葉
線
は
、
そ
れ
自
体
が
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
都
市
施
設
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、電
停
の
新
設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
万
葉
線
は
、

高
岡
駅
前
を
起
点
に
中
心
市
街
地
を
通
っ
て
射
水
市
方
面

ま
で
伸
び
る
路
線
で
す
が
、
百
貨
店
が
立
地
す
る
中
心
商

店
街
の
中
央
部
に
は
こ
れ
ま
で
電
停
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
万
葉
線
利
用
者
の
利
便
性
と
中
心
市
街

地
の
回
遊
性
向
上
の
た
め
、
平
成
20
年
３
月
に
「
末
広
町

電
停
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
中
心
商
店
街
で
買
い
物
を
し
た
方
に
万
葉

線
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
路
線
バ
ス
に
共
通
し
て
使
え

る
共
通
回
数
券
を
配
付
す
る
事
業
を
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
万
葉
線
の
利
用
者
数
は

第
三
セ
ク
タ
ー
化
を
機
に
増
加
に
転
じ
、
Ｖ
字
回
復
を
見

せ
て
い
ま
す
。

大
人
気
の

ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム

　

ド
ラ
え
も
ん
の
作
者
で
あ

る
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
先
生

は
高
岡
市
の
出
身
で
す
。

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

９
月
、
ド
ラ
え
も
ん
の
生
誕

１
０
０
年
前
（
生
誕
は
２
１

１
２
年
の
設
定
）
を
記
念
し

て
ド
ラ
え
も
ん
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
電
車
の
企
画
が
さ
れ
、
平

成
27
年
８
月
ま
で
運
行
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
は
、
運
行
開
始
以
来
た
い
へ

ん
な
人
気
を
博
し
て
お
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
移
行
後
最
高

と
な
っ
た
平
成
24
年
度
の
輸
送
人
員
１
２
４
万
人
達
成
の

原
動
力
と
な
っ
た
ほ
か
、
話
題
は
海
外
ま
で
広
が
り
、
台

湾
や
タ
イ
な
ど
の
海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
や
、
旅
行

会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
な
ど
、
万
葉
線
の
Ｐ

Ｒ
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

　

現
在
、
高
岡
駅
と
駅
前
広
場
は
北
陸
新
幹
線
開
業
を
に

ら
ん
で
大
規
模
改
修
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
完
工
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
万
葉
線
は
新
し
い
駅
ビ
ル
の

１
階
部
分
か
ら
の
発
着
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
線
や
バ
ス
と
の
乗

り
換
え
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
幹
線
開
業
後
に
三
セ
ク
会
社
に
移
行
す
る
並

行
在
来
線
（
北
陸
線
）
で
は
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
万
葉
線
に
お
い
て
も
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
万
葉
線
に
は
昭
和
40
年
代
の
古
い
車
両
が
ま
だ

５
両
あ
り
、
い
ず
れ
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
新

た
な
車
両
の
導
入
も
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
で
支
え
、
利
用
者
数
が
着
実
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
万
葉
線
で
す
が
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
そ
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

新酒おでん電車の車内

大人気のドラえもんトラム
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新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

　

北
陸
新
幹
線
は
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
長
野
・
金
沢
間

が
開
業
し
、
そ
の
後
概
ね
10
年
強
で
金
沢
・
福
井
・
敦
賀

間
が
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
沿
線
都
市
は

１
日
も
早
い
開
業
を
強
く
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新

幹
線
開
業
を
控
え
た
福
井
市
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
新
た
な
幹
線
軸
が
や
っ
て
く

る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
準
備
を
行
う
か
で
あ
り
、

新
幹
線
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
の
「
地
域
づ
く
り
」

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
進
事
例
に
学
べ
ば
、
九
州
新
幹
線
の
開
業
が
、
九
州

全
土
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
新
鮮
な
血
液
を
流
す
こ
と
と
な

り
、
新
幹
線
と
い
う
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
得
た
Ｊ
Ｒ
九

州
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
Ａ

列
車
で
行
こ
う
」、「
あ
そ
ぼ
ー
い
」、「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」、

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
」
な
ど
、
九
州
の
各
拠
点
駅
に
は
魅
力
満

載
の
観
光
特
急
が
接
続
し
て
い
ま
す
。

　

福
井
市
に
お
い
て
も
、今
年
度
か
ら
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」

と
「
福
井
鉄
道
」
の
相
互
乗
り
入
れ
や
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
西
口

広
場
へ
の
軌
道
延
伸
な
ど
、
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
動
き
だ
し
ま
す
。

　

鉄
道
は
、た
だ
人
を
運
ぶ
だ
け
の
交
通
手
段
で
は
な
く
、

観
光
や
ま
ち
づ
く
り
の
面
で
地
域
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

社
会
資
本
で
す
。
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
延
命
的
存
続
策
で
は

な
く
、
未
来
価
値
を
高
め
て
地
域
を
活
性
化
す
る
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

事
故
で
運
行
停
止
、

三
セ
ク
で
の
再
開
に
期
待

　
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
は
、
福
井
市
を

起
点
に
勝
山
市
を
結
ぶ
「
勝
山
永
平
寺

線
」
と
、
坂
井
市
を
結
ぶ
「
三
国
芦
原

線
」を
運
営
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
す
。

前
身
は
京
福
電
気
鉄
道
で
し
た
が
、
平

成
12
年
と
13
年
の
２
度
に
わ
た
る
列
車

衝
突
事
故
で
即
刻
運
行
停
止
と
な
り
、

想
定
外
の
代
行
バ
ス
輸
送
が
約
２
年
間

も
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

京
福
運
行
時
に
１
日
約
８
３
０
０
人
い
た
利
用
者
は
、

バ
ス
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
最
終
的
に
は
約
3
割
程
度
に

落
ち
込
み
ま
し
た
。
大
多
数
の
人
が
マ
イ
カ
ー
や
自
転
車

に
転
移
し
た
と
見
ら
れ
、
通
勤
通
学
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
鉄

道
は
公
的
支
援
で
残
す
べ
し
」
と
の
考
え
方
が
実
体
験
か

ら
理
解
さ
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
１
日
も
早
い
運
行

再
開
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
会
社
で
再
ス
タ
ー
ト
、

快
進
撃
支
え
る
地
域
住
民

　

平
成
14
年
１
月
、
県
と
沿
線
の
5
市
町
（
合
併
前
9
市

町
村
）
は
向
こ
う
10
年
間
の
存
続
ス
キ
ー
ム
に
合
意
し
、

平
成
15
年
10
月
に
よ
う
や
く
全
線
で
運
行
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
白
地
に
青
と
黄
色
を
配
し
た
「
え
ち
鉄
カ
ラ
ー
」

の
電
車
と
華
や
か
な
車
内
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
登
場
は
衝
撃

的
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
会
社
は
過
去

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

福
井
市 

都
市
戦
略
部 

地
域
交
通
課
長　

●　

田
島
宇
一
郎

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
地
域
貢
献
と
未
来
予
想
図

―
三
セ
ク
で
再
生
、
地
元
住
民
の
支
援
が
実
る―

4
福
井
県
福
井
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

えちぜん鉄道の車両
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特集 地方鉄道と地域の活性化

た
。

　

後
に
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
「
ロ
ー
カ
ル
線
ガ
ー
ル
ズ
」
と

い
う
本
に
な
っ
て
、「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
な
ど
、
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
客
数
は
、
全
線
開
業
時
（
平
成
16
年
度
）
の
約
２

４
２
万
人
に
対
し
、
平
成
24
年
度
は
約
３
２
６
万
人
と
な

り
、
全
国
有
数
の
「
マ
イ
カ
ー
天
国
の
地
」
で
あ
っ
て
も

鉄
道
の
再
生
が
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
全
国

の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

え
ち
鉄
の
快
進
撃
を
支
え
て
い
る
の
は
、
各
沿
線
市
町

で
活
動
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
会
や
「
え
ち
て
つ
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
皆
様
で
、
行
政
と
も
連
携
し
て
、
地

域
一
丸
と
な
っ
た
「
乗
る
運
動
」
や
駅
の
美
化
運
動
が
絶

え
間
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
に
心
か
ら
愛
さ
れ
る
鉄
道
に
な
れ
ば
、
地
域

が
元
気
に
な
り
、
も
っ
と
良
く
し
た
い
と
い
う
意
識
が
芽

生
え
ま
す
。
そ
う
し
た
心
の
変
化
が
な
く
て
は
、
ど
ん
な

に
補
助
金
を
投
入
し
て
も
、
乗
客
は
増
え
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。　

赤
字
補
て
ん
か
ら
脱
却
、
経
営
の
自
立
促
す

　

平
成
19
年
度
に
施
行
さ
れ
た
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
10

月
に
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
活
性
化
連
携
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
ま
と
め
た
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
活
性
化
の

た
め
の
連
携
計
画
で
は
、
同
鉄
道
を
「
地
域
の
発
展
を
支

え
る
生
活
関
連
社
会
資
本
」
と
位
置
づ
け
、
平
成
33

年
度
ま
で
に
乗
客
数
を
３
３
３
万
人
に
増
や
す
目
標

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
福
井
県
と
沿
線
５
市

町
が
鉄
道
に
係
る
イ
ン
フ
ラ
部
分
に
今
後
10
年
間
で

総
額
44
億
円
を
支
援
す
る
新
た
な
存
続
ス
キ
ー
ム
を

ま
と
め
、
車
両
や
橋
の
更
新
な
ど
、
広
域
的
な
設
備

投
資
に
つ
い
て
は
福
井
県
が
、
鉄
路
や
架
線
な
ど
鉄

道
設
備
に
係
る
修
繕
維
持
費
や
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
沿
線
５
市
町
が
支
援
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
三
セ
ク
会
社
の
欠
損
補
填
を
行
政

が
負
担
す
る
や
り
方
で
し
た
が
、
新
た
な
支
援
策
は

対
象
を
イ
ン
フ
ラ
部
分
に
絞
り
、
経
営
に
つ
い
て
は

一
層
の
自
立
を
促
す
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

次
世
代
路
面
電
車
を
導
入
へ
、

未
来
図
描
く

　

福
井
県
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
高
齢
者
が
増
加
す

る
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
集
約
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
後
押

し
す
る
た
め
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
芦
原
線
と
福
井
鉄
道

福
武
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
２
月
の
最
終
案
で
は
、
相
互
乗
り
入
れ
区
間

を
鷲
塚
針
原
（
え
ち
鉄
）
駅
か
ら
越
前
武
生
（
福
鉄
）
駅

ま
で
と
し
、
今
後
、
結
節
点
と
な
る
田
原
町
駅
を
改
修
し
、

次
世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｖ
）
の
導
入
に
よ
っ
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
の
相
互
乗
り
入
れ
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ

れ
、
両
鉄
道
事
業
者
と
関
係
行
政
機
関
、
沿
線
市
町
等
が

こ
の
案
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
導
入
す
る
電
車
は
、
都
市
間
輸
送
に
適
し
た
大

量
輸
送
と
高
加
速
・
高
速
運
転
が
で
き
る
Ｌ
Ｒ
Ｖ
で
あ
っ

て
、
全
国
の
中
心
市
街
地
を
走
り
回
っ
て
い
る
路
面
電
車

と
は
様
相
が
異
な
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
か
ら
営
業
運
転
を
始
め
た
福
井
鉄
道
の

FU
K
U
R
A
M

（
ふ
く
ら
む
）
号
は
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
オ
レ
ン
ジ
色
の
ボ
デ
ィ
（
１
５
５
人
乗
り
）
で
、
街
の

風
景
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。
利
用
客

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
っ
て

デ
ビ
ュ
ー
す
る
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
Ｌ
Ｒ
Ｖ
に
も
注
目
が
集

ま
り
そ
う
で
す
。

　

両
鉄
道
に
は
計
６
編
成
の
Ｌ
Ｒ
Ｖ
が
投
入
さ
れ
る
予
定

で
、
田
園
地
帯
を
疾
走
す
る
Ｌ
Ｒ
Ｖ
の
風
景
、
街
な
か
の

路
面
軌
道
で
福
鉄
Ｌ
Ｒ
Ｖ
と
え
ち
鉄
Ｌ
Ｒ
Ｖ
が
ゆ
っ
く
り

と
す
れ
違
う
光
景
…
。
こ
う
し
た
未
来
予
想
図
を
思
い
描

き
な
が
ら
、
関
係
機
関
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田原町駅。12：51田原町着のFUKURAMU号(福鉄のLRV、右)と田原町発福井行
きのえち鉄車両（左）。今後、写真中央の駅舎を相互乗り入れができるように解体し、
新築する予定。えち鉄のLRVは、右方向の福鉄軌道に乗り入れ、福井駅西口広場か
らも発着できることになる
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遠
州
鉄
道
と
浜
松
市

　

静
岡
県
西
部
に
位
置
す
る
浜
松
市
は
人
口
が
約
80
万

人
、市
の
面
積
は
日
本
で
２
番
目
の
広
さ
の
都
市
で
あ
る
。

オ
ー
ト
バ
イ
や
音
楽
産
業
が
盛
ん
な
街
と
し
て
知
ら
れ
る

こ
の
浜
松
で
、
遠
州
鉄
道
は
昭
和
18
年
か
ら
営
業
運
転
を

開
始
し
た
。
市
内
を
南
北
17
・
８
㌔
に
わ
た
り
走
り
、
車

体
が
赤
い
た
め
通
称
〝
あ
か
で
ん
〞
と
し
て
沿
線
市
民
に

親
し
ま
れ
て
お
り
、
今
年
11
月
に
は
創
業
70
周
年
を
迎
え

る
。
主
要
顧
客
は
通
勤
・
通
学
で
の
利
用
者
で
あ
り
、
平

成
24
年
度
の
年
間
輸
送
人
員
は
９
３
０
万
人
超
。
多
く
は

新
浜
松
駅
で
の
乗
降
客
で
、
路
線
バ
ス
や
在
来
線
、
新
幹

線
へ
乗
り
換
え
を
す
る
お
客
様
が
多
い
。

　

中
心
市
街
地
へ
の
送
客
が
主
な
役
割
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
方
で
観
光
施
設
へ
の
誘
導
機
会
は
少
な
い
。
電
車

の
動
き
が
南
北
に
限
定
さ
れ
、
東
西
方
面
へ
の
広
が
り
が

小
さ
く
、
ま
た
沿
線
の
観
光
資
源
が
必
ず
し
も
豊
か
と
は

言
え
な
い
た
め
だ
。
遠
州
鉄
道
を
観
光
目
的
で
利
用
さ
れ

る
お
客
様
は
非
常
に
少
な
い
と
言
え
る
。
商
業
施
設
に
関

し
て
も
同
様
に
、
線
路
か
ら
や
や
距
離
を
置
い
て
点
在
し

て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
に
課
題
が
残
る
。

　

地
域
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
遠
州
鉄
道

が
単
独
で
貢
献
で
き
て
い
る
こ
と
は
限
定
的
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
他
の
交
通
機
関
や
各
種
施
設
と
の
連
携
に
よ
り

生
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
補
完
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
以
下
、
そ
の
事
例
を
挙
げ
て
い
く
。

回
遊
性
を
高
め
る
電
車
・
バ
ス
共
通

フ
リ
ー
き
っ
ぷ

　

市
内
に
は
浜
松
城
や
竜
ヶ
岩
洞
、
か
ん
ざ
ん
じ
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
東
西
南
北
、
広
範
に
わ

た
っ
て
あ
り
、
週
末
や
長
期
の
休
み
に
な
る
と
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
。
浜
松
観
光
を
楽
し
み
た
い
お
客
様
へ
、

遠
州
鉄
道
は
「
遠
鉄
ぶ
ら
り
き
っ
ぷ
」
の
利
用
を
案
内
し

て
い
る
。
大
人
１
５
０
０
円
で
遠
鉄
電
車
・
バ
ス
（
高
速

路
線
を
除
く
）が
一
日
乗
り
放
題
。特
定
の
施
設
で
は
き
っ

ぷ
を
見
せ
る
と
入
場
料
割
引
等
の
優
待
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
、

館
山
寺
温
泉
行
き
の
路
線
バ
ス
に
乗
車
。
前
述
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
や
温
泉
を
楽
し
ん
だ
の
ち
、
浜
松
方
面
へ
戻
る
道

す
が
ら
浜
松
城
を
見
学
。
の
ち
新
浜
松
駅
か
ら
電
車
で
北

端
の
西
鹿
島
駅
へ
行
き
、
路
線
バ
ス
で
秋
野
不
矩
美
術
館

へ
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
電
車
・
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

だ
け
で
も
観
光
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
路
線
バ
ス
が

浜
松
駅
前
を
起
点
に
市
内
を
放
射
線
状
に
広
が
っ
て
運
行

し
て
い
る
た
め
、
電
車
で
駅
前
ま
で
出
れ
ば
全
方
角
へ
移

動
で
き
る
。
南
北
に
固
定
さ
れ
た
電
車
の
動
き
が
、
路
線

バ
ス
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
形
だ
。

　

平
成
24
年
度
の
総
販
売
枚
数
は
約
２
千
枚
。
８
月
が
最

多
で
、
観
光
客
が
夏
休
み
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
推

察
し
て
い
る
。

遠
州
鉄
道
株
式
会
社 

鉄
道
営
業
所　

●　

須
部
裕
大

連
携
強
化
に
よ
る
回
遊
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て

―
活
気
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
に
・
遠
州
鉄
道―

5
静
岡
県
浜
松
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

「遠鉄ぶらりきっぷ」。大人1500円で遠鉄電車・バスが１日乗り放題。
特定の施設では入園料の割引も受けられる
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特集 地方鉄道と地域の活性化

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
と
の
連
携

　

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
と
は
西
鹿
島
駅
を
共
用
し
て
お
り
、

双
方
の
利
用
促
進
に
向
け
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

　
「
遠
州
鉄
道
・
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
共
通
一
日
フ
リ
ー
き
っ

ぷ
」
は
遠
州
鉄
道
が
一
日
乗
り
放
題
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道

は
西
鹿
島
駅
を
境
に
東
西
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
乗
り
放
題

と
な
る
。
東
は
掛
川
市
、
西
は
湖
西
市
ま
で
移
動
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
電
車
を
乗
り
継
い
で
小
旅
行
気
分
を

味
わ
え
る
。

　

き
っ
ぷ
の
提
示
で
施
設
の
入
園
料
割
引
や
、
ホ
テ
ル
の

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
も
。
平
成
24
年
度

の
遠
州
鉄
道
の
販
売
枚
数
は
約
３
千
枚
で
あ
り
、
多
く
の

お
客
様
が
市
街
地
か
ら
北
遠
方
面
へ
お
出
か
け
に
な
っ

た
。

　

ま
た
平
成
25
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
は
ま
ま
つ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
時
之
栖（
と
き
の
す
み
か
）」

に
合
わ
せ
、
時
之
栖
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
と
の
３
社
共
同

で
お
得
な
セ
ッ
ト
券
の
販
売
を
開
始
し
た
。
例
え
ば
新
浜

松
駅
か
ら
乗
車
し
、
西
鹿
島
駅
で
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
へ
乗

り
換
え
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
駅
に
て
降
車
し
入
園
し
た
場

合
、
通
常
料
金
（
運
賃
と
入
園
料
の
合
計
料
金
）
か
ら
７

２
０
円
引
き
の
１
５
０
０
円
で
利
用
可
能
に
な
る
。

　

運
賃
・
入
園
料
と
も
に
割
り
引
か
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
お

客
様
に
喜
ば
れ
、
平
成
25
年
４
・
５
月
の
累
計
販
売
枚
数

は
約
２
５
０
枚
。特
に
土
日
祝
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

週
末
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
買
い
物
客
向
け

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

　

週
末
に
出
か
け
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

エ
コ
割
引
」
を
実
施
中
だ
。
通
勤
定
期
券
１
枚
で
本
人
を

含
む
家
族
４
名
ま
で
、
定
期
区
間
内
に
限
り
一
乗
車
大
人

１
０
０
円
、
小
人
50
円
で
乗
車
可
能
。
家
族
で
買
い
物
や

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

買
い
物
で
一
定
金
額
以
上
を
お
支
払
い
の
方
へ
、
帰
り

の
電
車
・
バ
ス
の
無
料
券
を
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ

て
い
る
。
遠
鉄
百
貨
店
で
は
５
千
円
以
上
の
お
買
い
上
げ

に
つ
き
１
枚
の
「
お
帰
り
き
っ
ぷ
」
を
差
し
上
げ
、
交
通

費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
消
費
活
動
を
促
進
し
て
い

る
。
平
成
24
年
度
の
利
用
枚
数
は
約
26
万
枚
、
１
日
平
均

で
７
３
０
枚
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
型
商
業
施
設
や

温
泉
施
設
で
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
買
い
物
・
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に

　

平
成
24
年
３
月
か
ら
は
、
指
定
の
駅
・
バ
ス
停
で
降
り

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
電
車
・
バ
ス
利
用
の
た
め
の
カ
ー
ド
）
で

専
用
端
末
に
タ
ッ
チ
す
る
と
ク
ー
ポ
ン
を
発
券
す
る
端
末

「
ト
ッ
プ
タ
ッ
チ
」の
活
用
を
進
め
て
い
る
。
ト
ッ
プ
タ
ッ

チ
は
任
意
の
場
所
に
設
置
で
き
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
作
成
が

容
易
で
あ
る
た
め
企
画
の
幅
が
広
が
っ
た
。

　

例
え
ば
平
成
24
年
の
７
・
８
月
に
は
浜
松
城
・
浜
松
ま

つ
り
会
館
・
本
田
宗
一
郎
も
の
づ
く
り
伝
承
館
の
３
カ
所

に
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
小
学
生
が
歴
史
を
学
び
な
が
ら

ク
ー
ポ
ン
券
を
集
め
、
最
後
に
景
品
と
交
換
す
る
企
画
を

実
施
。
台
紙
を
持
っ
た
親
子
が
電
車
・
バ
ス
を
利
用
し
て

回
遊
す
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
、
夏
休
み
の
一
日
の
過
ご
し

方
に
ひ
と
つ
の
提
案
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
専

用
端
末
は
現
在
、
別
の
企
画
で
新
浜
松
駅
な
ど
２
カ
所
に

設
置
し
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
タ
ッ
チ
の
活
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
後
は

公
共
交
通
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
役
立
て
る
手
段
は
あ
る
と
考
え
る
。
回
遊
性
の
向
上
を

基
軸
と
し
た
企
画
を
引
き
続
き
打
ち
立
て
、
活
気
あ
る
街

づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 電源さえあればどこにでも置ける

「トップタッチ」
トップタッチにICカードで触れると、クーポン券が出てくる
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経
営
改
善
が
大
き
な
課
題
に

　

岐
阜
県
恵
那
市
の
中
心
市
街
地
か
ら
南
へ
25
・
１
㌔
走

る
明
知
鉄
道
は
、
昭
和
９
年
に
国
鉄
明
知
線
と
し
て
開
通

し
、
昭
和
60
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
新
た
に
開

業
し
た
地
方
鉄
道
で
す
。

　

沿
線
に
は
８
０
０
年
余
り
の
歴
史
を
秘
め
た
岩
村
城
跡

や
花
白
温
泉
、
大
正
ロ
マ
ン
を
今
に
伝
え
る
日
本
大
正
村

な
ど
の
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
沿
線
住
民
が
日
常
生
活
で

利
用
す
る
ほ
か
、
観
光
客
の
足
と
し
て
も
貴
重
で
す
が
、

現
在
、
利
用
者
の
多
く
は
高
校
生
で
、
輸
送
人
員
の
６
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
に
な
っ
て
か
ら
は
、
季
節
の
風
景

を
眺
め
な
が
ら
、
地
元
の
味
覚
を
楽
し
め
る
食
堂
車
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
か
ん
て
ん
列
車
」
や
「
き
の
こ

列
車
」
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
自
転

車
ご
と
列
車
に
乗
り
込
み
、
途
中
の
駅
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
む
「
チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
」
や
明
智
駅
構
内
で
の

気
動
車
運
転
の
体
験
、
明
知
鉄
道
沿
線
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
列
車
を
運
行
し
、
通
常
の
旅

客
収
入
以
外
の
増
収
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
や
沿
線
人
口
の
減
少
な
ど
を
背
景
と
す
る
利
用
者
数

の
低
迷
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
送
人
員
は
、
昭
和

61
年
に
は
89
万
人
で
し
た
が
、
平
成
23
年
に
は
44
万
人
と

半
減
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、旅
客
収
入
も
減
少
し
、

国
や
自
治
体
か
ら
の
公
的
資
金
の
支
援
が
な
い
と
鉄
道
自

体
が
存
続
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
利
用
促
進
策
の
検
討
と
、
そ
れ
に
伴
う
経
営

状
況
の
改
善
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

平
成
21
年
３
月
に
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
（
沿
線
の
自
治
体
や
住
民
、
経
済
団
体
な
ど
で

構
成
）
は
、「
人
と
地
域
を
む
す
ぶ
快
適
で
円
滑
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
た
「
明

知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」（
平
成
21

年
度
か
ら
の
５
年
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

で
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
検
討
さ
れ
て
き
た
明
知
鉄
道
の

利
用
促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
、
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
を
総
合
的
・
一
体
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
明
知
鉄
道
を
核
と
し
た
総
合
交
通
体
系
の

構
築
に
よ
る
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
連
携
計
画
に
は
、
５
つ
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
施
策
メ
ニ
ュ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
「
マ
イ
バ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
」

の
醸
成
に
よ
る
公
共
交
通
と
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
と

い
う
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
明
知
鉄
道
を
含
め
た
公
共
交
通
の
実
態

や
そ
の
活
用
方
法
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
運
営
に
対
す
る
住
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
や
、
住
民
参
加
型
の
沿
線
環
境
整
備
や
駅

舎
清
掃
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
い
て
明
知
鉄
道
を
支

え
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
い
っ
た
考
え
方
を
基
に
い
く

つ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
再
生
に
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

明
知
鉄
道
の
活
性
化
を
図
る
た
め
平
成
24
年
３
月
に

「
地
域
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、〝
交
流
の
場
〞
と
し
て
の
明

知
鉄
道
を
テ
ー
マ
と
し
、
ロ
ー
カ
ル
線
な
ら
で
は
の
駅
や

車
両
で
の
交
流
に
つ
い
て
、
主
要
な
利
用
者
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
的
な
応
援
団
と
な
り
得
る
地
元
の
阿
木
高
校
生

か
ら
の
提
案
を
も
と
に
明
知
鉄
道
の
活
性
化
に
つ
い
て
徹

底
討
論
を
し
ま
し
た
。
徹
底
討
論
会
は
明
知
鉄
道
の
役
割

や
活
性
化
を
地
域
住
民
が
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た

恵
那
市
経
済
部
商
工
観
光
課
交
通
政
策
係　

●　

松
田
泰
明

地
域
住
民
と
の
連
携
で
輸
送
人
員
増
加

―
明
知
鉄
道
、
高
校
生
も
再
生
に
貢
献― 6

岐
阜
県
恵
那
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集
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ほ
か
、
高
校
生
の
企
画
提
案
の
中
に
は
す
ぐ
に
で
も
実
施

で
き
そ
う
な
も
の
も
あ
り
、大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
地
域
の
方
々
が
明
知
鉄
道
を

支
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
改
め
て
確
認
で
き
た
ほ

か
、
鉄
道
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域
目
線
、
地
域
主
体
の

取
り
組
み
を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
共
通
認

識
も
で
き
ま
し
た
。

連
携
計
画
の
成
果
、
輸
送
人
員
が
増
加

　

平
成
24
年
度
の
輸
送
人
員
は
、
連
携
計
画
の
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
平
成
21
年
度
に
対
し
て
11
・
５
％
増
と
良
好

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
旅
客
収
入
も
５
・

７
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
連
携
計
画
に
よ
る
各
種
事

業
を
実
施
し
て
き
た
成
果
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
明
知
鉄
道
が
従
来
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど

の
企
画
商
品
の
宣
伝
の
た
め
、
各
新
聞
社
を
訪
問
す
る
な

ど
、
増
収
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
好
結
果

の
要
因
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

地
域
が
支
え
る
明
知
鉄
道

　

明
知
鉄
道
は
、
本
年
度
の
年
間
利
用
者
数
の
目
標
を
50

万
人
（
24
年
度
は
47
万
５
０
０
０
人
）
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
６
月
に
は
全
線
開
通
し
て
か
ら
80
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
事
業
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
き
な
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
高
校
生
の
企
画
提

案
の
一
つ
「
列
車
に
乗
ら
な
い
と
見
え
な
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
企
画
段
階

か
ら
高
校
生
の
参
画
を
求
め
て
地
域
住
民
と
鉄
道
事
業
者

と
共
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
知
鉄
道
が
、
地
域
住
民
の
大
切
な
足
と

し
て
存
続
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
観
光
資
源
を
活
か
し
て

地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
よ
う
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

高校生の提案を基に明知鉄道の活性化策を話し合ったシンポジウムの様子

イベント列車の一つ「料理列車」。観光客は沿線の風景を見ながら食事を楽しむ

明知鉄道の駅の一つ「極楽駅」の駅名表示看板。恵那駅から極楽駅までは420円。
「死にゼロ」で、駅名も縁起がよく、年間２万人が訪れる観光スポットになっている
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丹
後
地
域
の
現
状

　

京
都
の
北
部
、
丹
後
地
域
は
、
古
代
よ
り
大
陸
文
化
・

技
術
の
交
流
の
窓
口
で
あ
り
、「
丹
後
王
国
」
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
近
年
も
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
中
心

と
し
た
産
業
が
発
展
し
、
日
本
三
景
の
天
橋
立
を
中
心
と

し
た
観
光
地
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
地
域
で
し
た
。

　

し
か
し
、
多
く
の
地
方
都
市
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

丹
後
地
域
も
都
心
回
帰
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
、
産
業
の

空
洞
化
等
の
波
を
受
け
、
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
が

続
く
と
と
も
に
、
観
光
客
数
も
減
少
。
地
域
全
体
が
疲
弊

し
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、

沿
線
住
民
の
通
勤
・
通
学
や
観
光
・
産
業
活
動
等
に
利
用

さ
れ
て
い
る
「
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
」
に
つ
い
て
も
、
利

用
者
が
ピ
ー
ク
時
の
約
３
分
の
２
ま
で
減
少
し
、
そ
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
が
支
え
る
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

　

し
か
し
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
は
、
沿
線
住
民
の
日
常

の
足
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
や
住
民
福
祉
の
観
点

か
ら
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
線
自
治
体

で
は
「
乗
っ
て
守
ろ
う
み
ん
な
の
鉄
道
」
を
合
い
言
葉
に
、

一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

沿
線
自
治
体
や
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
か
ら
な
る
利

用
促
進
協
議
会
で
は
、
ま
ず
は
住
民
意
識
の
啓
発
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
線
住
民
に
年
に
あ
と
１
回
多
く
北

近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
を
利
用
し
よ
う
と
呼
び
か
け
る
「
40
万

人
ワ
ン
モ
ア
運
動
」
や
、
沿
線
住
民
や
高
校
生
も
参
加
し

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
大
人
同
伴
の
子
供
の
料
金

を
無
料
に
す
る
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
フ
ァ
ン
拡
大
を
目
指
す

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
や｢

花
の
鉄
道
づ
く
り｣

を
進
め

る
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
お
り
、
そ
の
会
費
を

使
っ
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
芝
桜
の
整
備
な
ど
を
実
施

し
、
ま
ち
の
顔
で
も
あ
る
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

住
民
と
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
を

結
ぶ
取
り
組
み

　

さ
ら
に
、
鉄
道
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

が
地
域
の
象
徴
と
な
り
、
住
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
も

の
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
住
民
と
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
を
結
ぶ
以
下
の
よ
う
な

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
駅
の
愛
称
の
募
集

　

地
域
の
顔
と
な
る
駅
が
沿
線
住
民
に
広
く
愛
さ
れ
、
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
沿
線
市
町
自
身
が

地
元
と
話
し
合
っ
た
上
で
、
正
式
名
称
と
は
別
に
駅
の
愛

称
を
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
岩
滝
口
駅
を

「
阿
蘇
の
入
江
」（
あ
そ
の
い
り
え
）
駅
、野
田
川
駅
を
「
美

し
心
（
う
つ
く
し
ご
こ
ろ
）　

与
謝
野
駅
」
と
す
る
愛
称

が
決
定
さ
れ
、
今
後
、
ホ
ー
ム
の
駅
名
看
板
の
書
き
換
え

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
宣
伝
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
名
所
案
内
看
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

駅
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
て
い
る
名
所
案
内
看
板
に
つ
い

て
、
塗
装
が
剥
げ
落
ち
る
な
ど
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

地
域
住
民
の
協
力

を
得
て
写
真
を
掲

載
し
た
手
書
き
風

の
マ
ッ
プ
に
新

調
。
第
１
弾
と

な
っ
た
丹
後
由
良

駅
で
は
自
治
会
長

が
「
新
し
い
看
板

で
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
の
利
用
客
が

京
都
府
建
設
交
通
部
交
通
政
策
課 

副
課
長　

●　

島
田
和
幸

乗
っ
て
守
ろ
う
み
ん
な
の
鉄
道
・
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

―
住
民
一
体
で
利
用
促
進
、鉄
道
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
も―

7
京
都
府

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集
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増
え
、
由
良
に
も
観
光
客
が
来
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と

話
す
よ
う
に
、
地
元
の
方
が
観
光
客
に
訪
れ
て
ほ
し
い
場

所
な
ど
を
選
ん
で
作
製
し
て
い
ま
す
。

　

③
地
元
高
校
生
に
よ
る
ベ
ン
チ
の
製
作

　

宮
津
高
校
建
築
科
３
年
生
の
生
徒
が
、「
３
年
間
、
通

学
な
ど
で
利
用
し
た
恩
返
し
に
」
と
、
授
業
の
一
環
と
し

て
手
作
り
の
木
製
ベ
ン
チ
10
脚
を
作
製
し
て
寄
贈
。
海
の

町
・
宮
津
と
天
橋
立
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
波
形
に
組
ん
だ
デ

ザ
イ
ン
は
、
従
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ベ
ン
チ
よ
り
温
か

み
が
あ
り
、
駅
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

④
そ
の
他
の
地
元
の
若
手
に
よ
る
取
り
組
み

　

・
海
洋
高
校
と
宮
津
市
が
一
緒
に
な
っ
て
、
最
寄
り
の

栗
田
駅
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
駅
舎
を
活
用
し
た

水
族
館
を
設
置
。「
魚
魚
駅
舎
（
と
と
す
て
〜
し
ょ
ん
）

〜
栗
田
〜
」
と
し
て
、
企
画
か
ら
展
示
ま
で
を
生
徒
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
生
徒
自
ら
が
地
元
で
捕
獲
し
た
魚
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

・
網
野
高
校
企
画
経
営
科
の
生
徒
が
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
を
使
っ
た
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
全
国
大
会
で
優
良

賞
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
企
画
が
実
現
。

生
徒
自
ら
が
車
内

に
乗
り
込
み
、
ツ

ア
ー
客
を
相
手
に

ガ
イ
ド
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

・
全
校
生
徒
の

約
７
割
が
通
学
で

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
を
利
用
し
て
い

る
大
江
高
校
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
科
学
科
の
生
徒
ら
が
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
や
利
用
促

進
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

観
光
型
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
車
両
を
導
入

　

観
光
客
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
丹
後
地
域
に

は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
で
天
橋
立
と
と
も
に

２
つ
星
を
獲
得
し
た
伊
根
の
舟
屋
や
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
山
陰
海
岸
な
ど
、
全
国
有
数
の
観
光
地
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
京
都
府
で
は
丹
後
地
域
を
観
光
面

か
ら
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、「
海
の
京
都
」
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
各
市
町
１
カ
所

に
絞
り
、集
中
的
に
整
備
し
て
宣
伝
し
て
い
く
と
と
も
に
、

丹
後
地
域
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
魅
力
的
に
す
る
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
に
観
光
型
車
両

「
あ
か
ま
つ
」「
あ
お
ま
つ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
車

両
は
、
鉄
道
デ
ザ
イ
ン
の
第
一
人
者
で
あ
る
水
戸
岡
鋭
治

氏
が
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
心
地
よ

い
空
間
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
誇
り

に
思
い
、
乗
っ
て

み
よ
う
と
思
え

る
、
ま
た
積
極
的

に
地
域
外
の
人
に

宣
伝
し
た
く
な

る
、
そ
ん
な
車
両

と
な
っ
て
い
ま

す
。

鉄
道
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

　

そ
の
た
め
沿
線
自
治
体
で
は
、
こ
の
観
光
型
車
両
を
中

心
に
積
極
的
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー

に
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
「
み
ん
な
で
手
を
振
ろ
う
〜
ウ
ェ

ル
カ
ム
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
〜
」
は
、
観
光
型
車
両
を
見
か
け
た

沿
線
住
民
や
子
供
た
ち
が
、
笑
顔
で
大
き
く
手
を
振
っ
て

乗
客
を
歓
迎
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
様
子
は
メ

デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

の
旅
愁
を
誘
う
と
と
も
に
、
沿
線
住
民
が
も
う
一
度
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
を
自
分
た
ち
の
鉄
道
と
し
て
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
治
会
単
位
で
観
光
型
車
両
を
使
っ
た
プ

チ
旅
行
を
企
画
し
た
り
、
観
光
型
車
両
を
貸
し
切
っ
て
総

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
自
ら
そ
の
良
さ
を
味
わ
い
、
そ
し

て
そ
の
良
さ
を
周
り
の
人
に
伝
え
て
い
く
と
い
っ
た
つ
な

が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
沿
線
市
町
や
地
元
自
治
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
玄
関
口
と
し

て
の
駅
の
改
修
や
駅

前
広
場
を
含
め
た
整

備
、
駅
周
辺
へ
の
公

共
施
設
の
誘
致
な
ど

を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
北
近
畿

タ
ン
ゴ
鉄
道
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

乗客に向かい手を振る子供たち

宮津駅に設置されたベンチをお披露目
する宮津高校の生徒ら

「あかまつ」号でグッズ等の販売や沿線の見所
を紹介するため乗車するアテンダントクルー
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可
部
線
一
部
区
間
が
廃
止
に

　
Ｊ
Ｒ
可
部
線
は
、
か
つ
て
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
横
川
駅
か
ら

広
島
県
北
西
部
の
国
の
特
別
名
勝
で
あ
る
三
段
峡
間
（
約

60
・
２
㌔
）
を
運
行
し
て
お
り
、
都
市
部
と
中
山
間
地
域

を
連
絡
す
る
重
要
な
広
域
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
太
田
川
沿
い
の
山
あ
い
を
縫
う
よ
う
に
走
り
、
車
窓

か
ら
風
光
明
媚
な
四
季
折
々
の
景
色
が
楽
し
め
た
。

　

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
機
関
と
し

て
、
永
く
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
た
路
線
で
あ
っ
た
が
、
平

成
10
年
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
、「（
可
部
線
の
一
部
区
間

で
あ
る
）
可
部
〜
三
段
峡
間
（
非
電
化
区
間
）
の
利
用
状

況
で
は
、
鉄
道
と
し
て
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
同
区
間
を
廃
止
す

る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
広
島
市
を
は
じ

め
沿
線
の
自
治
体
で
組
織
し
た
「
可
部
線
対
策
協
議
会
」

は
、「
が
ん
ば
れ
か
べ
せ
ん
」
を
合
言
葉
に
、
存
続
運
動

を
展
開
し
た
が
、
目
標
の
輸
送
密
度
が
得
ら
れ
ず
、
残
念

な
が
ら
平
成
15
年
11
月
30
日
を
最
後
に
可
部
〜
三
段
峡
間

は
廃
止
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
存
続
運
動
に
取
り
組
む
過
程
に
お
い

て
、
沿
線
の
住
民
や
自
治
体
の
結
束
は
一
層
強
ま
り
、
多

く
の
地
域
交
流
や
ま
ち
お
こ
し
の
活
動
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

鉄
道
復
活
に
向
け
地
元
活
動

　

廃
止
前
の
可
部
〜
三
段
峡
間
の
運
行
本
数
は
、
わ
ず
か

に
１
日
10
本
程
度
で
あ
り
、
非
電
化
区
間
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
電
化
区
間
の
横
川
〜
可
部
間
に
比
べ
利
便
性
が
著

し
く
劣
っ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、平
成
６
年
に
沿
線
住
民
を
中
心
と
し
て「
可

部
駅
・
河
戸
駅
間
電
化
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
組
織
さ
れ
、

河
戸
地
区
ま
で
の
電
化
延
伸
（
約
1
・
6
㌔
）
の
早
期
実

現
に
向
け
た
活
動
を
熱
心
に
展
開
し
、
可
部
〜
三
段
峡
間

が
廃
止
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
活
動
は
継
続
的
に

行
わ
れ
た
。

　

復
活
後
の
継
続
的
な
利
用
促
進
に
繋
が
る
よ
う
「
千
客

万
来
事
業
」
と
銘
打
っ
て
、
可
部
地
区
の
歴
史
的
な
施
設

な
ど
を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域
の
特
産
品
づ
く

り
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
和
歌
山
県

の
貴
志
川
線
や
鳥
取
県
の
若
桜
鉄
道
な
ど
を
視
察
し
、
鉄

道
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
学
ん
で
き
た
。

　

ま
た
、
鉄
道
復
活
の
願
い
を
込
め
て
、
廃
線
敷
へ
の
ひ

ま
わ
り
の
植
栽
や
、
清
掃
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

鉄
道
復
活
で
Ｊ
Ｒ
と
合
意

　

し
か
し
、
延
伸
区
間
の
採
算
性
の
確
保
の
見
通
し
が
得

ら
れ
ず
、
実
現
の
目
途
が
立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た

が
、
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
19
年
に
「
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
元

自
治
体
が
鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
て
、
新
線
建
設
や
鉄
道

の
輸
送
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
創
設

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
平
成
21
年
度
に
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
新
線
建
設
等
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
助
成
制
度

が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
創
設
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
広
島
市
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
の
間
で
の
電
化
延
伸
に
向
け
た
具
体
的
な
協

広
島
市
道
路
交
通
局
都
市
交
通
部
交
通
対
策
担
当
課
長　

●　

大
村
昭
彦

Ｊ
Ｒ
可
部
線
、廃
止
区
間
の
一
部
が
復
活
へ

―
地
元
の
粘
り
強
い
運
動
が
結
実―

8
広
島
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

関連図（廃止された可部～三段峡間のうち
可部～河戸の復活が決まった）
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特集 地方鉄道と地域の活性化

議
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
２
月
に
「
Ｊ

Ｒ
可
部
線
活
性
化
連
携
計
画
」
を
広
島
市
が
策
定
し
、
同

年
３
月
に
国
の
補
助
事
業
の
新
規
採
択
が
得
ら
れ
、
そ
の

後
、
事
業
実
施
に
向
け
た
調
査
・
設
計
等
を
行
い
、
平
成

25
年
２
月
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
最
終
的
な
事
業
合
意
に

至
っ
た
。

事
業
の
概
要

　

こ
の
よ
う
に
地
元
の
粘
り
強
い
運
動
が
実
っ
て
廃
止
区

間
の
一
部
復
活
と
電
化
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
事
業
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
事
業
主
体

　
Ｊ
Ｒ
可
部
線
活
性
化
協
議
会
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
関
係
バ

ス
事
業
者
、
広
島
市
等
で
構
成
）
※
「
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
20

年
に
設
置
し
た
法
定
協
議
会
で
あ
る
。

②
電
化
延
伸
区
間

　

可
部
駅
か
ら
荒
下
県
営
住
宅
跡
地
ま
で
の
約
１
・
６
㌔

を
単
線
で
延
伸
す
る
。

③
駅
設
置

　

ア　

中
間
駅
（
無
人
駅
）
単
式
１
面
（
４
両
対
応
）

　

イ　

終
点
駅
（
無
人
駅
）
頭
端
式
１
面
（
４
両
対
応
）

　

※
可
部
駅
は
、
延
伸
に
伴
い
行
き
違
い
駅
へ
と
改
良
す

る
た
め
、
新
た
に
下
り
ホ
ー
ム
を
増
設
し
、
相
対
式
ホ
ー

ム
へ
改
良
す
る
。

④
踏
切
の
設
置

　

新
設
す
る
踏
切
は
、
国
道
54
号
と
可
部
バ
イ
パ
ス
間
に

１
カ
所
、
可
部
バ
イ
パ
ス
以
西
に
２
カ
所
設
置

⑤
概
算
事
業
費

　

約
27
億
円

⑥
開
業
目
標

　

平
成
27
年
春

利
用
促
進
活
動
を
展
開
へ

　

現
在
、
地
元
で
は
、
電
化
促
進
期
成
同
盟
会
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
利
用
促
進
の
検
討
を
進
め
る
組

織
へ
と
発
展
的
に
改
組
し
、「
Ｊ
Ｒ
可
部
線
利
用
促
進
同

盟
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

　

今
後
は
こ
の
同
盟
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
電
化
延
伸
事
業

を
契
機
と
し
、
可
部
地
区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
生
活
交
通
手

段
の
確
保
策
と
し
て
、
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
な
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
検
討
や
復
活
す
る
可
部
線
に
ち
な

ん
だ
「
ふ
た
た
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
鉄
道
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
）
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
、
現
在
、「
ふ
た
た
び

の
宮
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
新
設
さ
れ
る
終
点
駅
付
近
に
あ
る
自
治
会
で

管
理
し
て
い
る
地
域
の
神
社
を
「
ふ
た
た
び
の
宮
」
と
名

づ
け
、
可
部
線
を
利
用
し
、
参
拝
す
る
と
「
再
会
」
な
ど

「
ふ
た
た
び
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ち
な
ん
だ
願
い
事

が
叶
う
神
社
と
し
て
広
め
て
い
こ
う
、
と
い
う
も
の
。
ま

た
、
境
内
に
は
「
ふ
た
た
び
石
」
が
置
か
れ
、
祈
願
す
る

二
人
の
絆
が
深
ま
る
よ
う
、
演
出
し
て
い
る
。

　

地
元
の
人
々
は
、
こ
の
「
ふ
た
た
び
の
宮
」
が
定
着
し

て
、
延
伸
後
の
可
部
線
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

本
事
業
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
、
一
旦
、
廃
止
し

た
路
線
を
復
活
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
は
、
沿
線
住
民

の
方
々
が
主
体
と
な
り
、
長
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｒ
可
部
線
の

存
続
活
動
や
電
化
延
伸
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た

情
熱
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
そ
れ
が
国
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本

を
動
か
す
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

広
島
市
と
し
て
も
、
地
域
交
通
の
活
性
化
の
モ
デ
ル
事

業
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
早
期
完
成
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ふたたび石

ふたたびの宮

地域の魅力を満載したガイドマップと観光
案内マニュアル
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定
住
人
口
維
持
が
大
き
な
課
題
に

　

綾
川
町
は
、
香
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
平
成
18

年
３
月
21
日
に
綾
上
町
と
綾
南
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
、
総
面
積
１
０
９
・
67
平
方
㌔
、
人
口
約
２
万
５
千

人
の
町
で
す
。
う
ど
ん
県
が
全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼

び
ま
し
た
が
、
本
町
も
「
う
ど
ん
発
祥
の
地
」
を
宣
言
し

て
お
り
、
町
内
に
は
有
名
店
も
多
く
、
休
日
に
は
県
内
外

か
ら
訪
れ
る
多
く
の
お
客
さ
ん
の
長
い
行
列
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

県
内
の
主
要
都
市
で
あ
る
高
松
市
や
丸
亀
市
、
坂
出
市

な
ど
へ
車
で
30
分
圏
域
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も
あ

り
、
一
時
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
大
規
模
な
団
地
の
造

成
な
ど
も
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
16
年
に
県
下
の

都
市
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
線

引
き
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
、近
年
で
は
、

宅
地
開
発
の
件
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で

は
5
年
前
と
比
較
し
て
人
口
は
３
・
９
％
の
減
、
高
齢
化

率
は
28
・
５
％
に
達
し
ま
し
た
。
県
内
の
人
口
が
30
年
ぶ

り
に
百
万
人
を
下
回
る
中
、
行
財
政
の
基
盤
と
な
る
人
口

の
減
少
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
更
に
は
定
住
の
地
と
し
て

綾
川
町
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
町
と
し
て
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
駅
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定

　

こ
う
し
た
折
、
香
川
県
は
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
（
こ
と

で
ん
）
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
平
成
22
年
３

月
に
交
通
事
業
者
、
行
政
（
県
、
沿
線
自
治
体
）
な
ど
に

よ
る
「
こ
と
で
ん
活
性
化
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
と
で
ん
自
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
み
で
は
な
く
、
他

の
公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
、
平
成
23
年
3
月
に

は
「
こ
と
で
ん
沿
線
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
需
要
予
測

の
結
果
、
本
町
内
の
陶
駅
・
滝
宮
駅
間
へ
の
新
駅
設
置
、

駅
前
広
場
整
備
、「
こ
と
で
ん
」の
運
行
頻
度
向
上
や
終
電

延
長
な
ど
が
重
要
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
は
平
成
24
年
３
月
に
「
綾
川
町

新
駅
設
置
に
伴
う
新
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し
、
駅

を
中
心
と
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に

　

こ
と
で
ん
沿
線
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
お
い

て
示
さ
れ
た
新
駅
の
整
備
地
区
は
、
町
の
北
西
に
位
置
し

て
お
り
、
東
西
に
高
松
市
と
高
知
県
高
知
市
を
結
ぶ
国
道

32
号
線
が
横
断
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
が
ら
も
宅
地
開

発
が
進
み
、
人
口
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
に
は
平
成
20
年
に
大
型
商
業
施
設
が
進
出
し

て
お
り
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
店
舗
の
集
積
も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
松
自
動
車
道
の
府
中
湖
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車
で
5
分
程
、
高
松
空
港
ま
で
20
分
程
と

県
内
外
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
で
も
あ
り
、
交
流

人
口
も
飛
躍
的
に
伸
び
ま
し
た
。
加
え
て
、
役
場
や
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
、
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

香
川
県
綾
川
町
総
務
課　

●　

田
岡
大
史

「
こ
と
で
ん
」新
駅
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り

―
広
域
的
な
交
通
拠
点
の
実
現
に
向
け
て―

9
香
川
県
綾
川
町

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

挿頭丘（かざしがおか）駅に停車した「こ
とでん」。春は周辺の桜が美しい
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ど
の
福
祉
医
療
施
設
に
も
近
い
な
ど
、
町
内
に
お
い
て
は

も
っ
と
も
利
便
性
の
高
い
地
区
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
活
用
す
れ
ば
都
市
部
と
ま

で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
集
約
型
都
市
構
造

を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
構
想
で
は「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
最
重
要
整
備
方
針
と
し
て
「
移
動
の
円
滑
化
」「
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
ま
ち
」「
計
画
的
な
市
街
地
形
成
」

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
「
利
便
性
と
快
適
性
を
兼
ね
備

え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
構
想
を
基
に
「
滝
宮
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
お

い
て
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
新
駅
周

辺
の
町
道
、駅
前
広
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
移
動
の
円
滑
化
」
に
向
け

交
通
結
節
機
能
を
強
化

　

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
具
現
化
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
「
移
動
の
円
滑
化
」
で
し

た
。
住
民
の
多
く
が
周
辺
市
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
市
と
地
区
を
公
共
交
通
機
関
で
結
ぶ

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
高
松
方
面
へ
は「
こ
と
で
ん
」

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
を
除

い
て
は
30
分
に
一
本
の
間
隔
で
し
か
走
っ
て
お
ら
ず
、
高

松
方
面
か
ら
の
終
電
も
金
曜
日
を
除
い
て
は
23
時
発
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
鉄
道
と
し
て
は
、か
な
り
恵
ま
れ
て
は
い
ま
す
が
、

住
民
の
選
択
肢
は
マ
イ
カ
ー
が
圧
倒
的
多
数
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
町
の
北
西
部
に
あ
る
丸
亀
市
や
坂
出

市
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
至
っ
て
は
公
共
交
通
機
関
が
な
く
、

マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。ま
た
、フ
ィ
ー
ダ
ー

路
線
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
5
路
線
あ
り
ま
す

が
、
町
内
を
く
ま
な
く
運
行
す
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
利

用
し
に
く
い
状
況
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
し
て
い
く
に
は
、
町
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
や
交
通
事
業
者
、
商
業
者
、

関
係
各
機
関
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上
で
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
平
成
24
年
４

月
に
「
綾
川
町
地
域
公
共
交
通
会
議
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
見
据
え
た
上
で
、
新
た
な
駅
に
付
加
す
べ
き
機
能

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
同
年
12
月
に
「
綾
川
町
交

通
結
節
機
能
強
化
計
画
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
施
策
体
系
を
「
交
通
結
節
機
能
の

強
化
」「
こ
と
で
ん
の
運
行
サ
ー
ビ
ス
向
上
」「
幹
線

バ
ス
路
線
網
体
系
の
再
編
」「
端
末
バ
ス
の
再
編
」「
快

適
な
歩
行
環
境
の
整
備
」「
地
域
と
連
携
し
た
利
用

促
進
の
実
施
」
と
い
っ
た
６
つ
に
再
構
築
し
、
こ
れ

ら
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
駅
の
機
能

向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
新
駅
の
機
能
や
駅
周
辺
整
備

に
係
る
規
模
、
将
来
の
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
関
係
者
相
互
で
共
有
で
き
た
こ
と

は
、
非
常
に
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て

　

現
在
、
平
成
25
年
度
中
の
新
駅
の
開
業
に
向
け
て
駅
及

び
周
辺
整
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。
駅
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
駅
整
備

と
し
て
評
価
を
受
け
、
国
土
交
通
省
の
「
幹
線
鉄
道
等
活

性
化
事
業
費
補
助
」を
活
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
駅
開
業
に
併
せ
た
15
分
間
隔
運
行
の
拡
大
や

終
電
延
長
に
つ
い
て
も
実
施
の
方
向
で
「
こ
と
で
ん
」
と

調
整
し
て
い
ま
す
。
丸
亀
、
坂
出
方
面
へ
の
幹
線
バ
ス
路

線
網
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
高
松
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
も

含
め
て
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
併
せ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
再
編
計

画
を
ま
と
め
、
新
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
商
業
施
設
の
駐
車
場
を
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
協

力
要
請
を
行
う
な
ど
、
新
駅
開
業
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
今
後
、
民
間
活
力
を
こ
の
地
域
に
ど
の
よ
う
に

誘
導
し
、
計
画
的
な
市
街
地
形
成
を
行
う
の
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。「
い
き
い
き
と　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

定
住
の

ま
ち
」。
こ
れ
は
本
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、

住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新駅の駅前完成イメージ

新駅の建設工事の様子
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域
内
住
民
の
利
用
だ
け
で
は

鉄
道
存
続
困
難
に

　

熊
本
県
の
南
東
部
に
位
置
す
る
人
吉
・
球
磨
地
域
。
10

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
地
域
を
東
西
に
運
行
す
る

「
く
ま
川
鉄
道
（
愛
称
：
く
ま
鉄
）」
は
、
平
成
元
年
に
Ｊ

Ｒ
湯
前
線
か
ら
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。

　

西
の
人
吉
市
か
ら
東
の
湯
前
町
ま
で
の
全
長
24
・
８
㌔

を
結
ぶ
沿
線
で
は
、
日
本
三
急
流
の
一
つ
「
球
磨
川
」
や

日
本
一
の
清
流
と
称
さ
れ
る
川
辺
川
、
県
の
絶
滅
危
惧
種

の
植
物
「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
」
な
ど
車
窓
か
ら
の
自
然
豊
か

な
風
景
が
一
望
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
国
宝
「
青
井
阿
蘇

神
社
」
を
は
じ
め
県
内
の
国
・
県
指
定
建
造
物
の
３
分
の

２
が
こ
の
地
域
に
集
ま
っ
て
お
り
、
歴
史
と
文
化
に
触
れ

合
え
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

開
業
当
初
か
ら
、
地
域
の
高
校
へ
通
う
学
生
の
通
学
や

通
勤
、
地
域
住
民
の
通
院
や
買
い
物
等
と
い
っ
た
移
動
手

段
と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
重
要
な
公
共
交
通

と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
乗
客
の
約
８
割
を
占

め
る
主
要
利
用
客
で
あ
る
高
校
生
は
平
成
２
年
の
４
６
０

０
人
か
ら
、
平
成
25
年
に
は
半
分
以
下
の
２
千
人
ま
で
落

ち
込
み
、
毎
年
数
千
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
て
お
り
、
現

状
で
は
自
治
体
か
ら
の
支
援
な
し
で
は
経
営
が
成
り
立
た

な
い
三
セ
ク
鉄
道
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
そ
の

も
の
も
財
政
難
に
苦
し
ん
で
お
り
、補
助
拡
大
は
難
し
く
、

沿
線
自
治
体
や
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
資
源
を

フ
ル
に
活
用
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
利
用
促
進
や
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
く
ま
川
鉄
道
の
経
営
を
安
定
さ
せ

る
ほ
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

域
内
人
口
も
平
成
元
年
の
11
万
３
千
人
か
ら
平
成
25
年

に
は
９
万
１
千
人
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
日

常
的
な
利
用
者
で
あ
る
域
内
住
民
の
利
用
だ
け
で
は
、
く

ま
川
鉄
道
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
彩
な
企
画

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
く
ま
川
鉄
道
で
は
、
利
用

促
進
の
た
め
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
列
車
等
の
運
行
や
、
ア

イ
デ
ア
満
載
の
企
画
に
よ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

納
涼
ビ
ー
ル
列
車
は
一
般
的
過
ぎ
ま
す
が
、
地
元
の
特

産
品
「
球
磨
焼
酎
」
と
沿
線
自
治
体
の
錦
町
が
〝
ご
当
地

グ
ル
メ
〞
と
し
て
力
を
入
れ
る
ホ
ル
モ
ン
料
理
と
を
コ
ラ

ボ
し
た
「
球
磨
焼
酎
ホ
ル
モ
ン
列
車
」（
季
節
限
定
）
を

運
行
す
る
ほ
か
、
地
元
の
和
洋
菓
子
店
の
商
品
の
中
か
ら

チ
ョ
イ
ス
し
た
ス
イ
ー
ツ
と
飲
み
物
を
楽
し
み
な
が
ら
乗

車
で
き
る
「
カ
フ
ェ
ト
レ
イ
ン
」、
人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て
乗
車
す
る
「
漫
画
キ
ャ
ラ
仮
装

列
車
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
列
車
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
漫

画
キ
ャ
ラ
仮
装
列
車
は
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、

く
ま
川
鉄
道
の
Ｐ
Ｒ
に
は
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
く
ま
川
鉄
道
が
走
る
沿
線
の
駅
に
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
「
幸
福
」
と
い
う
名
前
が
付
く
「
お
か
ど
め

熊
本
県
人
吉
市
自
治
振
興
課
長　

●　

小
澤
洋
之

利
用
促
進
に
向
け
、地
域
の
資
源
を
フ
ル
活
用

―
く
ま
川
鉄
道
、
誘
客
め
ざ
し
観
光
列
車
も
導
入
へ―

10
熊
本
県
人
吉
市

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

おかどめ幸福駅
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特集 地方鉄道と地域の活性化

幸
福
駅
」
や
、「〝
願
〞

い
が
〝
成
〞
就
す
る

駅
」
と
し
て
縁
起
を

か
つ
ぐ
「
相
良
藩
願

成
寺
駅
」
な
ど
が
あ

り
、
駅
名
に
あ
や
か

ろ
う
と
合
格
祈
願
の

受
験
生
や
婚
活
中
の

女
性
客
の
利
用
も
多

い
こ
と
か
ら
、
記
念
切
符
や
入
場
券
の
販
売
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
の
が
通
信
販

売
で
す
。
県
出
身
の
漫
画
家
緑
川
ゆ
き
さ
ん
原
作
の
ア
ニ

メ
・
夏
目
友
人
帳
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ニ
ャ
ン
コ
先

生
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
記
念
乗
車
券
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

販
売
初
日
に
８
０
０
枚
が
売
れ
る
好
評
ぶ
り
で
し
た
。
夏

目
友
人
帳
に
は
、
く
ま
川
鉄
道
沿
線
の
風
景
画
も
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
地
元
で
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
活
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
日
本
一
に
な
っ
た
「
く
ま
モ
ン
切
符
」
も
あ
り
ま
す
）

地
元
高
校
生
も
活
性
化
に
ひ
と
役

　

く
ま
川
鉄
道
が
多
彩
な
企
画
で
頑
張
る
一
方
で
、
沿
線

に
あ
る
県
立
多
良
木
高
校
生
徒
会
が
く
ま
川
鉄
道
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
同
高
創
立
90
周
年
の
記
念
と
し
て

「
く
ま
川
鉄
道
に
手
を
振
ろ
う
！
」
と
い
う
映
像
制
作
を

企
画
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
生
徒
が
乗
車
し
、
駅
や
沿
線
の

風
景
を
全
線
に
わ
た
っ
て
撮
影
す
る
中
、
６
つ
の
駅
で
約

３
０
０
人
の
全
校
生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
撮
影
す
る

な
ど
し
ま
し
た
。
沿
線
で
は
、
他
高
校
の
生
徒
や
保
育
園

児
、
地
域
住
民
や
自
治
体
職
員
な
ど
多
く
の
人
が
手
を
振

り
、
映
像
制
作
に
協
力
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

編
集
さ
れ
完
成
し
た
映
像
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
多
良
木
高
校
文
化
祭
で
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
ま
た
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
番
組
で
も

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
反
響

も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

く
ま
川
鉄
道
で
は
、
２
年
前
か
ら
高
校
の
新
卒
採
用
を

始
め
て
お
り
、
同
鉄
道
で
３
年
間
高
校
に
通
学
し
た
生
徒

が
翌
年
か
ら
女
性
車
掌
と
し
て
乗
務
し
た
り
、
運
転
士
や

車
両
整
備
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
新
人
な
ど
が
沿

線
高
校
か
ら
採
用
さ
れ
て
お
り
、「
わ
が
ま
ち
の
ロ
ー
カ

ル
線
」
と
し
て
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

北
三
陸
鉄
道
に
は
負
け
な
い
、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
は

な
く
「
く
ま
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
観
光
列
車
を
導
入

　

様
々
な
企
画
や
取
り
組
み
を
進
め
、
経
営
改
善
を
図
ろ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
開
業
か
ら
24
年
が
経
過
し
、

車
両
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
老
朽
化
は
否
め
ず
、
そ
の

修
繕
、
維
持
・
管
理
の
経
費
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
特
に
、
老
朽
化
し
た
車
両
の
維
持
に
は
多

額
の
費
用
を
要
し
て
い
る
状
況
で
、
安
全
輸
送
確
保
の
面

か
ら
も
早
期
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

車
両
の
更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
額
の
財
源
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
国
や
県
に
も
相
談
し
な
が
ら
沿

線
自
治
体
に
よ
る
支
援
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
様
々
な
議

論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
き
て
、
よ
う
や
く
そ
の
結
論
が
見
え
、
本
年
度

３
両
、
来
年
度
２
両
の
車
両
を
新
造
す
る
計
画
で
す
。
何

よ
り
も
安
全
輸
送
の
確
保
と
い
う
観
点
に
加
え
、
九
州
新

幹
線
や
Ｊ
Ｒ
九
州
関
連
の
デ
ザ
イ
ン
を
多
数
手
掛
け
る
工

業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ
る
新
車
両
の
デ
ザ

イ
ン
で
、
乗
車
自
体
が
観
光
の
目
的
に
な
る
よ
う
な
観
光

列
車
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

　

人
吉
球
磨
地
域
の
10
市
町
村
で
構
成
す
る
一
部
事
務
組

合
「
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
」
で
は
、
域
内
の
観
光
振

興
を
一
本
化
し
強
力
に
進
め
る
た
め
、
広
域
観
光
の
核
と

し
て
本
年
４
月
に
「
広
域
観
光
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
管
内
観
光
情
報
の
一
元
的
発
信
や
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
は
じ
め
人
吉
球
磨
の
広
域
観
光

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
な
ど
と
と
も
に
、
く
ま
川
鉄
道
新

車
両
導
入
に
伴
う
新
し
い
観
光
の
商
品
化
を
検
討
し
て
い

る
段
階
で
す
。

　

新
車
両
導
入
が
、
く
ま
川
鉄
道
や
本
地
域
に
と
っ
て
の

観
光
の
起
爆
剤
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
と
く
ま
川
鉄
道

の
赤
字
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニャンコ先生記念切符

くまモン切符
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Ｄ
＆
Ｓ
列
車
と
は

　
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
九
州
内
で
運
行
し
て
い
る
人
気
の
観
光

列
車
を
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
と
呼
ぶ
取
り
組
み
を
は
じ
め
て

い
る
。
Ｄ
＝
デ
ザ
イ
ン
、
Ｓ
＝
ス
ト
ー
リ
ー
の
略
で
デ
ザ

イ
ン
と
物
語
の
あ
る
列
車
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
運
行
中

の
観
光
列
車
は
、
水
戸
岡
鋭
治
氏
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
が
人

気
で
あ
る
が
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
も
運
行
す
る

地
域
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン

を
決
め
る
上
で
重
要
な
も
の
が
そ
の
沿
線
地
域
が
持
つ
文

化
、
特
色
、
素
材
か
ら
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
よ
り
伝
わ
る
よ
う
、「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
と
い
う

名
称
を
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　

九
州
で
は
９
つ
の
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
が
現
在
運
行
し
て

い
る
。
数
が
増
加
し
た
大
き
な
契
機
は
や
は
り
九
州
新
幹

線
の
開
業
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
状
況
で
は
久
大
本
線
を

走
る
「
ゆ
ふ
い
ん
の
森
」
号
が
人
気
を
博
し
て
い
た
が
、

平
成
16
年
に
新
八
代
駅
〜
鹿
児
島
中
央
駅
を
部
分
開
業
し

た
九
州
新
幹
線
の
運
行
を
き
っ
か
け
に
新
幹
線
と
い
う
縦

軸
の
効
果
を
横
軸
に
も
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
、
肥
薩
線

を
走
る
「
は
や
と
の
風
」、「
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
」、

「
九
州
横
断
特
急
」
を
、
平
成
21
年
に
は
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」

の
運
行
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
た
。

　

同
様
の
考
え
で
平
成
23
年
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
後

は
、
鹿
児
島
と
指
宿
を
結
ぶ
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」、
熊

本
と
阿
蘇
を
結
ぶ
「
あ
そ
ぼ
ー
い
！
」、
熊
本
と
天
草
の

入
り
口
を
結
ぶ
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
の
運
行
を
開
始
し
、

ま
さ
し
く
九
州
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
横
軸
に
広
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
宮
崎
に
も
波
及
効
果
を
と
考
え
全

線
開
業
前
の
平
成
21
年
に
日
南
線
を
走
る
「
海
幸
山
幸
」

を
運
行
さ
せ
た
。

観
光
素
材
、
55
万
人
が
利
用

　

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
た
と
は
い
え
、
高
速
バ
ス

や
マ
イ
カ
ー
等
の
他
の
輸
送
機
関
と
の
競
争
や
九
州
地
域

の
人
口
の
減
少
な
ど
弊
社
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

く
、
あ
ら
た
な
観
光
素
材
の
開
発
に
よ
り
お
客
さ
ま
の
動

き
の
創
出
、
特
に
九
州
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
九
州
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
九
州
に
し
か
な
い
観

光
素
材
と
し
て
新
た
な
列
車
の
運
行
を
実
施
し
て
き
た
。

　

現
在
運
行
中
の
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
は
あ
り
が
た
い
こ
と

に
お
客
さ
ま
か
ら
大
き
な
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
24

年
度
は
年
間
約
55
万
人
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
（
24
年
度
は
豊
肥
本
線
災
害
の
た
め
九
州
横
断
特
急
の

数
値
を
除
い
た
も
の
）。
こ
れ
ら
の
列
車
が
お
お
む
ね
2

両
で
の
運
行
な
ど
両
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
各
列
車
高
い

乗
車
率
で
運
行
し
て
お
り
、
な
か
な
か
席
が
と
れ
な
い
列

車
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

現
在
弊
社
の
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
は
単
な
る
交
通
手
段
で

は
な
く
、
乗
る
こ
と
自
体
が
旅
の
目
的
、
乗
車
そ
の
も
の

が
楽
し
み
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
け
る
程
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
弊
社
だ
け
の
努
力
で
は
な
く
、
沿
線
地
域
の

協
力
な
く
し
て
は
実
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｄ
＆
Ｓ
列
車
を
契
機
に
ま
ち
づ
く
り

　

ご
乗
車
し
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
と
同
様
に
運
行
す
る

沿
線
の
方
々
も
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
を
愛
し
て
く
だ
さ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
自
分
達
の
愛
す

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
事
業
本
部
営
業
部
営
業
課
副
課
長　

●　

宮
田　

匡

デ
ザ
イ
ン
性
と
物
語
性
、好
評
の
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」

―
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献―

11
九
州
各
県

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化

特集

海岸線を走る「指宿のたまて箱」
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特集 地方鉄道と地域の活性化

る
列
車
に
乗
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ま
を
最
大
限
に

お
も
て
な
し
し
よ
う
と
い
う
こ
と
、
お
客
さ
ま
を
受
け
入

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。

　

鹿
児
島
中
央
駅
〜
指
宿
駅
間
を
運
行
す
る
「
指
宿
の
た

ま
て
箱
」
を
例
に
あ
げ
る
と
、毎
日
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

の
到
着
の
際
に
、
沿
線
や
駅
で
黄
色
い
旗
を
振
っ
て
ご
乗

車
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
が
あ
る
。
テ

レ
ビ
等
で
も
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
光

景
を
み
た
ご
乗
車
の
お
客
さ
ま
は
感
動
し
、
確
実
に
笑
顔

に
な
り
、
人
の
あ
た
た
か
み
を
感
じ
、
指
宿
の
フ
ァ
ン
に

な
る
。
指
宿
で
の
旅
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
最
高
の
お
も
て

な
し
で
あ
る
。

　

指
宿
商
業
の
高
校
生
は
自
発
的
に
毎
週
金
曜
日
に
指
宿

駅
で
お
客
さ
ま
に
お
茶
を
出
す
お
も
て
な
し
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
参
加
希
望

が
多
く
、
参
加
さ
れ
る
生
徒
さ
ん
を
選
抜
す
る

た
め
に
高
校
で
は
い
い
意
味
で
苦
労
さ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

　

元
々
こ
の
列
車
は
地
元
の
指
宿
に
浦
島
太
郎

の
「
竜
宮
伝
説
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

列
車
で
あ
る
。
駅
に
到
着
後
ド
ア
上
部
か
ら
吹

き
だ
す
ミ
ス
ト
は
た
ま
て
箱
か
ら
吹
き
出
た
と

い
う
白
い
け
む
り
を
再
現
し
た
も
の
で
お
客
さ

ま
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
列
車
運
行
を
受
け
、
地
元
の
女

将
が
集
ま
っ
て
「
た
ま
て
箱
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
料
理
で
お

も
て
な
し
す

る
こ
と
で
一

致
協
力
し
た

こ
と
、
地
元

の
動
植
物
園

に
い
る
亀
が

土
日
を
中
心

に
指
宿
駅
で

お
客
さ
ま
を

お
出
迎
え
す
る
等
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同
い
た
だ
い

た
取
り
組
み
も
多
い
。

　

ま
た
、
列
車
運
行
を
旅
行
客
誘
致
の
機
会
と
と
ら
え
自

治
体
、
地
元
バ
ス
会
社
等
が
連
携
し
、
既
存
の
バ
ス
路
線

を
活
用
し
て
運
行
間
隔
の
調
整
や
本
数
を
大
幅
に
増
発
す

る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
が
便
利
に
利
用
で
き
る
よ
う
ダ

イ
ヤ
を
変
更
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
域
住
民
の
足
と
し
て

も
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
施
策
に
よ

り
バ
ス
路
線
を
自
由
に
乗
り
降
り
で
き
る
「
の
っ
た
り
お

り
た
り
マ
イ
プ
ラ
ン
バ
ス
」と
い
う
人
気
商
品
も
生
ま
れ
、

お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

地
元
の
方
々
に
伺
う
と
、
お
も
て
な
し
の
際
に
、
お
客

さ
ま
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
で
自
分
も
笑
顔
に
な
り
元
気
が

で
て
く
る
そ
う
だ
。
生
き
が
い
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
方
も
多
く
、
お
客
さ
ま
を
受
け
入
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と

と
も
に
、人
の
元
気
も
創
出
す
る
取
り
組
み
だ
と
い
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
Ｄ
＆
Ｓ
列
車

　

今
年
の
10
月
に
は
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
in

九
州
」
も
走
り
出
す
。
今
後
も
新
た
な
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」

を
運
行
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
弊
社
が
も
っ
と

も
重
視
し
た
い
の
は
や
は
り
地
元
の
盛
り
上
が
り
で
あ

る
。
沿
線
の
方
々
が
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し
よ
う
と

い
う
心
、
運
行
を
契
機
と
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
、
そ
の
よ
う
な
要
素
が
あ
っ
て
こ

そ
、「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
」
の
成
功
、
ひ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り

の
成
功
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
旅
行
し
て

い
た
だ
く
お
客
さ
ま
を
増
や
す
努
力
を
行
い
、
地
域
貢
献

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｄ＆Ｓ列車のネットワーク

指宿商業の高校生によるお茶のおもてなし。
毎週金曜日に指宿駅前で行われる
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は
じ
め
に

　

地
域
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
沿
線
に
お
け
る
人
口
の
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
高
速
道
路
の
延
伸
等
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
な
か
で
、
鉄
道
事
業
者
に
お
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
結
び
付
き
の
強
化
・
観
光
へ
の
取
り
組
み
等

の
利
用
促
進
策
や
合
理
化
な
ど
様
々
な
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
鉄
道
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
震
災
後
も
風
評
被
害
や
自
粛

ム
ー
ド
等
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
の
鉄
道
事
業
者
は
特
に

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
鉄
道
事
業
者
に
よ
っ
て
は

観
光
と
の
連
携
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
地
域
鉄
道
の
再
生
・

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
大
き
な
動
き
と
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
の
講
ず
る
べ
き
施
策
な
ど
を
検
討
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
で
は
観
光
庁
と
連
携
し
て
地
域

鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
等
研
究
会
を
平
成
24
年
度
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

Ⅰ　

地
域
鉄
道
の
現
状
等
に
つ
い
て

１　

地
域
鉄
道
の
範
囲
・
現
状

　

本
研
究
会
に
お
い
て
は
、
在
来
幹
線
鉄
道
、
都
市
鉄
道

等
に
該
当
す
る
鉄
道
路
線
以
外
の
地
域
に
根
ざ
し
た
鉄
道

路
線
を
地
域
鉄
道
と
し
て
位
置
付
け
研
究
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

地
域
鉄
道
は
、
主
に
通
勤
、
通
学
、
通
院
等
の
利
用
者

に
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
機
関
で
す
が
、
輸
送
人
員
は

年
々
減
少
、
経
営
状
況
は
地
域
鉄
道
事
業
者
92
社
中
約
８

割
（
平
成
23
年
度
実
績
）
の
事
業
者
が
経
常
赤
字
を
計
上

す
る
な
ど
地
域
鉄
道
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

２　

地
域
鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
の
必
要
性

　

地
域
に
鉄
道
輸
送
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
社
会
的
な

価
値
と
し
て
は
、
観
光
振
興
（
沿
線
観
光
地
へ
の
入
込
客

数
の
増
加
）、
地
域
商
店
街
の
活
性
化
（
駅
周
辺
の
商
店

街
に
お
け
る
賑
わ
い
の
向
上
）、
ま
ち
の
誇
ら
し
さ
（
地

域
の
知
名
度
の
向
上
）、
安
心
感
・
期
待
感
（
い
つ
で
も

鉄
道
を
利
用
で
き
る
と
い
う
安
心
感
・
期
待
感
）、
移
動

制
約
者
の
足
の
確
保
（
高
齢
者
等
の
移
動
制
約
者
の
足
の

確
保
）、
並
行
道
路
走
行
時
間
の
短
縮
（
自
動
車
交
通
の

減
少
に
伴
う
並
行
道
路
の
走
行
時
間
の
短
縮
）、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
効
果
（
自
動
車
交
通
の
減
少
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
削
減
効
果
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
価
値
を
有
す
る
地
域
鉄
道
は
、
通

勤
・
通
学
等
の
重
要
な
足
と
し
て
沿
線
地
域
の
人
々
の
く

ら
し
を
支
え
る
と
と
も
に
、
観
光
面
に
お
い
て
も
地
域
鉄

道
事
業
者
と
地
域
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
地
域
鉄
道

を
確
保
、
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
鉄
道
の
再
生
・

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

Ⅱ　

地
域
鉄
道
の
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値

　

地
域
鉄
道
の
「
観
光
資
源
」
と
し
て
の
価
値
は
、
大
き

く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
地
域
鉄
道
自
体

が
「
観
光
資
源
」
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
場
合
、
２
つ
目

は
別
の
観
光
資
源
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
体

と
し
て
「
観
光
資
源
」
と
な
る
場
合
で
す
。

　

前
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ト
ロ
ッ
コ
列
車
や
お
座
敷

列
車
等
と
い
っ
た
「
観
光
車
両
化
」、
観
桜
列
車
や
紅
葉

列
車
、
七
夕
列
車
と
い
っ
た
「
観
光
列
車
化
」、
そ
し
て

車
両
の
運
転
体
験
実
施
や
、
レ
ト
ロ
車
両
の
運
転
な
ど
の

「
鉄
道
資
源
活
用
」
が
あ
り
ま
す
。
車
両
等
の
改
善
や
沿

線
の
自
然
の
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
り
新
規
利
用

地
域
鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
の
た
め
に

―
沿
線
外
か
ら
の
乗
客
誘
致
で
経
営
安
定
を―

特集

国
土
交
通
省 

鉄
道
局 

鉄
道
事
業
課 

地
域
鉄
道
支
援
室

地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
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者
・
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
沿
線
地
域
全
体
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
実
施
や
、
沿
線
地
域
が
映
画
や
ド

ラ
マ
な
ど
の
撮
影
地
と
し
て
使
用
さ
れ
、
ロ
ケ
地
を
巡
る

観
光
客
が
利
用
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
沿
線
地
域

の
多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
行
い
、
魅
力
あ
る
観
光
の
舞

台
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
地
域
鉄
道
が
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
地
域
鉄
道
同
士
の
連
携
」
に
よ
り
、「
観
光
資
源
」

と
な
り
利
用
者
・
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
い
す
み
鉄
道
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
只
見
線
を
支
え
る

地
域
と
協
力
し
、
東
北
か
ら
雪
を
運
ん
で
い
す
み
鉄
道
で

雪
ま
つ
り
を
行
う
「
い
す
み
鉄
道
雪
ま
つ
り
」
で
只
見
線

の
写
真
展
を
行
う
な
ど
、
地
域
鉄
道
が
連
携
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
も
集
客
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

Ⅲ　

 

観
光
を
通
じ
た
地
域
鉄
道
の
再
生
・

活
性
化
モ
デ
ル
の
策
定

１　

地
域
鉄
道
の
類
型
化

　

地
域
鉄
道
を
経
営
環
境
や
経
営
状
況
に
基
づ
い
て
類
型

化
し
て
み
る
と
、
①
生
活
路
線
グ
ル
ー
プ
、
②
生
活
観
光

路
線
グ
ル
ー
プ
、
③
観
光
路
線
グ
ル
ー
プ
、
④
生
活
・
観

光
路
線
、
安
定
経
営
グ
ル
ー
プ
、
⑤
観
光
路
線
、
安
定
経

営
グ
ル
ー
プ
、
⑥
経
営
安
定
化
資
源
潤
沢
グ
ル
ー
プ
の
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２ 

再
生
・
活
性
化
パ
タ
ー
ン
別
の
事
例
調
査
・
分
析

　

経
営
環
境
・
経
営
状
況
に
基
づ
く
類
型
と
再
生
・
活
性

化
戦
略
の
類
型
を
事
業
者
ご
と
に
当
て
は
め
て
整
理
し
、

併
せ
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
過
去
５
年
間
の
営
業
収
支
率
と

そ
の
変
化
の
程
度
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
各
地
域
鉄

道
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
再
生
・
活
性
化
戦
略
を
取
る
こ

と
が
有
効
か
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

営
業
収
支
率
と
そ
の
変
化
率
の
数
値
か
ら
の
検
討
結
果

は
、
生
活
路
線
グ
ル
ー
プ
と
観
光
路
線
グ
ル
ー
プ
の
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
厳
し
い
経
営

環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

こ
の
２
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
事
業
者

で
あ
っ
て
も
、
営
業
収
支
の
減
少
幅
が

比
較
的
小
さ
い
又
は
上
昇
し
て
い
る
事

業
者
も
み
ら
れ
、
再
生
・
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
方
法
に
よ
っ
て
は
経
営

安
定
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
分

析
結
果
と
し
て
判
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
生
活
路
線
グ
ル
ー
プ
と

観
光
路
線
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
モ
デ
ル

事
業
に
よ
る
経
営
安
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

 

地
域
鉄
道
の
モ
デ
ル
事
業
等
を
策

定
す
る
意
義
、
必
要
性

（
１
） 

地
域
鉄
道
の
社
会
的
価
値
の
検

証

　

地
域
鉄
道
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て

は
、
平
成
20
年
に
開
催
さ
れ
た
交
通
政

策
審
議
会
に
お
い
て
「
移
動
時
間
の
短

縮
、
移
動
時
間
の
節
減
」
や
「
観
光
振

興
」
な
ど
の
８
つ
の
評
価
項
目
（
例
）

を
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
研
究
会
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
評

価
項
目
（
例
）
等
を
参
考
に
社
会
的
価
値
と
そ
れ
に
寄
与

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、最
も
大
き
な
社
会
的
価
値
は「
移

動
制
約
者
の
足
の
確
保
」
で
あ
り
、
公
共
交
通
機
関
と
し

て
必
要
な
役
割
が
地
域
鉄
道
の
一
番
の
社
会
的
価
値
で
あ

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

社
会
的
価
値
の
評
価
項
目
の
う
ち
、「
移
動
時
間
の
短

表１　経営環境や経営状況に基づき類型化した地域鉄道のグループ

グループ名 内　　　容

①生活路線グループ
　（23事業者）
　例： 上毛電気鉄道、くま川鉄道

定期利用者の割合が多く、利用者のほとんどが生
活の足として鉄道を利用している事業者である。
比較的路線延長が長く、大規模な都市が沿線に存
在しない傾向がある。

②生活・観光路線グループ
　（22事業者）
　例：長良川鉄道、錦川鉄道

沿線に有する観光資源のPRや観光事業の展開等に
より、生活路線・観光路線の両方の性格を有する
鉄道事業者である。

③観光路線グループ
　（８事業者）
　例：津軽鉄道、わたらせ渓谷鐵道

観光路線としての特徴が色濃く、他の事業者に比
べて定期利用者の割合が低い。沿岸部や山間など、
自然的な観光資源を有する路線が多い傾向がある。

④生活・観光路線、安定経営グループ
　（23事業者）
　例：近江鉄道、土佐電気鉄道

各地方の主要都市が近隣に立地していることが多
く、生活路線としても観光路線としても利用され
ている鉄道路線。

⑤観光路線、安定経営グループ
　（５事業者）
　例：黒部渓谷鉄道、智頭急行

観光を目的に利用する利用者の割合が多く、観光
路線としての性格を有するとともに、都市間交通
の役割を担う事業者が多い。沿線に著名な観光地
を有し、規模の大きな都市に近い傾向がある。

⑥経営安定化資源潤沢グループ
　（10事業者）
　例：富士急行、広島電鉄

近隣に規模の大きい都市が立地、有名な観光地・
観光施設が立地、都市間移動の要となっていると
いった環境により、収益を安定的に確保できる資
源を有している事業者。

詳しい事業者の分類については以下のアドレスの資料のうち、４ページ参照
http://www.mlit.go.jp/common/000991952.pdf
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縮
」
や
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
乗
降

者
数
等
か
ら
そ
の
価
値
を
定
量
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
定
量
化
し
た
価
値
と
費
用
を
比
較
す
る
こ

と
で
、
費
用
対
効
果
（
Ｂ
／
Ｃ
）
が
算
定
さ
れ
、
そ
の
鉄

道
の
社
会
的
価
値
を
数
値
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

そ
の
他
、
商
店
街
の
活
性
化
や
ま
ち
の
誇
ら
し
さ
な
ど

の
社
会
的
価
値
の
評
価
項
目
（
例
）
に
つ
い
て
も
、
事
業

者
に
よ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
元
産
品
を
使
っ
た
グ
ッ

ズ
・
弁
当
の
売
り
上
げ
増
加
や
メ
デ
ィ
ア
掲
載
回
数
の
増

加
と
い
っ
た
効
果
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
鉄

道
が
も
た
ら
す
社

会
的
価
値
の
存
在

を
地
域
と
共
有

し
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
活
性
化

を
目
指
す
と
い
う

合
意
形
成
を
図

り
、
鉄
道
を
み
ん

な
で
守
ろ
う
と
い

う
機
運
を
高
め
て

い
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

（
２
） 

モ
デ
ル
事

業
の
実
施

方
法
等

　

今
後
、
生
活
路

線
グ
ル
ー
プ
や
観

光
路
線
グ
ル
ー
プ

と
い
っ
た
経
営
環
境
が
厳
し
い
地
域
鉄
道
事
業
者
が
、
自

治
体
等
と
連
携
し
て
実
証
実
験
的
な
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
地
域
に

も
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
事

業
は
、
学
識
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
な
が
ら
１
年
程
度
実
施
し
、
そ
の
成

果
検
証
・
成
功
要
因
・
改
善
点
の
分
析
等
を
そ
の
後
に
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
地
域
鉄

道
事
業
者
に
、
後
述
し
て
い
る
モ
デ
ル
事
業
の
方
向
性
を

勘
案
し
た
上
で
ご
応
募
い
た
だ
き
、
そ
の
事
業
に
対
し
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
そ
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
地
域

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
事
業
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

４　

 

モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
経
営
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み

（
１
） 

生
活
路
線
グ
ル
ー
プ

　

生
活
路
線
グ
ル
ー
プ
と
は
、
定
期
利
用
者
の
割
合
が
多

く
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活
の
足
と
し
て
鉄
道
を
利

用
し
て
い
る
事
業
者
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
比
較
的
路
線
延

長
が
長
く
、
大
規
模
な
都
市
が
沿
線
に
存
在
し
な
い
場
合

が
多
く
、
く
ま
川
鉄
道
や
上
毛
電
気
鉄
道
等
が
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
課
題
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど
日
常
利

用
者
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上
、
移
動
手
段
と
し
て
自
動

車
を
使
う
地
域
住
民
に
対
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
移

動
手
段
以
外
の
鉄
道
利
用
需
要
、
独
自
性
・
地
域
性
の
あ

る
観
光
資
源
の
発
掘
・
創
出
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
経
営
改
善
・
安

定
化
に
必
要
な
モ
デ
ル
事
業
は
、
以
下
の
３
点
の
方
向
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
日
常
利
用
者
に
向
け
た
利
便
性
の
向
上

　

乗
継
交
通
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
手
段
の
確
保
や

需
要
に
合
わ
せ
た
乗
車
券
・
定
期
券
の
販
売
な
ど
、
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
者
の
需
要
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
え
る
社
内
体
制
や

他
団
体
と
の
連
携
体
制
の
構
築
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

②
移
動
手
段
以
外
の
鉄
道
乗
車
の
目
的
化

　

沿
線
地
域
を
散
策
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
開
催
や
、
ビ
ー
ル
列
車
な
ど
の
鉄
道
車
内
の
新
た
な
利

表２　 地域に鉄道輸送が存在することによる便益の評価項目（例）

※出典： 交通政策審議会 陸上交通分科会 鉄道部会　第５回 ネットワーク・
サービス小委員会 資料（平成20 年１月開催）
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用
方
法
等
、
移
動
手
段
だ
け
で
は
な
い
鉄
道
を
使
っ
た
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
根
付
か
せ
る
た
め
に

は
、
自
治
会
な
ど
を
通
し
た
積
極
的
な
地
域
に
対
す
る
情

報
発
信
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
交
流
人
口
の
拡
大

　

営
業
収
支
率
の
値
を
比
較
す
る
と
、
生
活
路
線
グ
ル
ー

プ
は
、
他
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
観
光
路
線
を
有
す
る
他
の
事
業
者
の

取
り
組
み
等
を
参
考
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

日
常
的
な
風
景
や
も
の
が
観
光
資
源
と
な
り
得
る
こ
と

を
理
解
し
、
新
た
な
観
光
資
源
を
発
掘
・
創
出
し
、
そ
れ

を
活
用
し
た
独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
及
び
広
報
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
２
） 

観
光
路
線
グ
ル
ー
プ

　

観
光
路
線
グ
ル
ー
プ
と
は
、
観
光
路
線
と
し
て
の
特
徴

が
色
濃
く
、
他
の
事
業
者
に
比
べ
て
定
期
利
用
者
の
割
合

が
低
い
事
業
者
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。沿
岸
部
や
山
間
な
ど
、

自
然
的
な
観
光
資
源
を
有
す
る
路
線
が
多
い
傾
向
に
あ

り
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
や
大
井
川
鐵
道
等
が
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
課
題
は
、
沿
線
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
観
光
資
源
を
活
用
し
た

独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
の
実
施
、
観
光
に
関
わ
る
取
り

組
み
と
併
せ
た
広
報
活
動
の
強
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
経
営
改
善
・
安

定
化
に
必
要
な
モ
デ
ル
事
業
は
、
以
下
の
３
点
の
方
向
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

① 

他
者
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
話
題
性
の
創
出

　

観
光
列
車
の
導
入
や
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
、
沿
線
の

特
徴
を
活
か
し
、
他
者
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
取
り
組
み

を
実
施
す
る
こ
と
で
話
題
性
を
創
出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、冬
期
の
閑
散
期
の
乗
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

ス
ト
ー
ブ
列
車
や
豪
雪
列
車
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
話
題
を
集
め
る
こ
と
で
、
紅
葉
な
ど
の

景
観
の
良
い
時
期
だ
け
に
来
て
い
た
観
光
客
数
を
平
準
化

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
季

候
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
経
営
を
図
る
こ
と
も
可
能

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

② 

地
産
品
を
活
用
し
た
物
販
や
、
地
域
の
観
光
施
設
等
と

協
働
し
た
取
り
組
み
の
充
実

　

他
者
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
も
な

り
ま
す
が
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
の
「
や
ま
と
弁
当
」
や

い
す
み
鉄
道
の
「
け
む
り
饅
頭
」
な
ど
、
沿
線
の
地
産
品

を
活
用
し
た
グ
ッ
ズ
や
土
産
物
等
を
開
発
・
販
売
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
知
名
度
の
向
上
と
と
も
に
交
流
人
口
の
拡

大
や
経
営
の
安
定
化
に
寄
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
・
宿
泊
・
飲
食
・
商
業
施
設
等
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
観
光
客
が
ス
ム
ー
ズ
に
旅
行
を
楽
し
め
る
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鉄

道
を
含
め
た
地
域
全
体
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
る
知
名
度
の
向
上

　

上
記
２
点
に
よ
る
話
題
性
の
創
出
に
併
せ
て
、
積
極
的

な
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
回
数
を
増
や
し
、
地
域
と
協
働
し
て
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
事
業
者
の
双
方
の
知

名
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
活
路
線
グ
ル
ー
プ
と
観
光
路
線
グ

ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
上

記
に
示
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
方
向
性
等
に
基
づ
き
、
そ
の

改
善
を
図
る
よ
う
に
国
と
し
て
も
支
援
を
し
て
参
り
ま

す
。

お
わ
り
に

　

地
域
鉄
道
は
住
民
の
足
で
あ
り
、
ま
ち
の
魅
力
の
ひ
と

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
維
持
や
管
理

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
維
持
・

存
続
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
マ
ク
ラ
ギ
オ
ー
ナ
ー
な
ど
の
経
営
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
が
全
国
各
地
の
地
域
鉄
道
事
業
者
で
行
わ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
者
の
努
力
だ
け
で
は
、
沿
線

人
口
の
減
少
等
の
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
多
く
の
地
域

鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
沿
線
外
か
ら
乗
客
を
誘
致
す
る
取
り
組
み
の

必
要
性
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
等
研
究
会
で
は
、
地
域
鉄

道
事
業
者
の
経
営
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

再
生
・
活
性
化
に
必
要
な
モ
デ
ル
事
業
を
示
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
住
民
の
潜
在
需
要
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、
国
や
地
方

公
共
団
体
に
よ
る
行
政
面
か
ら
の
取
り
組
み
以
外
に
も
地

域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
存
在
も
欠
か
す
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
今
後
の
地
域
鉄

道
の
再
生
・
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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今
ま
で
の
ロ
ー
カ
ル
線

　

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
と
い
う

と
国
鉄
民
営
化
以
前
の
時
代
、
今
か
ら
40
年
近
く
前
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
押
さ
れ
、

田
舎
の
人
た
ち
が
鉄
道
に
乗
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
国

鉄
が
大
幅
な
赤
字
を
抱
え
、
そ
の
赤
字
の
象
徴
と
さ
れ
た

ロ
ー
カ
ル
線
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
廃
止
し
て
バ
ス
に
転

換
す
る
こ
と
が
国
を
挙
げ
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
が
昭
和
50
年
代
で
す
。

　

当
時
は
今
よ
り
も
都
会
の
電
車
は
混
ん
で
い
て
「
痛
勤

酷
電
」
な
ど
と
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
都
会
に

住
む
人
た
ち
は
「
俺
た
ち
が
こ
ん
な
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
通
勤
し
て
い
る
の
は
、
都
会
の
黒
字
で
ロ
ー
カ
ル
線
の

赤
字
の
穴
埋
め
を
す
る
た
め
だ
。
そ
れ
な
の
に
田
舎
の
人

た
ち
は
乗
り
も
し
な
い
の
に
廃
止
に
反
対
す
る
な
ん
て
け

し
か
ら
ん
」
と
い
う
論
調
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
主
流
で

し
た
。

　

ま
し
て
、
国
鉄
が
線
路
を
廃
止
し
て
バ
ス
転
換
す
る
か

ど
う
か
の
基
準
を
1
日
あ
た
り
の
乗
客
の
数
で
ハ
ー
ド
ル

を
設
け
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
抱
え
る
地

域
で
は
一
斉
に
「
乗
っ
て
残
そ
う
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
元
の
人
た
ち
が
用
も
な
い
の
に
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗

る
運
動
が
始
ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
で
す
が
、
日
常
的
に
車

社
会
が
進
ん
だ
中
で
鉄
道
に
乗
る
と
い
う
「
乗
っ
て
残
そ

う
運
動
」
に
は
ど
う
し
て
も
無
理
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
な

か
な
か
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、結
果
と
し
て「
乗
っ

て
残
そ
う
運
動
」
で
残
っ
た
ロ
ー
カ
ル
線
は
過
去
40
年
間

に
皆
無
と
い
う
事
実
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
過
去
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
と
い
う
の
は
日
本
の
地
方
行
政
の
中
で
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
て
き
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
解
決
し
な

い
難
問
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
難
し
い
問

題
だ
か
ら
、
誰
が
や
っ
て
も
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
実
は
違
っ
て
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
と
い
う
の
は
「
乗
っ
て
残
そ
う
運
動
」
の
よ
う
に
、

何
十
年
も
同
じ
方
法
で
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
原
因
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
（
社
長
）
就

任
当
初
に
地
元
の
皆
様
方
に
「
無
理
し
て
乗
ら
な
く
て
も

よ
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
み
た
の
で
す
。

　

40
年
以
上
や
っ
て
き
て
そ
の
方
法
で
解
決
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
違
う
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
違
う
結

果
が
出
な
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
、
こ
れ
が
、「
乗
っ

て
残
そ
う
運
動
」
で
は
な
く
、「
無
理
し
て
乗
ら
な
く
て

も
よ
い
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
な
わ
け
で
す
。

廃
れ
て
し
ま
っ
た
地
域

　

ロ
ー
カ
ル
線
を
抱
え
る
地
域
の
人
た
ち
が
用
も
な
い
の

に
列
車
に
乗
っ
て
乗
車
カ
ウ
ン
ト
を
増
や
す
「
乗
っ
て
残

そ
う
運
動
」
を
伝
統
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
地
域
に

や
っ
て
き
た
よ
そ
者
社
長
が
、「
無
理
し
て
乗
ら
な
く
て

も
よ
い
で
す
よ
」
と
言
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
地
元
で
は

大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
前
は
立
て
直
し
に
来
た
の
だ
ろ
う
」「
俺
た
ち
が
無

理
し
て
乗
っ
て
い
る
の
に
、
ふ
ざ
け
る
な
」
と
、
こ
う
い

う
具
合
で
す
。
で
も
、
過
去
40
年
間
そ
の
や
り
方
で
間
違

い
な
く
ロ
ー
カ
ル
線
は
廃
止
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か

ら
、
や
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

私
は
地
域
の
皆
様
方
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。「
乗
ら
な
く

て
も
よ
い
け
れ
ど
残
し
た
い
で
す
か
？
」
と
。
す
る
と
、

全
員
の
人
た
ち
が
、
乗
ら
な
く
て
も
よ
く
て
、
そ
れ
で
も

残
せ
る
の
な
ら
残
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

赤
字
の
垂
れ
流
し
は
困
る
け
ど
、
何
と
か
な
る
の
な
ら

残
し
た
い
と
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
実

は
郷
土
愛
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
の
は
戦
前
か
ら
走
っ
て
い
ま
す
か

ら
す
っ
か
り
田
舎
の
風
景
の
一
部
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

風
景
を
守
り
た
い
と
い
う
こ
と
は
郷
土
愛
な
わ
け
で
す
。

新
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
使
い
方
を

―
鉄
道
存
続
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に―
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で
も
、
日
本
で
は
国
鉄
時
代
か
ら
「
乗
り
も
し
な
い
の
に

残
し
た
い
と
い
う
の
は
田
舎
の
人
間
の
エ
ゴ
だ
」
と
都
会

の
上
か
ら
目
線
で
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
地
元
の
人

た
ち
が
素
直
に
残
し
た
い
と
言
え
な
い
土
壌
が
出
来
上

が
っ
て
い
る
。
過
去
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
田
舎
の
人
た

ち
が
自
分
た
ち
の
素
直
な
気
持
ち
、す
な
わ
ち
「
郷
土
愛
」

を
口
に
出
し
て
言
え
な
い
政
治
が
行
わ
れ
て
き
た
。
も
し

か
し
た
ら
こ
れ
が
今
日
全
国
的
に
み
ら
れ
る
地
方
の
疲
弊

の
原
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
っ
た
ら
、
田
舎
の
人
た

ち
が
、
自
分
た
ち
の
田
舎
の
風
景
を
守
り
た
い
と
堂
々
と

言
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
鉄
道
も
大
切
に
さ
れ
る
し
、
田

舎
も
元
気
を
取
り
戻
す
の
で
は
な
い
か
。
私
は
そ
う
確
信

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
に
元
気
を

呼
び
戻
す
こ
と
が
ロ
ー
カ
ル
線
の
使
命
だ
と
考
え
た
の
で

す
。

　

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
の
は
、
建
設
さ
れ
た
当
初
は
学
校

や
職
場
、
買
い
物
、
そ
し
て
都
会
へ
行
く
た
め
に
利
用
す

る
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま
し
た
。
石
炭
や
木
材
な
ど
の
産

品
を
運
び
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
建
設
さ
れ
た
当
初
の
使
命
は
ほ

と
ん
ど
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
せ
っ
か

く
ロ
ー
カ
ル
線
が
あ
る
の
だ
か
ら
何
と
か
別
の
利
用
方
法

を
考
え
て
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
鉄
道
を
廃
止

に
し
な
い
で
済
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
地
域

だ
っ
て
活
性
化
す
る
わ
け
で
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
せ
っ
か
く
ロ
ー
カ
ル
線
が
あ
る
の
に
、

何
の
利
用
方
法
も
考
え
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
簡
単
に
廃

止
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
地
域
が
活
性
化
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
く
、
現
に
ロ
ー
カ
ル
線
を
廃
止
に
し
て
し
ま
っ

た
地
域
は
、
ど
ん
ど
ん
廃
れ
て
行
く
と
い
う
の
が
過
去
の

結
果
と
し
て
全
国
で
み
ら
れ
る
の
で
す
。「
今
あ
る
も
の

を
ど
う
や
っ
て
活
用
す
る
か
」
が
今
の
時
代
の
活
性
化
の

カ
ギ
で
す
。

「
み
ん
な
の
笑
顔
を
乗
せ
て
」、

新
し
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
使
い
方

　

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
の
は
建
設
さ
れ
た
当
初
の
目
的
は

す
で
に
終
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。で
も
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
簡
単
に
捨
て
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
日
本
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
る
た

め
に
全
国
津
々
浦
々
に
敷
設
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
線
が
ど
の

よ
う
に
活
躍
し
、
貢
献
し
て
き
た
の
か
を
検
証
し
、
そ
の

功
績
を
正
し
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ロ
ー
カ
ル
線

を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
そ
の
地
域
、
地
域
に
合
っ
た
新
し
い
使
い
方
を

見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
は
、
い
す
み
鉄
道
で
は
都
会
か
ら
の
距
離
や
地
域
産

物
な
ど
の
特
性
を
考
え
て
、
観
光
列
車
が
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
ま
し
た
。
容
易
に
日
帰
り
旅
が
で
き
る
地
域
に
多
く

の
皆
様
方
に
い
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
も
活
性

化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　

ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
の
は
そ
の
名
前
が
示
す
よ
う
に

「
地
域
の
鉄
道
」
で
す
。
私
は
地
域
の
皆
様
方
に
、「
い
す

み
鉄
道
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

で
も
、
利
用
す
る
と
い
っ
て
も
、
目
的
地
へ
行
く
た
め
に

乗
る
と
い
う
本
来
の
需
要
で
は
な
く
、
い
す
み
鉄
道
へ
い

ら
し
て
い
た
だ
い
た
観
光
客
に
お
土
産
物
を
販
売
し
た
り

食
事
を
提
供
し
た
り
、
自
分
た
ち
の
商
売
に
利
用
す
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
い
す
み
鉄
道
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
線
の
情
報
発
信
力

を
高
め
、
地
域
に
人
を
呼
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
と
ら
え
、
地

域
の
広
告
塔
と
し
て
い
す
み
鉄
道
沿
線
地
域
を
全
国
区
に

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
地
域
の
皆
様
方
も
ロ
ー
カ
ル
線

を
そ
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、「
乗
ら
な
く
な
っ

た
か
ら
捨
て
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
す
み
鉄
道
と
沿
線
地
域
が
そ
の
一
例
を
示
す
こ
と

で
、「
な
ん
だ
、
あ
あ
や
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
線
を
抱
え
る
地
域
の
皆
様
方
が
気
づ
い
て
、
そ
の
結

果
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
線
が
一
つ
で
も
減
れ
ば

日
本
は
地
方
か
ら
元
気
に
な
る
。

　

観
光
鉄
道
に
乗
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
お
客
様
の
笑
顔

と
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
一
つ
に
な
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
新
し
い
道
が
開
け
る
と
い
う
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の

皆
様
方
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
い
す
み
鉄
道
と
い
う

ロ
ー
カ
ル
線
が
「
ロ
ー
カ
ル
」
に
留
ま
ら
ず
全
国
区
に
な

る
。
そ
れ
が
い
す
み
鉄
道
が
現
在
進
め
て
い
る
地
域
鉄
道

を
使
っ
た
地
域
の
活
性
化
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

千葉県の房総半島を走るいすみ鉄道の列車。同社では
鳥塚社長の下、様々な経営改善策が進められている
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は
じ
め
に

―

本
国
際
会
議
の
特
徴

　

５
月
29
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
、
世

界
農
業
遺
産
国
際
会
議
（
主
催
：
国
連
食

糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、
農
林
水
産
省
、

石
川
県
、
能
登
地
域
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協

議
会
、
共
催
：
佐
渡
市
）
が
、
石
川
県
七

尾
市
の
和
倉
温
泉
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　

こ
の
国
際
会
議
は
こ
れ
ま
で
に
３
回
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
開
催
は
、
日

本
で
初
め
て
、
首
都
以
外
で
初
め
て
、
認

定
地
域
で
初
め
て
で
あ
り
、
過
去
最
高
の

約
６
０
０
名
（
う
ち
、
海
外
20
カ
国
、
約

１
０
０
名
）
の
参
加
を
得
た
。
今
回
の
会

議
で
は
、
国
際
機
関
や
各
国
政
府
の
政
策

担
当
者
が
参
加
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
初
め
て
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
学
術
的
な
成
果
の
発
表

に
と
ど
ま
ら
な
い
政
策
へ
の
実
効
が
期
待

さ
れ
る
内
容
に
発
展
し
た
。

開
催
の
経
緯

１
、世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」

　

世
界
農
業
遺
産
は
、
近
代
化
の
中
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
、
そ
の
土
地
の
環
境
を
生

か
し
た
伝
統
的
な
農
業
・
農
法
、
生
物
多

様
性
が
守
ら
れ
た
土
地
利
用
、農
村
文
化
・

農
村
景
観
な
ど
を
「
地
域
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
一
体
的
に
維
持
保
全
し
、
次
世
代
へ

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
２

０
０
２
年
に
開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。

　

能
登
で
は
棚
田
や
海
女
漁
な
ど
伝
統
的

な
農
林
漁
法
や
、
農
耕
儀
礼
「
あ
え
の
こ

と
」
な
ど
農
林
水
産
業
に
密
接
に
結
び
つ

い
た
文
化
や
祭
礼
が
各
地
で
継
承
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
過
疎
や
高
齢
化
に
よ
る

里
山
里
海
の
荒
廃
は
能
登
も
決
し
て
例
外

で
は
な
く
、
石
川
県
は
「
能
登
野
菜
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」

に
よ
る
人
工
林
の
整
備
、
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
制
度
な
ど
、
里
山
里
海
に
新
た
な
価

値
を
創
造
し
、
地
域
社
会
の
維
持
と
生
物

多
様
性
の
保
全
に
つ
な
げ
る
「
元
気
な
里

山
里
海
づ
く
り
」
を
戦
略
的
に
行
っ
て
き

た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
世
界
農
業
遺
産

の
目
的
に
通
じ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
、
２

０
１
１
年
６
月
に
日
本
で
初
め
て
、
新
潟

県
佐
渡
市
の
「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の

里
山
」
と
と
も
に
「
能
登
の
里
山
里
海
」

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

２
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
取
り
組
み

　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
よ
り
石

川
県
は
「
元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り
」
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。
本
県
と
能
登
の
４
市

４
町
及
び
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
世
界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
」
を

設
立
し
、
認
定
を
生
か
す
体
制
を
整
え
、

「
い
し
か
わ
里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
」
の
運

用
益
に
よ
る
里
山
里
海
地
域
で
の
生
業
の

創
出
支
援
、「
い
し
か
わ
里
山
ポ
イ
ン
ト

制
度
」
に
よ
る
里
山
保
全
活
動
へ
の
参
画

促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
能
登
の
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
低
減
し
付
加

価
値
を
高
め
た
「
能
登
棚
田
米
」
や
「
能

登
米
」
の
生
産
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域

主
体
の
農
業
振
興
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
農
業
遺
産
の
理
念
や
価
値
は
農
業
だ

け
で
な
く
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
全
面
的
に

協
力
し
た
「
能
登
ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
イ
ブ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

観
光
な
ど
他
の
産
業
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
未
来
志
向
の
取
り
組
み
が

Ｆ
Ａ
Ｏ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
世
界
農
業

遺
産
国
際
会
議
の
本
県
で
の
開
催
が
実
現

し
た
。国

際
会
議
の
主
な
内
容

１
、
新
た
な
世
界
農
業
遺
産
の
認
定

　

新
た
な
世
界
農
業
遺
産
と
し
て
、
静
岡

県
の
「
静
岡
の
茶ち

ゃ

草ぐ
さ

場ば

農
法
」、
熊
本
県

の
「
阿
蘇
の
草
原
と
持
続
的
農
業
」、
大

分
県
の
「
国く
に

東さ
き

半
島
宇
佐
の
農
林
漁
業
循

環
シ
ス
テ
ム
」
を
含
む
３
カ
国
６
地
域
が

認
定
さ
れ
、
認
定
地
域
は
計
11
カ
国
25
地

域
（
う
ち
日
本
は
５
地
域
）
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
３
地
域
に
つ
い
て
は
、
各
県
の

知
事
が
自
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
な
ど
、
認
定
へ
の
強
い
意
気
込
み
と
世

界
農
業
遺
産
の
価
値
の
高
ま
り
を
感
じ
さ

せ
た
。

　

認
定
を
受
け
て
谷
本
石
川
県
知
事
、
蒲

島
熊
本
県
知
事
、
広
瀬
大
分
県
知
事
、
静

地域
TOPICS
トピックス

石
川
県
で
世
界
農
業
遺
産
国
際
会
議
を
開
催

〜
静
岡
、
熊
本
、
大
分
の
３
地
域
も
認
定
〜

石
川
県
環
境
部
里
山
創
成
室 

主
事　

●　

宮
川
泰
生
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岡
県
知
事
代
理
の
松
井
掛
川
市
長
に
よ
る

４
県
知
事
懇
談
会
が
開
か
れ
、「
世
界
農

業
遺
産
認
定
県
連
絡
会
議
（
仮
称
）」
で

の
連
携
と
情
報
交
換
を
進
め
る
こ
と
に
合

意
し
た
。

２
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
会
に
あ

た
り
シ
ル
バ
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
長
、
加
治
屋

農
林
水
産
副
大
臣
、
谷
本
知
事
が
あ
い
さ

つ
し
、
加
治
屋
副
大
臣
は
世
界
農
業
遺
産

の
価
値
を
国
際
的
に
普
及
発
展
さ
せ
る
積

極
的
な
貢
献
を
表
明
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
持

続
可
能
な
世
界
に
向
け
た
世
界
農
業
遺
産

の
貢
献
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
さ
れ
、

「
能
登
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、
今
回

の
会
議
が
先
進
国
の
認
定
地
域
で
初
め
て

の
開
催
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
留
意
す
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
①
世
界
の
食
料
安
全

保
障
及
び
経
済
発
展
へ
の
貢
献
を
促
進
す

る
た
め
の
継
続
的
な
世
界
農
業
遺
産
の
認

定
、
②
現
場
で
の
事
業
や
取
り
組
み
促
進

と
世
界
農
業
遺
産
の
適
切
な
利
用
・
保
全
、

③
先
進
国
と
途
上
国
の
認
定
地
域
の
連
携

の
促
進―

な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。

３
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

シ
ル
バ
事
務
局
長
が
世
界
農
業
遺
産
の

意
義
に
つ
い
て
講
演
し
、
谷
本
知
事
は
本

県
の
取
り
組
み
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、「
能
登
の
里
山
里
海
」
の
認

定
地
域
が
宝
達
志
水
町
ま
で
拡
大
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
七
尾
市
出
身
の
世
界
的
な

パ
テ
ィ
シ
エ
で
あ
る
辻
口
博
啓
氏
や
、「
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
村
」
な
ど
の
企
画
を
手
掛
け
た
日

本
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
今
村
司
氏

ら
が
、
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
や
活
用
を

通
し
た
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
提
言
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

４
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　

世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
の
能
登
と
佐

渡
の
魅
力
を
直
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
能
登
５
コ
ー
ス
と
佐
渡
コ
ー
ス
が
実

施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
田
植
え
や
塩
水
ま

き
な
ど
の
体
験
を
は
じ
め
、
輪
島
塗
や
能

登
上
布
な
ど
の
伝
統
工
芸
、
環
境
保
全
型

農
業
や
カ
キ
養
殖
な
ど
を
見
学
し
、
様
々

な
地
域
資
源
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。認

定
県
が
連
携
し
、
相
乗
効
果
を

　

今
回
の
会
議
で
は「
能
登
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」

を
は
じ
め
と
す
る
成
果
が
生
ま
れ
、
国
連

を
は
じ
め
関
係
国
の
農
業
振
興
や
地
域
活

性
化
な
ど
の
政
策
に
反
映

さ
れ
、
世
界
農
業
遺
産
の

価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　

国
内
で
新
た
に
認
定
さ

れ
た
地
域
と
は
今
後
、「
世

界
農
業
遺
産
認
定
県
連
絡

会
議
（
仮
称
）」
に
お
い

て
連
携
を
進
め
、
相
乗
効

果
を
発
揮
し
、
認
定
効
果

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
本
県

は
日
本
で
初
め
て
認
定
を

受
け
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
活
動
を
牽
引
し
た

い
。

静岡など新たな世界農業遺産地域の認定式

ハイレベルセッションでのパネルディスカッションの様子

記念シンポジウムでの谷本石川県知事プレゼンテーション
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は
じ
め
に

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
翼
を
広
げ
る
と
2

メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
水
辺
に
生
息
す
る
日

本
最
大
級
の
大
型
の
鳥
類
で
あ
る
。
か
つ

て
は
日
本
各
地
に
生
息
し
、
田
ん
ぼ
な
ど

に
生
息
す
る
魚
類
や
小
動
物
を
餌
と
し
、

里
山
の
松
の
木
な
ど
に
巣
を
か
け
る
な

ど
、
人
間
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
里
の
鳥

で
あ
っ
た
。
だ
が
乱
獲
、生
息
地
の
消
失
、

農
薬
な
ど
に
よ
る
汚
染
、
遺
伝
的
多
様
性

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
１
９
７
１
年
に
兵

庫
県
北
東
部
の
豊
岡
市
で
最
後
の
一
羽
が

死
亡
し
、
野
生
下
で
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
１
９
６
５
年
か
ら
の
人
工
飼
育
等
の

努
力
が
実
り
、
絶
滅
か
ら
34
年
た
っ
た
２

０
０
５
年
、
最
後
の
生
息
地
と
な
っ
た
豊

岡
市
で
飼
育
下
で
繁
殖
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
放
鳥
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を

め
ざ
す
「
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

進
行
し
て
い
る
。

　
「
豊
岡
市
環
境
経
済
戦
略
」
が
定
め
ら

れ
る
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
軸
に
人
と
自

然
の
共
生
を
目
指
す
総
合
的
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
豊
岡
市
の
経
験
か

ら
、
生
物
多
様
性
保
全
と
地
域
再
生
の
両

立
の
実
践
を
学
ぶ
べ
く
、
地
域
再
生
実
践

塾
を
開
講
し
た
。

ま
ず
は
座
学
か
ら
：
１
日
目
の
講
義

　

私
か
ら
は
総
論
・
問
題
の
提
起
を
お
こ

な
っ
た
。
里
の
鳥
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

絶
滅
し
た
の
は
、
人
間
と
自
然
の
関
係
の

変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
野
生
に
戻
す
こ
と
は
人
間
と
自
然
の
関

係
を
創
り
直
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
野

生
復
帰
と
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
軸
に
自
然
と

人
間
の
生
活
の
相
互
作
用
を
再
生
し
よ
う

と
す
る
総
合
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
自

然
保
護
か
地
域
活
性
化
か
と
い
う
二
項
対

立
を
乗
り
越
え
る
「
第
三
の
道
」
を
示
し

て
い
る
と
問
題
提
起
し
た
。

　

安
全
な
お
米
と
生
き
物
を
同
時
に
育
む

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
農
家
の
成
田
市
雄
氏
か
ら
、
生
物

多
様
性
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
る
農
法
の

思
想
と
技
術
に
つ
い
て
、
水
の
管
理
の
技

術
、
生
き
も
の
調
査
、
地
域
へ
の
広
げ
方

な
ど
の
具
体
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
米
を
食

べ
た
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
が
増
え
る
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
へ
の
共
感
が
広
が
っ
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。「
無
農
薬
の
田
ん

ぼ
は
濁
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
と
て

も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

豊
岡
市
環
境
経
済
課
係
長
の
若
森
洋
崇

氏
か
ら
、
よ
り
良
い
環
境
を
将
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
経
済
活
動
の
力
を
借
り
る

「
豊
岡
市
環
境
経
済
戦
略
」
が
報
告
さ
れ

た
。
環
境
経
済
認
定
事
業
、
環
境
創
造
型

農
業
、
大
交
流
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
と
い
う
具
体
的
な
政
策
の
紹
介
を
通
し

て
、
成
功
事
例
の
積
み
重
ね
と
事
業
者
と

の
対
話
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

但
馬
信
用
金
庫
業
務
部
次
長
の
宮
垣
健

生
氏
か
ら
は
、
地
域
固
有
の
文
脈
を
踏
ま

え
て
開
発
さ
れ
た
「
人
と
自
然
が
共
存
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
と
い
う
商
品
の
具
体

的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
地
元
の
金
融

機
関
と
し
て
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
向

け
た
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
経

験
か
ら
、
ど
ん
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
ど
ん

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
か
を
明
確
に
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
〝
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
長
〞
と
し
て

知
ら
れ
る
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
か
ら
、「
豊

岡
の
挑
戦
」
と
題
す
る
包
括
的
な
報
告
が

あ
っ
た
。
野
生
復
帰
の
た
め
に
は
有
機
農

業
、
自
然
再
生
、
環
境
教
育
、
環
境
経
済

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
野
生
復
帰

の
主
体
は
様
々
な
構
成
員
か
ら
な
る
「
豊

岡
」
と
い
う
地
域
そ
の
も
の
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
た
。
１
日
目
の
座
学
は
、「
人
間

に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
は
、
自
治
の
問
題
で
あ
る
」
と
の
中
貝

市
長
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

次
に
現
場
か
ら
：
２
日
目
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
観
察
か
ら
始
ま
っ
た
。

六
方
田
ん
ぼ
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
姿
を
確

認
、
三
江
小
学
校
の
人
工
巣
塔
で
成
長
中

の
ヒ
ナ
を
観
察
し
た
。
受
講
生
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
サ
ギ
を
き
ち
ん
と
識
別
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
25
年
度
第
１
回　
　

兵
庫
県
豊
岡
市

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所 

准
教
授　

●　

菊
地
直
樹

生
物
多
様
性
保
全
と
地
域
再
生

〜
環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る
ま
ち
〜

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
再
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
地
域
再
生
実
践
塾
」を
実
施
し
て
い
る
。本
号
で
は
今
年
度
第
１

回
と
な
る
兵
庫
県
豊
岡
市
で
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
、主
任
講
師
を
務
め
ら
れ
た
総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
の
菊
地
直
樹
准
教
授
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
支
援
課
）
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野
生
復
帰
の
拠
点
で
あ
る
「
兵
庫
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」
に
移
動
し
、
20

年
以
上
に
わ
た
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
飼
育

し
て
い
る
船
越
稔
主
任
飼
育
員
か
ら
コ
ウ

ノ
ト
リ
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た
。
ま
た

「
豊
岡
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
」
の
中

奥
政
明
館
長
か
ら
人
と
の
共
生
に
関
す
る

お
話
を
伺
っ
た
。

　

豊
岡
市
祥
雲
寺
地
区
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
営
農
組
合
」
の
稲
葉
哲
郎
組
合
長
か

ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
暮
ら
す
村
づ
く

り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
育
む
農
法

の
水
田
で
行
っ
た
生
き
も
の
調
査
で
は
、

子
ど
も
の
よ
う
に
水
田
で
生
き
も
の
を
探

す
受
講
生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
」へ
移
動
し
、地
元
の

食
材
で
作
ら
れ
た
料
理
に
舌
鼓
を
う
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
豊
岡
市
立
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ

の
戸
島
湿
地
」
へ
向
か
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

湿
地
ネ
ッ
ト
代
表
の
佐
竹
節
夫
氏
か
ら
市

民
の
立
場
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
こ
だ
わ
っ

た
活
動
に
関
す
る
お
話
を
伺
っ
た
。
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
視
点
か
ら
人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

共
生
を
問
い
直
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教

わ
っ
た
。

　

最
後
に
、
豊
岡
市
最
北
部
に
位
置
す
る

田
結
地
区
へ
移
動
し
、
地
元
の
女
性
グ

ル
ー
プ
「
案
ガ
ー
ル
ズ
」
の
案
内
に
よ
り
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
こ
と
に
よ
り
村

が
中
心
と
な
っ
て
放
棄
水
田
を
湿
地
と
し

て
再
生
す
る
活
動
を
学
ん
だ
。
素
晴
ら
し

い
環
境
に
み
な
さ
ん
感
動
し
て
い
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発
表
を
聞
い

て
：
３
日
目
の
総
括

　

受
講
生
は
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、２
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
た
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
経
済
活
動
そ
の
も

の
よ
り
も
野
生
復
帰
の
背
景
、
人
々
の
思

い
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
各
発
表
を
踏
ま
え
、
私
は
①
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
い
う
素
材
の
良
さ
、
②
豊
岡
と
い

う
地
域
性
、
③
継
続
性
、
④
持
続
性
、
⑤

境
界
が
な
い
取
り
組
み
、
⑥
地
域
資
源
の

見
せ
方
、⑦
ゴ
ー
ル
は
な
い
、と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
提
示
し
た
。

　

受
講
生
の
多
く
は
豊
岡
の
取
り
組
み
に

興
味
を
持
っ
た
と
思
う
が
、
ど
こ
の
地
域

に
で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
地
域
再
生
に
正
解
は
な
く
、
地
域
ご

と
に
異
な
っ
た
課
題
が
あ
る
。
豊
岡
の
成

果
を
参
考
に
す
る
に
し
て
も
、
成
果
だ
け

を
導
入
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
私
が
実
践

塾
で
最
も
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
野
生
復
帰
に
み
ら
れ
る
生
物
多
様

性
保
全
と
地
域
再
生
の「
方
法
論
」で
あ
っ

た
。

　

３
日
間
の
実
践
塾
で
豊
岡
か
ら
改
め
て

学
ん
だ
方
法
論
は
、
複
数
の
ゴ
ー
ル
を
考

え
る
こ
と
、
地
域
固
有
の
水
脈
を
掘
る
こ

と
、
地
域
の
文
脈
に
あ
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

化
を
す
る
こ
と
、
積
み
重
ね
と
試
行
錯
誤

を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。

　

豊
岡
で
の
実
践
塾
は
、
熱
意
あ
る
講
義

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
特
別
講
師
の
方
々
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
現
場
の
人
び
と
、
熱
心
に
参
加
し

た
受
講
生
た
ち
、
献
身
的
な
ス
タ
ッ
フ
の

お
か
げ
で
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
謹

ん
で
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

地域再生実践塾

フィールドワークの様子（田結湿地）

フィールドワークの様子（コウノトリの郷公園）

平成25年度第１回　地域再生実践塾の概要
＜日　程＞
第１日目　平成25年６月26日（水）
　Lecture 1　「総論・問題提起」
　　　　　　 主任講師：菊地　直樹　氏
　Lecture 2　「豊岡の“環境創造型”農業」
　　　　　　 特別講師：農家・兵庫県農業経営士
　　　　　　　　　　　 成田　市雄　氏
　Lecture 3　「環境と経済の共鳴」
　　　　　　 特別講師：豊岡市環境経済課
　　　　　　　　　　　 若森　洋崇　氏
　Lecture 4　「環境経済事業の課題と可能性」
　　　　　　 特別講師：但馬信用金庫業務部次長
　　　　　　　　　　　 宮垣　健生　氏
　Lecture 5　「豊岡の挑戦」
　　　　　　 特別講師：豊岡市長
　　　　　　　　　　　 中貝　宗治　氏
第２日目　６月27日（木）
　フィールドワーク　活動現場の視察
　　①「六方田んぼ」
　　②「コウノトリの郷公園」
　　③「祥雲寺田んぼ」
　　　　特別講師：コウノトリの郷営農組合長
　　　　　　　　　稲葉　哲郎　氏
　　④「ハチゴロウの戸島湿地」
　　　　特別講師：コウノトリ湿地ネット代表
　　　　　　　　　佐竹　節夫　氏
　　⑤「田結湿地」
　　　　特別講師：田結地区の皆さん（案ガールズ他）
　グループワーク「視察結果のとりまとめ」
第３日目　６月28日（金）
　グループワーク「発表・講評」
　　　　　 　主任講師：菊地　直樹　氏
　Lecture 6　「総括」
　　　　　 　主任講師：菊地　直樹　氏
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長
井
市
の
概
要

　

長
井
市
は
山
形
県
南
部
に
位
置
し
、
西

は
朝
日
山
系
、東
は
出
羽
丘
陵
に
挟
ま
れ
、

そ
の
間
を
南
北
に
最
上
川
が
貫
流
し
て
い

る
「
水
と
緑
と
花
の
ま
ち
」
で
あ
る
。

　

江
戸
期
、
元
禄
の
こ
ろ
に
日
本
海
を
介

し
て
上
方
と
結
ぶ
最
上
川
舟
運
が
開
け
、

上
流
の
長
井
ま
で
舟
が
遡
る
よ
う
に
な
る

と
、
米
沢
藩
の
表
玄
関
と
し
て
流
通
の
拠

点
と
な
り
、
商
業
が
発
展
し
た
。
大
正
中

期
に
は
蚕
糸
の
産
地
と
し
て
郡ぐ

ん

是ぜ

長
井
工

場
を
誘
致
、
昭
和
初
期
に
は
東
芝
長
井
工

場
を
誘
致
す
る
な
ど
の
産
業
立
地
施
策
を

展
開
し
、現
在
も
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

と
し
て
、
電
気
・
機
械
を
中
心
と
し
た
製

造
業
の
集
積
を
有
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
自
然
環
境
を
守
る
活
動
も
盛

ん
で
、
平
成
元
年
に
は
市
有
林
の
一
部
を

市
民
の
森
と
し
て
後
世
に
残
す
「
不
伐
の

森
条
例
」
を
制
定
し
、
世
界
に
向
け
〝
緑

の
地
球
宣
言
〞
を
発
信
し
た
。
平
成
９
年

か
ら
は
家
庭
か
ら
出
た
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
て
農
地
に
還
す
「
台
所
と
農
業
を
結
ぶ

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
に
市
民
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

人
口
減
で
活
力
低
下
、

定
住
促
進
事
業
実
施
へ

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
に
伴

い
、
本
市
の
人
口
も
昭
和
30
年
の
３
万
６

５
６
９
人
が
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で

は
２
万
９
４
７
６
人
と
３
万
人
を
割
り
、

市
民
生
活
の
活
力
低
下
や
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
平
成
20
年
度
に

に
「
な
が
い
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」
を
立
ち
上

げ
、
併
せ
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り
、
本
市
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
土
台
づ
く
り

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
本
市
出
身

者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
「
ふ
る
さ
と
長

井
し
あ
わ
せ
応
援
大
使
」を
委
嘱
し
、様
々

な
場
面
で
本
市
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、
年
間
を

通
し
て
の
観
光
客
の
増
加
や
、
首
都
圏
に

所
在
す
る
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研

修
地
、
県
外
中
学
校
か
ら
の
農
家
体
験
、

全
国
各
地
と
の
都
市
間
交
流
な
ど
、
様
々

な
分
野
に
お
い
て
交
流
人
口
が
増
え
つ
つ

あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
首
都
圏
や
県
外
在
住

者
か
ら
「
田
舎
に
住
み
た
い
」、「
ふ
る
さ

と
に
移
住
し
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
独
自
に
情
報
発
信
や

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
関
係
団
体
や
住
民

等
と
連
携
し
な
が
ら
動
き
出
し
た
い
と
考

え
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
移
住
・

交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」
の

助
成
金
を
活
用
し
て
「
ふ
る
さ
と
定
住
な

が
〜
い
交
流
促
進
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

事
業
内
容
と
成
果

　

本
事
業
で
は
、
既
存
の
事
業
や
地
域
資

源
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、
交
流
の
き
っ

か
け
づ
く
り
か
ら
定
住
の
実
現
ま
で
を
目

的
と
し
て
い
る
。
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
「
小
さ
な
交
流
の
き
っ
か
け
か
ら
、

し
っ
か
り
と
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
を
育
て
、

定
住
の
基
盤
を
つ
く
る
」
を
掲
げ
て
、
以

下
の
事
業
を
実
施
し
た
。

①
移
住
交
流
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

　

移
住
交
流
等
に
関
す
る
各
種
情
報
を
集

約
し
た
長
井
市
移
住
交
流
サ
イ
ト
「
田
舎

暮
ら
し　

ご
ん
ざ
い
」（U

R
L　

http://
furusato-nagai.net/

）
を
平
成
24
年
10

月
に
開
設
し
て
、
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

こ
の
結
果
、
新
聞
・
雑
誌
社
、
広
告
代
理

店
な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い

（
山
形
県
長
井
市
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

長
井
市
企
画
調
整
課
地
域
戦
略
室
係
長　
●　

大
羽
哲
也

長
井
で
な
が
〜
い
暮
ら
し　

は
じ
め
ま
せ
ん
か
！

〜
移
住
促
進
へ
体
験
ハ
ウ
ス
、セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
〜

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

 

今
回
は
平
成
24
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
山
形
県
長
井
市
の
取
り
組
み
を
長
井
市
企

画
調
整
課
地
域
戦
略
室
係
長
の
大
羽
哲
也
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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る
（
注
：
「
ご
ん
ざ
い
」
と
は
、
長
井
地

域
の
方
言
で
「
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
意
味
）。

②
移
住
・
定
住
体
験
ハ
ウ
ス
の
提
供

　

本
市
の
雰
囲
気
や
移
住
生
活
を
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の
空
き
家
２
軒
を

借
り
上
げ
、
短
期
滞
在
用
（
最
長
７
泊
８

日
）
の
「
長
井
市
移
住
・
定
住
体
験
ハ
ウ

ス
」
と
し
て
無
償
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
体
験
者
か
ら
見
た
本
市
の
魅
力

や
地
域
資
源
、
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
の

課
題
な
ど
を
把
握
で
き
た
。
ま
た
、
体
験

ハ
ウ
ス
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
提
供
者

が
、
今
後
も
協
力
す
る
意
向
を
示
し
て
お

り
、
移
住
交
流
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
移
住
・
定
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

移
住
・
定
住
者
の
受
け
入
れ
体
制
構
築

の
た
め
、
受
け
入
れ
側
の
市
民
の
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
「
長
井
へ
ご
ん
ざ
い
」
を
開
催
（
参

加
者
67
名
）
し
、
移
住
者
と
市
民
を
つ
な

ぎ
、
移
住
定
住
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

共
に
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
図
っ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
シ
ニ
ア
世
代

よ
り
も
若
手
の
移
住
者
が
多
い
こ
と
、
ま

た
、
移
住
者
に
は
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ

た
。

④
移
住
・
定
住
者
実
態
調
査
の
実
施

　

過
去
10
年
間
に
本
市
に
移
住
・
定
住
さ

れ
た
20
代
か
ら
40
代
の
男
女
10
名
を
対
象

と
し
て
、
現
在
の
生
活
状
況
等
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
移
住
の
動
機
、
本
市
を
選

ん
だ
理
由
、
支
援
者
や
反
対
者
、
悩
み
や

困
り
事
な
ど
、
課
題
及
び
そ
の
解
決
方
法

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
移

住
者
は
、
本
市
に
住
ん
で
か
ら
積
極
的
に

地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
地
域
住
民
と
交

流
し
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
、
受
け
入
れ

側
の
住
民
の
支
援
を
得
て
定
住
で
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

⑤
移
住
交
流
に
関
す
る
意
識
調
査
の
実
施

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

県
外
在
住
者
（
１
７
０
名
）
に
対
し
て
意

向
調
査
を
実
施
し
た
。
分
析
の
結
果
、
現

在
の
生
活
が
安
定
し
て
い
る
高
年
齢
層
よ

り
も
30
代
、
40
代
の
年
齢
層
で
田
舎
暮
ら

し
を
望
む
意
識
が
高
く
、
仕
事
が
あ
れ
ば

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
」
移
住
先
と
す

る
と
い
う
若
者
の
意
識
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

今
後
の
方
向
性
・
展
望

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
１

年
目
の
目
的
で
あ
っ
た
交
流
基
盤
の
整
備

が
図
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
あ
が
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
本
事
業
に
よ
り
形
成

し
た
交
流
基
盤
を
活
用
し
、
明
ら
か
に

な
っ
た
様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
に
本
市
を
知
っ
て
も

ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て

も
ら
い
、
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
不

可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
の
魅
力
を

創
り
出
し
、売
り
込
む「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
が
必
要
と
な
る
。

　

同
時
に
、
訪
れ
る
方
々
に
長
井
を
楽
し

み
、
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
地
域

の
案
内
や
滞
在
中
の
困
り
ご
と
等
を
気
楽

に
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
お
も
て
な
し
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
の
育
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
事
業
の
取
り
組

み
を
継
続
・
発
展
し
て
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
的
交
流
と
物
的
交
流
を
進
め
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
定
着
す
る
中
か
ら
新

た
な
住
民
が
定
住
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
本
事
業
が

近
い
将
来
大
き
な
実
を
結
び
、
長
井
市
が

「
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に

移
住
交
流
定
住
施
策
を
推
進
し
た
い
。

移住・定住セミナー「長井へごんざい」の様子
長井市移住交流ポータルサイト「田舎暮らし
ごんざい」（QRコードを読み込んでください）

移住・定住体験ハウス

「長井へごんざい」チラシ
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豊
田
市
は
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
市
の
面
積
は
９
１
８
平
方
㌔
㍍
で

県
内
の
６
分
の
１
を
占
め
る
広
大
な
中
核

市
で
あ
る
。
豊
田
市
は「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」

と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
森
林
が
市
の
面

積
の
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、
緑
豊
か
な

都
市
で
も
あ
る
。
市
内
に
は
多
数
の
湿
地

も
あ
り
、
平
成
24
年
７
月
に
は
市
内
の
湧

水
湿
地
３
カ
所
が
「
東
海
丘
陵
湧
水
湿
地

群
」
の
名
称
で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　

こ
の
湿
地
群
の
一
つ
で
あ
る
「
矢
並
湿

地
」
で
は
、
早
く
か
ら
地
元
住
民
を
中
心

と
し
て
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
湿
地
保
全

活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
湿
地

保
全
活
動
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
「
矢
並

湿
地
保
存
会
」
の
会
長
で
あ
る
水
野
鋭
郎

氏
と
副
会
長
の
岡
部
和
廣
氏
か
ら
伺
っ
た

お
話
を
交
え
、
同
保
存
会
の
活
動
を
紹
介

す
る
。

地
元
有
志
15
名
で
保
存
会
を
設
立

　

矢
並
湿
地
保
存
会
は
地
元
の
矢
並
地
区

の
住
民
を
中
心
に
１
０
６
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
団
体
で
あ
る
。
設
立
の
き
っ
か
け

は
、
愛
知
県
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
県

内
市
町
村
に
よ
る
湿
地
サ
ミ
ッ
ト
が
、
平

成
10
年
に
豊
田
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
時
、
矢
並
湿
地
を
公
開
し
た
こ
と

で
、
地
元
の
矢
並
地
区
で
は
同
湿
地
の
保

全
に
対
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
翌
年
の
平

成
11
年
４
月
に
は
地
元
の
住
民
有
志
15
名

で
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
保
全
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

矢
並
湿
地
は
豊
田
市
の
市
街
地
か
ら
約

４
㌔
東
に
進
ん
だ
谷
あ
い
に
あ
り
、
市
道

を
挟
ん
で
西
側
と
東
側
に
広
が
っ
て
い

る
。栄
養
に
乏
し
い
小
さ
な
湧
水
湿
地
で
、

湿
地
内
や
そ
の
周
辺
に
は
約
３
０
０
種
類

の
植
物
と
約
５
０
０
種
類
の
昆
虫
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
植
物
の
中
に
は
国
や
県
の

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
い
う
貴
重
な
場
所
で
あ
る
。
し
か

し
、
小
さ
な
湿
地
で
あ
る
た
め
、
環
境
の

変
化
に
よ
っ
て
比
較
的
短
い
時
間
で
消
失

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

　

そ
こ
で
矢
並
湿
地
保
存
会
は
、
こ
の
地

元
の
宝
と
も
言
え
る
か
け
が
え
の
な
い
矢

並
湿
地
を
絶
や
さ
ず
守
り
育
て
て
い
く
た

め
、
市
の
ほ
か
、「
豊
田
市
自
然
観
察
の

森
」、「
豊
田
市
自
然
愛
護
協
会
」
な
ど
関

係
団
体
と
も
連
携
し
、
専
門
的
な
事
項
に

つ
い
て
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
一

年
を
通
し
て
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

矢
並
湿
地
を
守
る
た
め
に

　

矢
並
湿
地
保
存
会
で
は
、
湿
地
保
全
活

動
の
一
環
と
し
て
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。会
員
が
湿
地
を
訪
れ
、

そ
の
状
態
を
確
認
し
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入

防
止
の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
電
気
柵
の

管
理
や
雑
草
の
除
去
、
散
策
路
の
簡
単
な

修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
然
に
よ
る
状
態
変
化
だ
け
で

は
な
く
、
人
的
被
害
に
も
注
意
し
て
い
る

そ
う
だ
。
矢
並
湿
地
に
は
固
有
の
植
物
が

自
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
植
物
の
盗
掘

が
心
配
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
登
録
湿
地
と
な
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
以
上
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
て
、「
矢

並
湿
地
保
存
会
に
は
大
き
な
活
動
が
２
つ

あ
る
」
と
水
野
会
長
は
話
す
。

　

１
つ
目
は
年
に
一
度
の
「
湿
地
一
般
公

開
」
で
あ
る
。
普
段
は
立
ち
入
り
を
制
限

し
て
い
る
が
、
10
月
中
旬
ご
ろ
の
５
日
間

（
平
成
23
年
度
ま
で
は
３
日
間
）、
10
時
か

ら
15
時
ま
で
、
散
策
路
が
整
備
さ
れ
て
い

る
西
湿
地
の
み
を
一
般
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
公
開
期
間
中
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
一
般
市
民
に
対
し
て
受
け
付
け
、
誘

導
及
び
案
内
を
行
う
。

　

矢
並
湿
地
保
存
会
の
設
立
年
（
平
成
11

年
）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
湿
地
一
般
公
開

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成11年４月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝水野　鋭郎
構成員＝106人
〈連絡先〉
〒471－0002
　愛知県豊田市矢並町広畑268番地1
　矢並湿地保存会
　電話：0565-80-2069

地域づくり団体探訪Series

矢
並
湿
地
保
存
会

愛
知
県
豊
田
市

貴
重
な
湿
地
、
地
域
住
民
が
環
境
保
全

　
　

〜
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
で
関
心
高
ま
る
〜
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の
訪
問
者
数
は
、
例
年
延
べ
１
５
０
０
人

程
度
だ
っ
た
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
た
昨
年
、
平
成
24
年
の
10
月
は
市

外
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
訪
問
者
数

は
延
べ
約
４
千
人
に
急
増
し
た
と
い
う
。

　

２
つ
目
は
、
２
月
と
９
月
に
行
う
大
規

模
な
刈
草
の
除
去
で
あ
る
。
２
月
は
湿
地

の
表
面
の
一
部
が
凍
結
す
る
ほ
ど
寒
い

中
、
９
月
は
厳
し
い
残
暑
が
続
く
中
の
作

業
と
な
る
が
、
草
の
成
長
具
合
を
考
慮
す

る
と
、
作
業
を
す
る
に
は
こ
れ
ら
の
時
期

が
最
も
適
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

こ
の
厳
し
い
天
候
の
中
で
、
矢
並
湿
地

保
存
会
の
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
会
員
一

同
が
２
月
は
枯
れ
草
を
除
去
し
、
９
月
は

外
来
植
物
を
根
か
ら
抜
き
取
り
湿
地
の
外

へ
運
び
だ
す
。
体
力
的
に
大
変
な
作
業
だ

が
、
雑
草
や
枯
れ
草
が
堆
積
す
れ
ば
湿
地

が
消
え
て
し
ま
う
た
め
、
会
員
一
同
が
一

丸
と
な
っ
て
作
業
に
取
り
組
む
と
い
う
。

筆
者
が
現
地
を
訪
れ
た
際
に
は
、
２
月
に

除
草
し
た
際
に
積
ま
れ
た
雑
草
の
大
き
な

山
を
目
に
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
に
よ
っ

て
、矢
並
湿
地
の
名
が
広
く
知
れ
わ
た
り
、

豊
田
市
が
「
ク
ル
マ
」
な
ど
の
〝
も
の
づ

く
り
〞
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
全
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
「
人
と
環
境
の
調
和
の
と

れ
た
都
市
」
で
あ
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋

が
っ
た
。

　

ま
た
、
矢
並
湿
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

へ
の
登
録
は
一
般
の
地
元
住
民
の
興
味
関

心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
地

元
の
矢
並
小
学
校
か
ら
は
「
矢
並
湿
地
保

存
会
の
保
全
活
動
に
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
希
望
も
あ
り
、
こ
の
希
望

を
受
け
て
昨
年
度
か
ら
は
、
環
境
学
習
の

一
環
と
し
て
観
察
学
習
及
び
木
道
修
理
を

矢
並
小
学
校
の
４
年
生
以
上
の
児
童
全

員
、
雑
草
の
除
去
作
業
を
同
校
の
児
童
全

員
が
矢
並
湿
地
保
存
会
の
会
員
と
一
緒
に

実
施
し
て
い
る
。

　
「
小
学
生
に
矢
並
湿
地
の
保
全
活
動
に

加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

の
地
域
資
源
へ
の
愛
着
や
理
解
を
深
め
る

と
同
時
に
、
地
域
資
源
を
自
分
た
ち
の
手

で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
責
任
感
を
育
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

湿
地
を
後
世
ま
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
今

後
も
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
に
積
極
的

に
協
力
し
た
い
」
と
水
野
会
長
は
強
調
す

る
。

保
全
活
動
を
後
世
ま
で

　

矢
並
湿
地
保
存
会
の
今
後
に
つ
い
て
水

野
会
長
と
岡
部
副
会
長
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、「
こ
れ
か
ら
は
若
い
世
代
の
会
員
を

積
極
的
に
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
会
員
は
定
年
退
職

さ
れ
た
60
代
後
半
か
ら
70
代
前
半
の
方
々

が
多
い
た
め
、
こ
の
湿
地
保
存
会
の
活
動

を
継
続
し
、
矢
並
湿
地
を
後
世
ま
で
守
り

受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
若
い
世
代

の
加
入
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

矢
並
湿
地
保
存
会
へ
の
加
入
に
は
居
住

地
や
年
齢
等
の
制
限
は
な
く
、
湿
地
の
保

全
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
思
が
あ

れ
ば
誰
で
も
会
員
に
な
り
活
動
に
参
加
で

き
る
。「
矢
並
湿
地
の
魅
力
や
保
全
の
必

要
性
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、多
く
の
人
の
手
で
、

10
年
後
も
20
年
後
も
そ
れ
以
降
も
矢
並
湿

地
が
存
続
す
る
よ
う
守
っ
て
い
き
た
い
」

と
水
野
会
長
、
岡
部
副
会
長
は
共
に
強
い

意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

矢
並
湿
地
保
存
会
の
設
立
以
降
、
会
員

数
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
保
全

活
動
に
共
感
す
る
人
が
多
い
証
で
あ
ろ

う
。
今
後
は
若
者
の
加
入
が
増
え
、
こ
の

環
境
保
全
活
動
が
末
永
く
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。

 

編
集
委
員　

●　

絹
川　

由
子

● 地域づくり団体探訪

水野会長（左）と岡部副会長

矢並湿地の案内板

自然豊かな矢並湿地
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携
え
、
住
民
の
皆
様
が
幸
せ
と
感
じ
ら
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
顧
問
の

月
尾
東
大
名
誉
教
授
か
ら
、「
幸
福
社
会

へ
の
巨
大
転
換
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

が
あ
り
、「
物
質
的
な
豊
か
さ
が
幸
せ
の

実
感
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
多
様
な
尺

度
で
幸
せ
を
考
え
よ
う
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
52
市
区
町
村
が
連
名
で
共
同

ア
ピ
ー
ル
を
宣
言
し
、設
立
総
会
は
閉
会
し

た
。幸

福
実
感
向
上
で
自
治
体
間
協
力

　

幸
せ
リ
ー
グ
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
格
的
な
取

り
組
み
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
。
今
後
は
、

実
務
者
レ
ベ
ル
の
会
議
を
開
催
し
、
よ
り

具
体
的
に
住
民
の
幸
福
実
感
の
向
上
を
目

指
し
た
施
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

て
い
く
。

　

住
民
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
あ
た
た
か

い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
、
各
参

幸
せ
リ
ー
グ
設
立
の
意
義

　

６
月
５
日
、全
国
52
の
基
礎
自
治
体（
市

区
町
村
）
で
構
成
さ
れ
る
、
住
民
の
幸
福

実
感
向
上
を
目
指
す
基
礎
自
治
体
連
合
、

通
称
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
の
設
立
総
会
が
東

京
都
荒
川
区
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

近
年
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
、
住

民
の
幸
福
を
基
点
と
し
た
行
政
運
営
に
取

り
組
も
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
背
景
に
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
社
会
経
済
状

況
が
時
々
刻
々
と
変
化
し
、
行
政
の
課
題

が
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る

現
代
に
お
い
て
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や
経

済
的
な
効
率
性
だ
け
を
追
い
求
め
る
の
で

は
な
く
、
真
に
住
民
本
位
の
行
政
の
実
現

や
住
民
の
幸
福
実
感
に
基
づ
い
た
政
策
の

展
開
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
に
幸
福
な
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
に
は
、ま
ず
、個
々
の
自
治
体
が
日
々

懸
命
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
じ
問
題
意

識
を
持
つ
基
礎
自
治
体
同
士
が
連
携
し

て
、
互
い
に
学
び
合
い
、
持
て
る
力
を
結

集
し
、
補
い
合
い
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
、

行
政
運
営
の
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
、
平
成
17

年
か
ら
幸
福
度
向
上
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
荒
川
区
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、

つ
く
ば
市
、
京
丹
後
市
と
と
も
に
全
国
の

市
町
村
に
呼
び
掛
け
、
52
団
体
の
参
加
に

よ
り
、幸
せ
リ
ー
グ
結
成
の
運
び
と
な
っ
た
。

設
立
総
会
の
開
催

　

設
立
総
会
で
は
、
設
立
趣
意
書
と
規
約

が
決
定
さ
れ
、
会
長
に
は
西
川
太
一
郎
荒

川
区
長
、
幹
事
に
は
市
原
健
一
つ
く
ば
市

長
と
中
山
泰
京
丹
後
市
長
が
選
出
さ
れ

た
。
顧
問
に
は
、
月
尾
嘉
男
東
大
名
誉
教

授
、
神
野
直
彦
東
大
名
誉
教
授
、
原
丈
人

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
財
団
代
表

理
事
、
広
井
良
典
千
葉
大
教
授
、
坂
田
一

郎
東
大
教
授
が
就
任
し
、
活
動
に
当
た
っ

て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　

西
川
会
長
は
、「
人
口
や
財
政
力
な
ど

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
各
自
治
体
が
手
を

公
益
財
団
法
人
荒
川
区
自
治
総
合
研
究
所
副
所
長　

●　

長
田
七
美

〜
北
か
ら
南
か
ら
〜

加
自
治
体
間
の
密
接
な
協
力
関
係
の
も

と
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
幸
せ
リ
ー
グ
事
務
局
】

　

荒
川
区
総
務
企
画
部
総
務
企
画
課

　

荒
川
区
自
治
総
合
研
究
所

参加団体代表者と顧問による記念撮影

52
市
区
町
村
が「
幸
せ
リ
ー
グ
」設
立

　
　

〜
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
め
ざ
す
〜

幸せリーグ参加自治体一覧

北海道

釧路市 富山県 南砺市北見市 射水市
北広島市 石川県 珠洲市斜里町 加賀市
広尾町 山梨県 南アルプス市青森県 むつ市 北杜市

岩手県 釜石市 長野県 小布施町
滝沢村 岐阜県 大垣市

宮城県 女川町

愛知県

豊田市

山形県 米沢市 安城市
鮭川村 長久手市

福島県

福島市 武豊町
二本松市 三重県 松阪市桑折町 亀山市
石川町 滋賀県 草津市小野町 守山市

茨城県
取手市 京都府 京丹後市
つくば市 兵庫県 川西市かすみがうら市 多可町

群馬県 桐生市 島根県 益田市

埼玉県 秩父市 山口県 防府市
川島町 徳島県 上勝町

千葉県 鴨川市 福岡県 田川市
大多喜町 佐賀県 佐賀市

東京都 荒川区

新潟県
三条市
妙高市
津南町
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「みんなが誇りを持てるまち 四日市」
を目指して

四日市市長　●　田中俊行

45 2013・8月号

　

四
日
市
市
は
、
４
の
つ
く
日
に
開
催
さ
れ
た
定
期
市
「
四
日
の

市
（
い
ち
）」
が
市
名
の
由
来
と
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
商
業

の
町
と
し
て
、
ま
た
、
東
海
道
五
十
三
次
の
43
番
目
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

明
治
に
入
る
と
、
稲
葉
三
右
衛
門
翁
の
偉
業
に
よ
っ
て
港
の
修

築
が
行
わ
れ
、
伊
勢
湾
で
最
初
の
開
港
場
と
し
て
国
際
的
な
貿
易

の
門
戸
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
繊
維
・
機
械
・
化

学
な
ど
の
近
代
工
業
が
次
々
と
立
地
し
、
明
治
30
年
に
は
、
全
国

で
45
番
目
に
市
制
を
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
に
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
の
整
備
な
ど
四
日
市
港
の

近
代
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
全
国
有
数
の
産
業
都
市
と
し
て
大
き
く

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

一
方
、経
済
発
展
の
過
程
で
発
生
し
た
公
害
問
題
に
つ
い
て
は
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
大
幅
に
環
境
改
善
が
進
み
、
青
空
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
公
害
の
経
験
と
教
訓
を
生
か
し
つ
つ
、

環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
貢
献
や
環
境
先
進
都
市
を
目
指
し
た

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
や
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
の
到

来
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
を
ふ
ま
え
、
一
昨
年
か
ら
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
四
日
市
市
総
合
計
画
（
平
成
23
〜

32
年
度
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
目
指
す
べ
き
都
市
像
と

し
て
、「
み
ん
な
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち 

四
日
市
」
を
掲
げ
、「
安

心
、
元
気
・
魅
力
、
絆
」
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
は
じ
め
、
半
導
体
・
電
機
・

機
械
・
食
品
な
ど
多
様
な
産
業
が
立
地
す
る
産
業
都
市
と
し
て
の

基
盤
強
化
、
さ
ら
に
は
観
光
や
文
化
面
で
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
産
業
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
、
も

の
づ
く
り
産
業
の
み
な
ら
ず
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
再
生
や
高

度
化
、
さ
ら
に
は
次
世
代
産
業
の
誘
発
な
ど
に
向
け
て
、
こ
の
３

月
に
「
四
日
市
市
産
業
活
性
化
戦
略
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
の
先
導
的
な
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
本
市
が
21
世
紀
の

産
業
都
市
モ
デ
ル
と
な
れ
る
よ
う
、
効
果
的
な
産
業
振
興
戦
略
を

構
築
し
、
政
策
と
し
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
や
文
化
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
港
の
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」
な
ど
、
新
た
な
地
域
資
源

を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
し
た
り
、あ
る
い
は
「
家
族
」
と
「
絆
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
全
国
フ
ァ
ミ
リ
ー
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
た
り
、
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
中
で
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
四
日
市
公
害
の
歴
史
と
教
訓
を
未
来
に
継
承
す

る
と
と
も
に
、
環
境
改
善
の
取
り
組
み
や
国
際
貢
献
活
動
な
ど
を

広
く
情
報
発
信
す
る
た
め
、「（
仮
称
）
四
日
市
公
害
と
環
境
未
来

館
」
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
市
立
博
物
館
の
中
に
併
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
市
立
博
物
館
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
一
体
的
な
整
備
が
可
能
と
な
り
、

四
日
市
市
ら
し
い
個
性
と
魅
力
を
有
す
る
情
報
発
信
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
本
年
４
月
に
「
こ
ど
も
未

来
部
」
を
新
設
し
、
子
育
て
に
関
す
る
窓
口
を
一
本
化
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
組
織
の
縦

割
り
の
弊
害
を
な
く
し
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
乳
幼
児
、
青
年
期
に

至
る
ま
で
途
切
れ
な
く
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て

施
策
を
総
合
的
、
体
系
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
巨
大
地
震
に
備
え
た
防
災
対
策
、
高
齢
社
会
に

対
応
し
た
医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実
、
教
育
改
革
な
ど
、
解
決
す

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を

実
感
し
、「
み
ん
な
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち 

四
日
市
」
を
目
指
し

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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47 2013・8月号

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

愛
媛
県

松山市 175

松山市は愛媛県の中央部に位置し、瀬
戸内海に突き出した高縄半島の西部

及び忽那諸島などから構成され、温暖な瀬
戸内海気候で、年平均気温16.5度です。
年間日照時間は2,000時間以上と全国平
均を上回り、年間降水量は約1,300mm
と降水量は少なめで積雪もごく少量、台風
の通過も少なく、穏やかで豊かな自然に恵
まれています。
　また、松山と言えば3000年の歴史をも
つ道後温泉や、現存12天守の一つである
松山城が有名ですが、小説『坂の上の雲』

『坂の上の雲』のまち松山『坂の上の雲』のまち松山

の主人公（秋山好古、秋山真之、正岡子規）のふるさとでもあります。
　そんな本市では、瀬戸内海国立公園指定80周年、道後温泉本館改築120周年
などを迎える平成26年に向け、誘客事業に積極的に取り組んでおり、子規をは
じめ多くの俳人を輩出する俳句に大変縁の深いまちを活かした「まち歩き」など、
歴史的な資源を大切にした多彩な旅のメニューをご用意しております。ぜひ新し
い発見を探しに松山へお越しください。

■ 重要文化財「萬翠荘」。大正11年建設のフランス風
洋館。階段踊り場のステンドグラスや壁画は必見

■北条鹿島。潮風と緑の森に包まれた小島に
は船で３分。海水浴やキャンプにも適してお
り、展望台からは広島まで眺望できる

■松山城マスコットキャラクターの
「よしあきくん」。城内に21棟ある重
要文化財は見ごたえ十分

■ 松山鮓（ずし）。瀬戸の小魚などをちりば
めたおもてなしの一品

■ 3000年の歴史をもつ「道後温泉」。道後温泉本館で
は日本で唯一の皇室専用浴室「又

ゆう

新
しん

殿
でん

」の観覧（有
料、観覧込みの入浴券も有り）もできる

■ 「まち歩き」の多彩な18コースの詳
細はWEBでチェック。 松山はいく
で検索を！

■ 坂の上の雲ミュージアムは司馬遼太郎の小説『坂の上の雲』をテーマとした博物館

『坂の上の雲』のまち松山
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　地域再生の方法について、さまざまな視点から考えるワークショップ「地域再生実践塾」を開催します。
このうち第３回と第４回（左のページ参照）の開催内容は以下の通りで、現在、参加者を募集しています。

平成25年度地域再生実践塾開催のお知らせ

全国過疎問題シンポジウム2013 in ながさき
平成25年10月10日（木）～11日（金）

過疎・離島・半島っていいね！
―本物の価値、コミュニティの知恵、そして誇り―

開催の趣旨
　社会の人口減少や高齢化が急速に進むなかで、過疎地域の担う
役割や意味について議論を深めるとともに、全国の優れた取り組
みに触れ、参加者相互の交流を図るために、さらに、過疎地域に
住むことの素晴らしさを都市部の人びとへ発信するために、「全国
過疎問題シンポジウム2013 in ながさき」を開催します！

開催日等
10月10日（木）
・全体会（13：30～）：佐世保市（アルカスSASEBO大ホール）
・過疎地域自立活性化優良事例表彰式
・基調講演　養父　信夫（「九州のムラ」編集長）
・パネルディスカッション
　コーディネーター： 　　  宮口　侗廸（早稲田大学教育・総合科

学学術院教授）
　パネリスト（五十音順）： アレックス・カー（NPO法人篪庵ト

ラスト理事長）
　　　　　　　　　　　　  楓　千里（㈱JTBパブリッシング執行

役員）

全国過疎問題シンポジウム開催のお知らせ

地域再生実践塾　第３回　広島県尾道市
『海からはじまる歴史的空間の再生と実践』

平成25年９月18日（水）～９月20日（金）　会場：尾道市公会堂別館31号室

開催趣旨 
　平成16年に景観法が制定されて以降、平成20年には歴史上価値の高い神社、寺院、城址等の国民共有の文化的な資産等と、そこで営ま
れる祭礼行事など、地域固有の風情、情緒やたたずまいといった良好な環境の維持及び向上を目指し「地域における歴史的風致の維持及
び向上に関する法律」（通称、歴史まちづくり法）が制定され、全国各地で歴史、文化や伝統などを地域資源とし、それらを積極的に活か
しながら地域を活性化する取り組みが増えています。
　坂のまちとして知られ、社寺仏閣が多く残る尾道市では、これらを活かしたまちなみ形成事業や空き家再生促進事業などを実施し、新
たな魅力を持つまちづくりの推進にも力を入れています。尾道市で実践されている具体的事例を中心に検証しながら地域の活性化につい
て考えていきます。

開催日程 
・第１日目　９月 18日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：40～　Lecture1　総論・問題提起
　14：15～　Lecture2　尾道市のまちづくり
　14：50～　Lecture3　尾道イーハトーヴ〈まちづくりレシピ〉
　16：00～　Lecture4　観光を手段とした事業と雇用の創出
　17：10～　Lecture5　尾道式空き家再生術
・第２日目　９月 19日（木）
　９：00～　出発
　９：15～　Field Work1　尾道イーハトーヴの視察
　９：50～　Field Work2　旧島居邸の視察
　10：30～　Field Work3　光明寺會舘・AIR カフェ視察
　10：50～　Lecture6　 斜面地におけるアーティスト・イン・レジデンス
　12：10～　昼食
　13：15～　Field Work4　北村洋品店・ガウディハウス
　14：05～　Field Work5　渡船～向島からの眺め
　14：45～　Field Work6　あなごのねどこ
　15：15～　Field Work7　尾道映画資料館
　16：00～　Group Work1　視察の整理
・第３日目　９月 20日（金）
　９：00～　 Group Work2　グループ発表・講評
　11：30～　 Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
尾道市立大学
芸術文化学部美術学科
教授　稲田　全示　氏

　1949 年尾道市生まれ。
　東京藝術大学美術研究科修了。東京でデザイン企画制作
会社の経営、ニュービジネスコンサルティングなどを経て
2001 年より現職、学生に地域活性化企画制作を指導する。
　尾道市立大学地域総合センター長、尾道市まちなみ形成推
進委員長、尾道ユネスコ協会会長、NPO法人工房尾道帆布
顧問。「地域資源∞全国展開プロジェクト」など地域の観光
資源発掘、プランニング、配信や産学協働事業等を展開し、
学生の地域貢献と基礎的社会力、デザイン能力、コミュニケー
ション能力養成の地域総合センターとして、産学官ネット
ワーク創りを推進している。

　　　　　　　　　　　　 図司　直也（法政大学現代福祉学部准
教授）

　　　　　　　　　　　　友広　郁洋（松浦市長）
・交流会（18：00～）  ： 佐世保市（アルカスSASEBOイベント

ホール）
10月11日（金）
・分科会：松浦市（松浦市文化会館）
　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　現地視察
　　　　　平戸市（平戸文化センター）
　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　現地視察（生月町博物館｢島の館｣視察）
　　　　　西海市（西彼農村環境改善センター）
　　　　　　「過疎地域自立活性化優良事例発表」
　　　　　　現地視察（｢雪浦地区｣視察）　
　　　　　新上五島町（鯨賓館ホール）
　　　　　　「過疎地域自立活性化優良事例発表」
　　　　　　現地視察（｢頭ヶ島天主堂｣視察）

主　　催
　総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会
　 （長崎県、全国過疎地域自立促進連盟、長崎県過疎地域自立促進
協議会）

　総務省から全国過疎問題シンポジウム開催のご案内がありましたので、お知らせします。
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C O N T E N T S

地域トピックス　石川県
石川県で世界農業遺産国際会議を開催 宮川泰生

地域再生実践塾　兵庫県豊岡市
生物多様性保全と地域再生 菊地直樹

移住・交流推進支援事業　山形県長井市
長井でなが～い暮らし　はじめませんか！ 大羽哲也

地域づくり団体探訪　愛知県豊田市
矢並湿地保存会
貴重な湿地、地域住民が環境保全

北から南から　東京都荒川区など
52 市区町村が「幸せリーグ」設立 長田七美

レギュラーリポート

2013 -8

首長の思い
「みんなが誇りを持てるまち 四日市」を目指して
 田中俊行（四日市市長）

センター通信

グラビア

特　集

 1 巻頭エッセー／「ふくしまから　はじめよう。」 佐藤雄平（福島県知事）　　

　 　  地方鉄道と地域の活性化
 4 基調論文  観光振興通じ、地域の活性化に貢献を 矢ケ崎紀子（首都大学東京 都市環境学部 特任准教授）　　
 8 秋田県　あの手この手で秋田内陸線を支援 佐藤廣道　　
 10 山形県　アイデア満載のフラワー長井線 野村浩志　　
 12 富山県高岡市　ハード・ソフト両面で「万葉線」を活性化 柴野泰彦　　
 14 福井県福井市　えちぜん鉄道の地域貢献と未来予想図 田島宇一郎　　
 16 静岡県浜松市　連携強化による回遊性の向上をめざして 須部裕大　　
 18 岐阜県恵那市　地域住民との連携で輸送人員増加 松田泰明　　
 20 京都府　乗って守ろうみんなの鉄道・北近畿タンゴ鉄道 島田和幸　　
 22 広島市　JR可部線、廃止区間の一部が復活へ 大村昭彦　　
 24 香川県綾川町　「ことでん」新駅を中心にまちづくり 田岡大史　　
 26 熊本県人吉市　利用促進に向け、地域の資源をフル活用 小澤洋之　　
 28 九州各県　デザイン性と物語性、好評の「Ｄ＆Ｓ列車」 宮田　匡　　
 30 副基調論文  （1）地域鉄道の再生・活性化のために 国土交通省 鉄道局 鉄道事業課 地域鉄道支援室　　
 34 副基調論文  （2）新しいローカル線の使い方を 鳥塚　亮（いすみ鉄道株式会社 代表取締役社長）　　

45
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地域づくり８月号
2013年８月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
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地域再生実践塾　第４回　新潟県長岡市
『米百俵に学ぶ長岡の市民協働』

平成25年10月２日（水）～10月４日（金）　会場：シティホールプラザアオーレ長岡　他
開催趣旨 
　多様化する行政ニーズに対応するため、各自治体では市民協働条例を制定するなど独自の仕組みづくりを進めています。
　長岡市は、長岡藩の頃より領主と領民が一体となって藩を盛り立てる、いわば「市民協働」の先駆けともいえる精神が根付いている土
地であり、2004年の新潟県中越地震の際も協働により復興を成し遂げました。2012年4月１日にオープンしたシティホールプラザ「アオー
レ長岡」は、ＪＲ長岡駅前に位置する市役所と一体となった複合的な施設で、市民と議会の一体感を醸成するための全国初のガラス張り
の「議場」や、５千人を収容できるナカドマと呼ばれる屋根付き広場などがあり、あらゆる世代の多様な人々の自発的な活動を実現する「市
民交流の拠点」とし、長岡市のシンボル的な存在となっています。
　今回、新しい長岡の顔、協働と交流の拠点・アオーレ長岡を中心に実践されている市民協働に関する具体的事例を検証しながら、地域
の活性化について考えていきます。

開催日程 
・第１日目　10月２日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　14：00～　Lecture1　米百俵から学ぶ長岡の市民協働
　　　　　　　　　　　  ～復興から生まれた市民協働の精神～
　15：10～　Lecture2　長岡市の市民協働推進施策
　15：45～　Lecture3　 社会的存在価値を高める
　　　　　　　　　　　  ～酒造りの正道を歩んで～
　16：20～　Lecture4　地元大学としての市民協働への参画
　17：00～　シティホールプラザアオーレ長岡見学
・第２日目　10月３日（木）
　９：00～　Lecture5　震災復興から市民協働へ
　９：30～　Lecture6　多世代交流でエンパワーメント
　10：00～　Field Work1　 長岡震災アーカイブセンターきおくみら

い見学
　11：00～　Field Work2   ながおか市民防災センター子育ての駅ぐ

んぐん見学
　12：15～　昼食
　13：00～　Field Work3　山古志被災現場視察
　15：30～　Group Work1　協働をあらためて考える
・第３日目　10月４日（金）
　９：00～　Group Work2　グループ発表・意見交換
　11：30～　Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
NPO法人市民協働ネットワーク長岡
代表理事　羽賀　友信　氏

　1950年長岡市生まれ。1980年カンボジア難民救援医療
プロジェクト（現国際緊急援助隊）に主任調整員として参
加し、国境地帯で病院を運営。帰国後は長岡市を拠点に多
文化共生社会を目指した地域づくり・グローバルな人づく
りに携わり、協働による地域力を世界に向け発信している。
中越地震、中越沖地震、東日本大震災の際は外国人被災者
の救援に尽力し、外務大臣感謝状、JICA理事長賞、地域
づくり総務大臣表彰、長岡市長表彰など受賞歴も多数。

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、ＮＰＯなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。

地方鉄道と地域の活性化2

都道府県漫遊　　　　【佐賀県】46

手前みそですが…　　【愛媛県松山市】47

羽黒神社薪能
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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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